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    プロローグ


    



    



    　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がを主人公とする「異能バトルストーリー」は、いよいよ折り返しの第三部を迎えることとなった。


    　人間界を脅おびやかす、異い形ぎようの軍団『奈な落らくの使徒』──総勢六千もいるという彼らの頂点に君臨する四凶も、あとは二体を残すのみ。


    　第一部にて、龍牙の妹・火乃森杏きよう花かを器として復活した【魔神】コントンを。


    　第二部にて、龍牙の親友・小こ林ばやし一いち郎ろうを器として復活した【魔神】トウテツを。


    　激闘の末、見事に討ち果たした龍牙たちの次なる敵は、【魔神】キュウキ。まだ誰が器なのかも分からない、謎なぞのベールに包まれた相手だ。


    　夏休みは終わったものの、火乃森龍牙の戦いは終わらない。守護神たる【黄こう龍りゆう】の力によって、今日も今日とて人類を守り続ける。


    　頑張れ、龍牙。負けるな、龍牙。世界に平和が訪れるその日まで。


    　仲間の美少女たちとイチャイチャしながら、熱きバトルを繰り広げるのだ。実はお前自身も美少女だけど。もう仲間の半分にバレちゃってるけど。


    　そんなお前を、俺──小林一郎は、友人キャラとして支えよう。


    　主に日常パートから、面白おかしくストーリーを盛り上げてみせよう。俺、【魔神】トウテツの宿主だけど。お前の「セミ彼氏」だけど。敵幹部たちと同居してるけど。


    　頑張れ、俺。負けるな、俺。能天気な変態に戻れるその日まで。


    　……と、龍牙＆自分にエールを送ったものの。


    　第三部の幕開けと同時に、一つの問題が発生してしまった。


    　メインキャラの一人である、『常とこ闇やみの血族』ことエルミーラ＝マッカートニー。


    　四し神じんを守護神に持つ、龍牙の仲間たるヒロインズ。その内の【朱す雀ざく】を担当する彼女が。ミステリアスな小悪魔キャラである、深しん紅くの髪をしたヴァンパイアが。


    　何とこのたび、失踪してしまったのだ。『事情あって使徒に味方することになりました』というメールを残して──


    



    　いきなりエルミーラさんが蒸発したことは、当然ながら龍牙たちを大きく動揺させた。


    　すぐさま彼女のマンションへ急行したが、すでにそこはもぬけの殻。携帯の電源も切っているらしく、全く連絡が取れない状態だった。


    　龍牙たちは毎日のように捜索を続けているのだが、一週間が経った現在もエルミーラさんの行方ゆくえは杳ようとして知れない。しかもタイミングが悪いことに二学期が始まってしまったので、日中は動けないという有り様だ。


    （エルミーラさん、何があったんだ……使徒サイドにつくって、一体どういうことだ？）


    　もちろん龍りゆう牙がたちと同じく、俺も心配している。非常にヤキモキしている。


    　確かに仲間の「裏切り」や「闇堕ち」は、ドラマチックなエピソードだ。このネタをやるなら、人じん外がいであるエルミーラさんはまさに適任といえるだろう。


    　が、こういうのには守るべきセオリーがある。


    　メインキャラが敵側に寝返る場合、それは一時的なものであるべきだ。最終的にはちゃんと戻ってきてもらわねばならない。あまりエグい悪事を働かれるのも困る。


    （今回の一件は、エルミーラさんの人気に大きく影響してくるはず。となると問題は……彼女の言う『事情』だ）


    　願わくは、やむを得ずの裏切りであって欲しい。もしくはスパイ目的か、洗脳であって欲しい。あと、できれば今月中には戻ってきてもらいたい。


    　いつまでも四し神じんの一角が欠けたままでは、究極の必殺技が放てないから。


    　火ひ乃の森もり龍牙の【黄こう龍りゆう】。雪ゆき宮みや汐しお莉りの【白びやつ虎こ】。蒼あおヶが崎さき怜れいの【青せい龍りゆう】。黒くろ亀がめ里り菜なの【玄げん武ぶ】。そしてエルミーラ＝マッカートニーの【朱す雀ざく】。


    　それらが五神合体した、『みんなでドン（名称の変更希望）』が放てないから。


    （とにかく、そろそろ一度くらい姿を現してくれないかな……できたら敵キャラらしく、エロいコスチュームで……）


    　そんなことを考えていると。いつの間にかホームルームが終わり、放課後になっていた。


    　クラスメートたちが次々に教室を後にしていく中、俺は憂ゆう鬱うつな顔をして教科書やノートを鞄かばんに詰め込んでいく。


    　……おそらく今日も、龍牙たちは「エルミーラさん捜索」と「パトロール」を兼ねて街へ繰り出すのだろう。俺もできるだけ参加するようにしているのだが、残念ながら毎日というわけにはいかなかった。


    （はあ……今日も補習か）


    　そう。俺は夏休みの宿題をほとんどやらなかったことで、計七回の補習を受ける羽目になっているのだ。しかもプリント二十六枚にも及ぶ、追加課題まで上乗せされて。


    　プリントの提出期限は五日後。同居している『奈な落らくの三さん姫き』の魅ミ怨オン、呪ジユ理リ、忌キ綺キに手伝いを要請したが、にべもなく断られてしまった。


    「言ったじゃない、宿題は少しずつでも毎日やりなさいって。私、知らないんだからっ」


    「一いち郎ろう様。この呪理は一応、央おう明めい高校の養護教諭でございます。手を貸すわけには……」


    「キキは録画した『スペクタクルマン』を観るので忙しいでしゅ」


    　……薄情な使徒たちに見放され、俺の二学期は最悪の滑り出しとなっていた。


    （仕方ねえだろ。俺はこの夏休み、大変だったんだよ！　第二部のラスボス役をして、直後に挿入されたサブストーリーにもガッツリ関わっちまったんだよ！）


    　心中でそんな弁解をしていたところ。


    「──一いち郎ろう。もしかして、今日も補習？」


    　一人の生徒が近付いてきて、俺の席の横に立った。


    　高二男子にしては小柄で線の細い、中性的なビジュアルの美少年。夏制服の上に学校指定のベストを着用した、華がありつつも控えめなクラスメート。


    　もちろんそれは、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだった。


    　この物語の主人公であり、『龍神の継承者』であり、実は男装した女の子であり、コスプレが趣味である、俺の親友だった。……今は擬似恋人の関係だけど。


    「ああ、補習だよ。今日でようやく四回目……半分を超えたとこだ」


    「そういえば、去年も同じ目に遭ってたよね。二に重じゆうの意味で学習しないなあ、一郎は」


    　耳の痛いコメントをよこしたのち、たちまち龍牙が表情を曇らせる。その理由は考えるまでもなく、ヴァンパイア少女のことだろう。


    「エル、今どこでどうしてるんだろ……」


    「心配だよな。『使徒に味方する』なんて書き残されてるだけに、余計にな」


    「エルのことだから、きっと深い事情があるんだと思う。何で俺たちに相談してくれなかったのかな……俺にそんなコトを言う資格はないのかもしれないけど」


    　龍牙は自分が女の子であることを、まだエルミーラさんと雪ゆき宮みやさんに隠している。


    　幼馴な染じみの黒くろ亀がめさんはもとより、たまたま俺と蒼あおヶが崎さきさんにバレてしまったのは仕方ないとしても──自みずから「【黄こう龍りゆう】の継承者は男として生きる」という掟おきてを暴ばく露ろするのは、やっぱり抵抗があるのだろう。


    「とにかく俺は俺で、時間を見つけて捜してみるから。リューガこそ、あまり深く思い詰めるなよ？　ちょっと顔色が良くないぞ」


    「うん……エルのこともそうだけど、ここのところ杏きよう花かの体調が悪くて……昨日から学校も休んでるんだ」


    「杏花ちゃんが？」


    　妹さんがその様子では、エルミーラさんとダブルパンチで心配だろう。


    　できるだけ龍牙をフォローしてやらねば。それは友人キャラたる俺の使命だ。……今は擬似恋人だけど。


    「杏花の方は、コントンが付きっきりで看病してくれてるから大丈夫だと思うけど……任せっ放しにしてると、別の意味で心配で」


    　杏花ちゃんを器にしている【魔神】コントンには、一つの嫌疑がかかっている。ぶっちゃけるとロリコン疑惑が。


    　幾度かの対話を経て、龍牙も多少はコントンを信用しかけているみたいだが……その件に関しては未いまだ警戒しているようだ。姉としてはトリプルパンチで心配だろう。


    「近いうちに、杏きよう花かに会いにきてあげてよ。一いち郎ろうの顔を見たら、杏花もちょっとは元気になるだろうから。その時は夕飯もご馳ち走そうするよ」


    「ああ、分かった」


    「もしよかったら、作りにもいってあげよっか？　一郎の家に。今日にでも」


    「い、いや！　さすがにそれは悪いって！　気持ちだけでいいって！」


    　三さん姫きを我が家に住まわせていることを、俺はまだ龍りゆう牙がらに伝えていない。


    　正直なところ、打ち明けるタイミングを計りかねているのだ。メインキャラたちが不機嫌になるのは目に見えているから。


    　おそらく「敵の幹部三人と同居している」という点より、「女の子三人と同居している」という点の方が問題視されるものと思われる。


    　特に魅ミ怨オンとライバル関係にある蒼あおヶが崎さきさんなんかは、木刀を片手にカチコミに来るかもしれない。いつかは言わないといけないんだけど……今はその時じゃないだろう。


    「でも一郎、ほとんど自炊してないでしょ？　ダメだよ、コンビニのお弁当ばかりじゃ」


    「小こ林ばやし家は今、少しゴタゴタしてるんだ。とてもお客を呼べる状態じゃないんだ」


    「トウテツのこと？　確かに私、また襲われちゃうかも……一郎と同じ姿だから、ついつい油断しちゃうんだよね、テッちゃんって」


    「おい、教室だぞ」


    　無意識に「私」と口にした龍牙を咎とがめ、俺はいそいそと席を立った。そのまま逃げるように扉とびらへ向かい、振り返りざまにシュタッと片手を上げてみせる。


    「じゃあ、補習に行ってくるぜ！　俺も巡回しながら帰るから、お前は早めにエルミーラさん捜索を切り上げて、杏花ちゃんの側そばにいてやれ！」


    　……その日、宣言通りに街を歩き回ってから帰宅したものの。


    　やっぱりエルミーラさんを発見することはできなかった。
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    　考えてみれば、俺はエルミーラ＝マッカートニーという少女のことをあまり知らない。


    　色々とフラグは立っているものの、詳しい素性を訊きいたことがないのだ。


    　俺が持っている彼女のデータといえば、「東欧出身」、「【朱す雀ざく】の継承者」、「小説を書くのが趣味」、「異能力は炎を自在に操あやつること」……せいぜいその程度だ。


    　中でも特筆すべきは、何といっても「ヴァンパイアである」ということだが……俺の知っているヴァンパイアとは、彼女はかなり設定が違うようだ。


    　──まずエルミーラさんは、別に太陽を弱点としていない。


    　日光を浴びても灰になったりせず、平然と活動している。朝昼の授業中はよく眠りについているが、それは俺も同じだ。


    　──また、ニンニクや十字架を恐れるようなこともない。


    　それどころか、餃ぎよう子ざが大好物だという。心臓に杭くいを打ち込まれれば死ぬらしいが、「そんなモン誰だって死にますわ」と言っていた。ごもっともだ。


    　──そして、吸血行為によって仲間を増やすこともできない。


    　人間の血を吸うのは、それが炎を操るためのエネルギー源だからだ。彼女の異能は「血液を炎に転化させる力」なのだ。栄養を摂取するだけなら、普通の食事で事足りるという。


    （ただし、血の味には結構うるさいよな……俺が『専属ドナー』にされてるのも、コクとキレがあるからだそうだし）


    　……この機会に、もう少しエルミーラさんのことを知っておくべきかもしれない。


    　そもそもメインキャラ全員が日本人なのに、どうして彼女だけ外国人なのか。四凶が眠るこの町を離れ、どうして【朱雀】の家系は渡欧しちゃったのか。


    　ヴァンパイアであることは、今さら追及しまい。使徒や【魔神】がいるんだから、吸血鬼や狼男やフランケンやＱ太郎がいてもいい。


    　ストーリーに関わることしか、俺は興味ないのだ。


    （リューガたちなら、もっと詳しく知ってるかな？）


    　そう考えた俺は、「エルミーラさん捜索」に付き合うついでに、メインキャラたちから情報を集めることにした。その結果、少しだけ収穫を得ることができた。


    　──一人目、火ひ乃の森もり龍りゆう牙が曰いわく。


    「実は【朱雀】の家系は、ずっと行方ゆくえが分からなくなっていたんだ。お父さんが言うには、三百年前に数体の使徒がヨーロッパに逃げたらしくて……当時の【朱雀】の継承者が、それを追ったそうなの」


    「で、そのまま消息不明になっちゃったと？」


    「うん。まさか東欧でヴァンパイアの家系と融合していたなんて、思いもしなかったよ」


    　どうやらエルミーラさんが奔ほん放ぽうで変わり者なのは、ご先祖様譲ゆずりみたいだ。


    　──二人目、雪ゆき宮みや汐しお莉り曰いわく。


    「もともと【朱す雀ざく】を伝える家は、『赤あか鳥とり』という名字だったそうです」


    「そっか。もともとは日本人のはずだもんな」


    「思えばマッカートニーって、東欧にしては珍しい名字ですよね？　あれは『赤鳥』が変化したものではないでしょうか。『真っ赤な鳥』が、マッカートニーになったのだと……」


    　もしかしたらそれ以前は、『常とこ闇やみの血族』に代わる異い名みようがあったのかもしれない。あれってどう考えてもヴァンパイアのことだし……。


    　──三人目、蒼あおヶが崎さき怜れい曰く。


    「エルミーラは、現在のマッカートニー家の当主だ。異能力を宿して生まれる者は、嫡ちやく子し以外ではごく稀まれだという」


    「そういえば蒼ヶ崎さん、最初はエルミーラさんとバトルになったんですよね？」


    「ああ。龍りゆう牙がが止めてくれなかったら、どちらかが死んでいたかもな」


    　その頃の俺は、そんなことなど露ほども知らない日常専門のサブキャラだった。早くあのポジションに戻りたい。


    　──四人目、黒くろ亀がめ里り菜な曰く。


    「まあエルちゃんなら、そのうちニョッキリ帰ってくるんじゃないかなあ。ん？　ポッコリって言うんだっけ？　ああ、ヒョッコリだ！」


    「…………」


    　まあ、端はなから亀かめは当てにしてなかった。


    　──ともあれ彼女たちからは、エルミーラさんへの深い信頼が窺うかがえた。彼女と戦うという選択肢など、微み塵じんも考えていないようだった。


    （それだけメインキャラたちの絆は強いってコトだな……きっとその信頼関係が、エルミーラさんが味方に復帰する決め手となるはずだ）


    　敵として立ちはだかったエルミーラさんは、みんなの懸命な呼びかけによって攻撃を躊ちゆう躇ちよするのだろう。


    「できない……ワタクシには、龍牙たちを傷つけることなんて……」とか言って。


    　それを見た使徒たちは、大いに浮き足立つのだろう。


    「何をしているエルミーラ！　そいつらを殺せ！　くっ、まさか奴やつらの絆が、これほど強固なものだとは！」とか言って。


    　うん。なかなか熱い展開が期待できそうだ。俺が関わることもなさそうだし、是非この路線でいってもらいたい。


    （そのためにも、早くエルミーラさんに出てきてもらわないと。とりあえず三さん姫きにも捜索を手伝ってもらうか）


    　そう決めて、俺はその日も少し遅めの帰宅をした。補習をしてから街を歩き回るので、ここのところ帰りがいつも午後八時を過ぎている。


    　今日はすでに、九月十日。気付けば補習も残り一回となっていた。
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    　俺は早速、夕食の席で「エルミーラさん捜索」への協力を三姫に打診してみた。


    　彼女らは将軍クラスの幹部使徒ではあるが、他の『奈な落らくの使徒』と違って人間に害意を持っていない。やや特殊な立ち位置にいる敵キャラである。


    　忠誠を誓う【魔神】トウテツが、龍りゆう牙がに惚ほれていること。


    　そのトウテツの器である俺とも、割と仲がいいこと。


    　そして彼女たち自身も、そこそこ今の暮らしを気に入っていることから、すっかり人間社会に溶け込んでいるのだ。


    　とはいえ、まだ龍牙たちと完全に和解したわけじゃない。そのためか三姫は、俺の協力要請にあからさまな難色を示してきた。


    「別に捜さなくてもよくない？　エルミーラ＝マッカートニーの離反なんて、私たちには無関係だもん」


    　三姫の次女的存在であり、一番しっかり者の魅ミ怨オンが、そんなことを言ってくる。


    　このサイドテールの制服少女は、ウチの家事を一手に担になう「小こ林ばやし家のお母さん」だ。おかずの数も、お小遣いも、全ては彼女の胸三寸……【魔神】トウテツすら頭が上がらない裏ボスなのだ。


    「それより一いち郎ろう様は、追加課題にご専念下さい。申し訳ありませんが、教師たちを洗脳してお助けすることもできません。一郎様のためになりませんので……」


    　続いて、長女的存在でありエロキャラ担当の呪ジユ理リが、そんなことを言ってくる。


    　口を開けば下ネタを発するこの爆乳ブロンド美女は、実は見かけによらず使命感が強かったりする。それが高じて央おう明めい高校の養護教諭になってしまったのは、目下の懸け念ねん事項だ。


    「キキはあの吸血鬼が、スペクタクルマンと同じくらい嫌いでしゅ」


    　最後に三女的存在である忌キ綺キが、そう言ってプイと横を向いた。


    　この舌足らずなオカッパ幼女は、『スペクタクルマン』という特撮ヒーロー番組の熱心なファンである。というか怪獣側のファンなので、スペクタクルマン本人は敵視している。


    　──以上の面めん子つが、我が家の居い候そうろうたる『奈落の三姫』。


    　異界ではファンクラブまであるという、一いつ騎き当とう千せんの使徒たちだ。そうは見えないけど。


    「そんなコト言わずに協力してくれよ。見つけたら教えてくれるだけでいいんだ」


    　三つ目のコロッケに箸はしを伸ばしながら、俺はめげずに頼み込む。


    　大皿に盛られたポテトコロッケ、クリームコロッケ、メンチコロッケは、どれもカラッと揚がっていてとても美う味まい。俺の胃袋は確実に、魅ミ怨オンによって掴つかまれつつある。


    「エルミーラさんがキュウキ側についちまったら、お前らだって困るだろ？」


    「もしそうなったら倒すまでよ。トウテツ様と一いち郎ろうくんの敵になるなら、エルミーラも私たちの粛しゆく清せい対象だもの」


    「いいですか一郎様。夕飯を済ませたら、速やかにプリントにお取りかかり下さい。提出期限は明日ですよ？」


    「一郎男爵、メンチコロッケばかり取っちゃダメでしゅ。キキはまだ、一つしかメンチを食べてないでしゅ」


    　……取りつく島もない。この調子じゃ、トウテツから命令させても無駄だろう。あいつの知能では、逆に言いくるめられるのがオチだ。


    　俺が溜ため息いきをつく間にも、悪の一味らしからぬ団だん欒らんの食事は続く。


    「忌キ綺キ。ちゃんとホウレン草も食べなさい。全然減ってないわよ？」


    「キキのお皿のホウレン草だけ、みんなより多いでしゅ。魅怨の嫌がらせでしゅ」


    「お野菜も摂とらないと、大きくなれないんだから」


    「どのみちキキは、今より成長しないでしゅ！」


    「背は伸びるかもしれないじゃない。ホウレン草はね、鉄分やビタミンやベータカロテンがたっぷり含まれてて、総合栄養野菜と呼ばれ──」


    「そんな能書きは聞きたくないでしゅ！」


    　エゾオオカミ型使徒が、フグのように膨ふくれてフォークを振り回す。


    　それを受けたシラサギ型使徒が、困り顔でこちらを見てきた。「貴方あなたからも何か言ってやって下さい」と言わんばかりの、妻のごとき視線だった。


    　が、俺は俺で、キングコブラ型使徒から小言を食らっている真っ最中である。


    「ところで一郎様、学校で私を呪ジユ理リと呼ぶのはお控え下さい。保健室での私は、蛇へび塚づかでございます。公私混同はよくありませんよ」


    「というか、辞めてくんない？　養護教諭……」


    「そうはいきません。せっかく見つけた職場ですので。どうやら私、養護教諭が天職だったようです。今や保健室には、たくさんの生徒が人生相談に訪れるようになっています」


    「知ってるよ。お陰でサボる場所がなくなっちまったじゃねえか」


    「して、プリントは残り何枚ですか？」


    「八枚だ」


    「まだそんなにっ？　プリントも性欲も、溜め込んではいけません！」


    「性欲は関係ねえだろ！　隙すきあらば下ネタを挿入するな！」


    「いいえ！　今夜こそ挿入して頂きます！」


    「意味が変わってんだろ！　それが飯時の会話か！」


    　俺と呪ジユ理リの叫びに、忌キ綺キと魅ミ怨オンの叫びが重なる。


    「ホウレン草はもうまっぴらでしゅ！　キキはお肉とお菓子で生きていくでしゅ！」


    「忌綺！　めっ！　一いち郎ろうくんも、この子を叱しかってよ！」


    「だったらお前は呪理を叱ってくれ！　この下ネタ大将軍を！」


    「エロキャラもまた、私の天職です！」


    　……小こ林ばやし家の食卓は、いつも大体こんな感じである。


    　とてもお客を呼べる状態じゃないのだ。


    



    　騒がしい夕食が終わると、俺は部屋へ引っ込んで追加課題に取りかかることにした。


    　呪理には「残り八枚」と言ったが、実はまだ十六枚も残っている。虚偽の報告をしたのがバレたら、また蛇へび塚づか先生に説教されてしまうだろう。下ネタをふんだんに織り混ぜられて。


    （一日や二日くらい提出が遅れたって、別に大丈夫なんだけどなあ……俺の経験上、三日までは引き延ばせるはずだ）


    　そんなことを考えつつ、机に向かうこと十分。早くも集中力が途切れてきた。


    　友人キャラとしての必要性がない限り、俺は基本的に勉強意欲が一切ない男なのだ。


    　宿題というのは厄やつ介かいだ。ゲームや漫画、パソコンやベッドまである自室で、勉強などできるはずもない。こんな身の入らない状態での学習に、何の意味があるというのか。


    「……おいテッちゃん。起きてるか？」


    　自分の中へと声をかけてみたが、【魔神】トウテツからの反応はなかった。


    　どうせまた徹夜でテレビゲームでもしてたんだろう。夕食のときも出てこなかったし、最近のトウテツはすっかり夜型になっている。夜中にゴソゴソと冷蔵庫を物色し、魅怨に見つかって怒られる【魔神】を見たのは、一度や二度ではない。


    （今はファンタジーＲＰＧにハマってるんだよな……【魔神】が世界を救うなっての）


    　限りなくゼロに近い集中力で、何とか三枚目のプリントを片付けたとき。


    　不意に足音が近付いてきて、部屋のドアがノックされた。ややあって扉とびらが開き、ヒョコリと中を覗のぞき込んできたのは──先ほどホウレン草にグズっていたオカッパ幼女だった。


    「よう忌綺、どうした」


    「えへへ。一郎男爵、ご機嫌いかがでしゅか」


    　そのまま俺の背後にテテテと回り込み、後ろから抱き着いてくるエゾオオカミ使徒。やけに甘えた口調なのが怪しい。


    「キキ、ちゃんとホウレン草を食べたでしゅ。とっても頑張ったでしゅ」


    「そうだな。俺が食いかけてたメンチコロッケを強奪したがな」


    「任務を遂行したキキには、報奨が与えられるべきでしゅ」


    　……その時点で、俺は忌キ綺キの思惑を察していた。


    「実は一いち郎ろう男爵に、折り入ってご相談があるでしゅ」


    「そのパターン……怪獣ソフビだろ」


    　先に指摘してやると、またオカッパ幼女は「えへへ」と笑った。


    　出会った当初は表情に乏しかった忌綺だが、今ではかなり喜怒哀楽が豊かになった。それだけ毎日が充実しているのかもしれない。それとも初めは猫を被かぶっていたのかも。


    「さすがでしゅ一郎男爵。話が早いでしゅ。困ったことに、海洋怪獣ザバゼバゼと剛腕怪獣ギュオゴポンが、同時発売となったでしゅ」


    「語呂が悪いな、そいつら……」


    「この二体が揃そろえば、キキのコレクションはかなり豪華になるでしゅ。地底怪獣ベルベロンたちも、もっと仲間が欲しいはずでしゅ」


    「俺、金欠なんだけど……」


    　確かに家主ではあるのだが、俺は家計をどうこうできる立場にない。


    　ウチの通帳は、魅ミ怨オンが管理しているのだ。かつて数体の怪獣ソフビを買ってやったのも、俺自身の少ない小遣いからなのだ。


    「ちょっと前に、焦熱怪獣ブノゲノス買ってやったろ？　それで我慢してくれ」


    「一郎男爵！　気は確かでしゅか！」


    「確かだよ。いくつも持ってても仕方ないだろ？」


    　忌綺はすでに、五体もソフビ怪獣を所持している。中でも地底怪獣ベルベロンがお気に入りで、それを常にポシェットに入れて持ち歩いているのだ。


    　これ以上の仲間はいらないだろうに……。


    「ザバゼバゼとギュオゴポンは、人類の自然破壊で目覚めた怪獣でしゅ！　一郎男爵にも人類の一人として、申し訳ない思いがあるはずでしゅ！」


    「んなコト言ったって……」


    「あの二体をウチにお招きして、謝罪するべきでしゅ！」


    　怪獣ソフビに土下座する自分を想像し、ちょっと悲しくなった。


    「なあ忌綺。いずれまた、ザバゼバゼとギュオゴポンより欲しい怪獣が発売されるぞ？　その時はどうすんだ？」


    「今度はピーマンを食べて、報奨を頂くでしゅ。一郎男爵に」


    「クリスマスまで待てない？」


    「まだ九月でしゅ！　その時はきっと、ザバゼバゼとギュオゴポンより欲しい怪獣が発売されてましゅ！」


    「よく分かってんじゃねえか！　今の五体で我慢しなさい！」


    「魅ミ怨オンと同じコト言っちゃダメでしゅ！　魅怨は、冷血怪獣トリバーバでしゅ！」


    　俺の背中に乗っかったまま、忌キ綺キが暴言を吐いた直後。


    「──聞こえてるわよ」


    　突然そんな声が飛んできた。見ると、半開きになったドアの隙すき間まから、当の魅怨がこちらを覗のぞいていた。


    「は、はわわわわ……！」


    　たちまち忌綺が、机の下に潜り込んでくる。


    　その気持ちはよく分かる。シラサギ少女の全身から、尋じん常じようじゃない邪じや気きが発散されていたから。明らかに室温が三度くらい下がっていたから。


    「ねえ忌綺。誰が冷血怪獣トリバーバですって？」


    　俺の足下で丸まっている忌綺に、魅怨がニッコリと微ほほ笑えんでみせる。ただし、目は笑ってなかった。


    「ち、違うでしゅ。いい意味で言ったんでしゅ……」


    「ふぅん。じゃあ、トリバーバと一緒にお風呂に入りましょうね。今日は嫌がったりせず、素直に従ってくれるわよねえ？」


    「は、入るでしゅ。ちゃんと入るでしゅ」


    　……そんなわけで忌綺は、魅怨に浴室へと連行されていった。


    　忌綺はまだ、一人でお風呂に入ることができない。たまに俺が入れてやる日もあるが、もちろん興奮などしない。さすがに四、五歳のビジュアルをした幼女に反応するのは不可能だ。


    「最近の忌綺って、反抗期なのかしら……」


    　去り際に魅怨が、嘆息混じりにそう呟つぶやいたのが聞こえた。


    　使徒にも反抗期があるのだろうか。だとしたら、ヴァンパイアにも反抗期くらいあるのかもしれない。


    （エルミーラさん、敵の使徒たちと上う手まくやれてるだろうか……）


    　そろそろ俺も本格的に心配になってきた頃。


    　図らずも俺は、その数時間後にエルミーラさんと出会うことになった。


    　それが小こ林ばやし家を巻き込んだ騒動になるとは──この時は全く予測できなかった。
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    　そこから根性と惰性でプリントと戦い続け、ようやく残り四枚というところまで漕ぎ着けたものの。俺の気力はとうとう限界を迎えた。


    （もう駄目だ……何の科目をやってるのかも分からなくなってきた……）


    　時計を見ると、すでに深夜一時。


    　もちろん三さん姫きはとっくに就寝しているだろう。十一時くらいに魅ミ怨オンが夜食のおにぎりを持ってきてくれたが、それきり物音は一切しなくなった。


    （息抜きが必要だ。コンビニに行って、アイスでも買ってこようかな……）


    　そうすればあと一時間、いや二十分は頑張れる気がする。さりとて机を離れれば、完全に勉強モードが解除されてしまう恐れもある。


    　行くべきか、行かざるべきか……しばらく悩んだ末、俺は結局コンビニへと向かうことにした。グッドタイミングで、トウテツが起きてきたのだ。


    「あれ旦那。まだ寝てなかったんですかい？」


    　ウ～ンと伸びをしつつ、そんなことを呑のん気きに訊きいてくる夜型【魔神】。


    　相変わらず俺とウリ二つの外見だが、側頭部から一対の羊っぽい角を生やしているところが違う。顔つきも俺より少し馬鹿っぽいと思う。龍りゆう牙がや三姫には「いや、同じじゃない？」と言われたが。


    「おうテッちゃん、いいところに起きた。ちょっとだけコンビニ行ってくるから、このプリントをやっといてくれ」


    　すぐさまトウテツの両肩を掴つかみ、俺の代わりに机の前に座らせる。


    　過剰な期待はしていない。一枚やってくれたら上々だ。


    「えっと……これってまさか、例の追加課題ですかい？」


    「そうだ。頭ず弱じやく体質なお前でも、やってできないことはねえ。何せ【魔神】なんだから」


    「ま、待って下せぇ！　自慢じゃありやせんが、俺は小五の計算ドリルすらチンプンカンプンな男でさぁ！」


    「大丈夫だ！　日本史だから！　お前、織お田だ信のぶ長ながとツレだったって言ってたじゃん！」


    「忘れちまいやしたよ信ちゃんのコトなんて！　水虫だったコトしか覚えてやせん！　それに俺、今からゲームをしようと……ダークドラゴンに脅おびやかされる村を救わないと……」


    「まず宿主の危機を救え！　カップ麺買ってくるから！　ポテチも付けるぞ！」


    「トホホ……仕方ないなぁ、もう……早く帰ってきて下さいよ？」


    　そんなわけで俺は、首尾よく家を出ることに成功した。


    　解放感に浸りながら、ブラブラと夜道を歩いていく。時間が時間だけに、すれ違う通行人も全くいなかった。


    （ちょっと遠めのコンビニに行ってみるか。すぐに帰ったら、テッちゃんは一問も解いてないだろう。それでは奴やつのためにならねえ）


    　トウテツの健闘を祈りつつ、角を曲がったその時──


    　俺の全身が、微かすかにザワリとした。その感覚が何なのかを俺は知っていた。


    （これは……邪じや気きか？）


    　間違いない。将軍クラスである三さん姫きのものほど強大ではないが、前方から複数の邪じや気きが漂ってくる。つまり──『奈な落らくの使徒』が近くにいるのだ。


    （この先って墓地だったよな。そういや以前も、あそこに使徒がいたっけ）


    　確か醐ゴ武ブ留ルという、バッファロー型の使徒だった。呪ジユ理リの配下だったらしいが、奴やつはあえなく黒くろ亀がめさんに倒されてしまった。それも一分で。


    （どうしよう……単独で使徒と接触するのは、なるべく避けたいんだけど……）


    　かといって、こんな夜中に龍りゆう牙がたちに来てもらうのは気が引ける。夜更かしはお肌にも悪いだろう。


    　やっぱりここは、俺が何とかするしかない。邪気から察するに兵卒クラスみたいだし、コッソリ倒して黙っておけばいいのだ。メインストーリーに影響はないはずだ。


    （多分こいつら、【魔神】キュウキの部下だろうからな。上う手まくいけばキュウキの情報が、もしくはエルミーラさんの情報が掴つかめるかもしれねえ）


    　念のためトウテツを呼んでおこうかとも考えたが、やめておいた。今のあいつにはプリントという、使徒より大事な使命がある。そっちを優先してもらいたい。


    「やれやれ……息抜きするつもりが、とんだ面倒事に出くわしちまったぜ」


    　知らず呟つぶやいたそんな愚ぐ痴ちが、何となく主人公っぽいセリフだったことに気付き、慌あわてて撤回する。


    「ヤ、ヤベえ、足がガクガク震えてきた……でもリューガの役に立たないと……俺だってやるときはやるんだっ。あいつの力になるんだっ」


    　改めて友人キャラっぽいセリフを言い直し、俺は墓地へと向かった。


    



    　整然と墓石が並ぶ細道を、気配を殺しながらソロソロと進んでいくと。


    　程なく俺は、一体の使徒を発見した。正確に述べると、使徒の骸むくろだった。


    　地面に横たわったそいつは、すでに全体の半分以上が消滅してしまっている。もはや何型の異い形ぎようだったのかすら判然としない状態であった。


    （倒されてる……？　そういや、邪気の数がやけに減ってるような……）


    　最初は五、六体の邪気を感じたのだが、今ではもう一、二体に減少している。この状況からして、使徒らは去ってしまったのではなく……誰かに退治されたと見るべきだろう。


    （もしや、また黒亀さんか？　俺の代わりに倒してくれるのはありがたいけど、あの健康優良児がこんな時間に起きてるものだろうか）


    　とにかく先を急ぐと、さらに三体の残ざん骸がいが転がっていた。


    　何者の仕し業わざかは知らないが、かなりの戦闘力を持っているようだ……そう思った矢先。


    　いきなり前方の暗闇で、盛大な炎が巻き上がった。


    　次いで「ぐぎゃあああ！」という、使徒らしき奴の断末魔が響き渡る。


    （炎っ？　あの異能力って、まさか……！）


    　すぐさま駆け出し、現場へと急行する。碁ご盤ばんのような通路を曲がり続け、少し大きめの十字路に辿たどり着いたところ。


    　──そこに紅髪の少女がいた。


    　制服姿をちょっとルーズに着こなした女子高生が、こちらに背を向けて立っていた。周囲に小さな鬼火の群れを浮かばせて。


    　無論、幽霊ではない。俺は彼女をよく知っている。この数日ずっと捜していたから。


    　果たしてそれは……行方ゆくえをくらませていた、お騒がせヴァンパイアだった。


    「エ、エルミーラさん？」


    　俺の声に、はたと彼女が振り向いてくる。その足下では、クラゲ型らしき使徒が融ゆう解かい・蒸発を続けていた。


    「あら、小こ林ばやし一いち郎ろう。こんなトコで何してますの？」


    　鬼火を消失させ、いつもと変わらぬ調子でそう訊きいてくるエルミーラさん。それはこっちのセリフだ。使徒側についたクセに、仲間を倒しちゃ駄目だろう。


    「エルミーラさん！　今までどこにいたんだ！　リューガたちも心配してるんだぞ！」


    「この近くにあるウイークリーマンションですわ。ワタクシの家は、使徒にバレてしまいましたから」


    　ウェーブヘアーを夜風に揺らしながら、エルミーラさんが細い肩をすくめてみせる。


    「使徒にバレたって……バレちゃ駄目なの？　泊めてあげたらいいんじゃ？」


    「何でワタクシが『奈な落らくの使徒』を宿泊させなくちゃいけないんですの」


    「だって、仲間なんだし……」


    「はあ？　彼らは【魔神】キュウキの部下でしてよ？　ワタクシ、この数日間で何度襲われまくったと思ってますの？」


    　話が見えてこない。要するに彼女は、使徒に追われているということか？　じゃあ『使徒に味方する』ってメールは、どういう意味だったんだ？


    　未いまだ事情を把握しかねて、俺が困惑していると。


    　突とつ如じよとして元気な泣き声が、墓地の静寂を裂いてこだました。驚いたことに、それは「オギャア、オギャア」という赤ちゃんのものであった。


    「へっ？」


    　しかも声はどういうわけか、エルミーラさんから発せられている。


    「んん？」


    　月明かりを頼りに目を凝らしてみると……ヴァンパイア少女の胸に、赤子がいた。抱っこ紐ひもでくくりつけられて、ハンモックのようにぶら下がっていた。


    「…………」


    　ポカンと呆ほうけている俺をよそに、エルミーラさんが赤ちゃんをあやし始める。


    「お～よちよち。泣いてはダメですわ、シズマ」


    「…………」


    「もう大丈夫。怖かったでちゅわね。悪い人たちはママがやっつけましてよ」


    「…………」
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    　深夜の墓地で、赤ちゃんを優しく上下に揺すっている吸血鬼。


    　誰でもいい。分かるように説明して欲しい。今回のエピソードの概要を。


    「おしめは別に濡ぬれてませんわね……やっぱり、抱いたまま走ったり戦ったりしたのがいけなかったのかしら」


    　頭の整理が追いつかない中、それでも俺は一つの結論に至った。


    　認めたくはないが、理解せざるを得ないだろう。エルミーラ＝マッカートニーが、ママになってしまったことを。彼女の失踪が、産休だったことを。


    「……エルミーラさん、教えて欲しいんだけど」


    「何ですの？」


    「えっと、その……パパは誰？　悪いけど、そいつをぶっ飛ばさないと」


    　まずはそれが急務だ。勝手にメインキャラと子作りしやがったその狼ろう藉ぜき者に、制裁を加えねばならない。捕らえて去勢してやらねばならない。


    （ふ、ふざけやがって……！　経産婦のヒロインなんて、需要が限られてくるだろうが！　その野郎のチンチン引っこ抜いてやる！　そいつもママにしてやる！）


    　そんな俺の殺意は、しかし赤子の泣き声が激しさを増したことで急速にしぼんでいった。小さな手足を懸命にバタつかせるその姿に、煮えたぎる憤ふん怒ぬが冷却されていく。


    　……そうだ、この子に罪はない。今さら誕生を嘆いても仕方がない。生まれたからにはワンパクでもいいので、逞たくましく育って欲しい。


    「エルミーラさん。オッパイあげた方がいいんじゃ……」


    　一応そう提案してみると、たちまちエルミーラさんが真っ赤になって噛かみついてきた。


    「そ、そんなモン出るワケありませんわ！　セクハラ発言はおやめなさい！」


    「でも授乳は、赤ちゃんのストレスを和らげる効果があるらしいよ。赤ちゃんだけでなく、ほとんどの男のストレスはオッパイを吸うことで……」


    「それは授乳とは言いませんわ！」


    「思い当たるフシはあるはずだ！　エルミーラさんだって、何度も吸われたはずだ！」


    「誰に!?」


    「その子のパパに！　すなわち君の亭主に！」


    「何か誤解してるようですけど、シズマは別にワタクシの子じゃありませんのよっ？」


    「え？　だけど出産のために姿を消してたんじゃ……」


    「アナタね、妊娠・出産がこんな短期間にできるとでも思って──」


    　思いがけず、エルミーラさんが母親であることを否定した瞬間。


    　俺たちから数メートル離れた場所で、木枝がバサリと揺れた。それと同時に黒い影が飛び出し、エルミーラさんめがけて滑空してきた。


    「エルミーラ＝マッカートニー！　その赤子をこちらに渡せええ！」


    　猛スピードで迫る影の正体は、ムササビ型の使徒だった。まだ一匹残っていたのか。邪じや気きを殺して木に潜み、エルミーラさんが油断するチャンスを窺うかがっていたのか。


    （赤子を渡せだって？　もしかして、狙ねらいはシズマちゃんの方かっ？）


    　心中で戸惑いつつも、俺は気付けば傍かたわらの卒そ塔と婆ばを引っこ抜き、その襲撃者へとぶん投げていた。


    　それがモロに直撃し、「ぐへ！」と言って墜落するムササビ使徒。


    　するとエルミーラさんが、すかさず右手に炎の渦を発生させた。おもむろに右腕を突き上げると、使徒に向けてキッパリと言い放つ。


    「お断りしますわ。シズマは使徒である前に──『常とこ闇やみの血族』ですの」


    　その一言は、ますます俺を混乱させた。条件反射で使徒を迎撃してしまうという、友人キャラにあるまじき行動をした己おのれへの叱しつ責せきも忘れて。


    （シズマちゃんが、使徒？　おまけに『常闇の血族』？）


    　狼狽うろたえる俺を放置して、エルミーラさんが右手を一気に振り下ろす。


    「景気よく燃えなさい！　焔かん奏そう・円舞曲ワルツ！」


    　打ち出された炎が、たちどころにムササビ使徒の全身に絡みつく。みるみる火勢を増し、紅ぐ蓮れんの焔花が異い形ぎようを呑のみ込んでいく。


    「ぐぎゃあああ！　【魔神】キュウキ様あああー！」


    　最後にボスの名を絶叫するという、古典的なお約束をやったのち。間もなくムササビ使徒は消滅してしまった。


    　相変わらず恐ろしい異能力だ。攻撃力自体は蒼あおヶが崎さきさんに及ばないが、エルミーラさんにはそれを補って余りある射程範囲の広さと、技の多彩さがある。加えて人間を凌りよう駕がする、ヴァンパイアならではの身体能力がある。


    　前衛と後衛、どちらもこなせる便利屋……それがエルミーラ＝マッカートニーなのだ。


    「ふう……これで今回の襲撃は打ち止めのようですわね」


    　一つ大きく息をつき、改めてエルミーラさんが俺に向き直った。いつしかシズマちゃんは泣きやんで、彼女の胸でスヤスヤ眠っていた。豪胆な赤子だ。


    「小こ林ばやし一いち郎ろう、ここで会えたのはラッキーでしたわ。ちょうどアナタだけには連絡を取るつもりでしたの」


    　俺が「え？」と声を裏返すと、途端にエルミーラさんがフラフラと左右にヨロめき出す。


    「そろそろ、血液補給が……必要で……」


    　そう言ったかと思うと、彼女は力なくその場に崩れ落ちた。


    　俺は慌あわてて駆け寄り、ヴァンパイア少女を抱き起こす。間近で見ると、つくづく人形のごとき美び貌ぼうだった。左の目尻にある泣き黒子ぼくろが、色っぽさに拍車をかけている。


    （いつもよりひどいガス欠だな……こりゃ俺、かなり吸われるぞ）


    　エルミーラさんが炎を駆使するには、エネルギー源たる「人間の血液」が必要なのだ。万能タイプであるエルミーラ＝マッカートニーの、それは最大の弱点であった。


    　しかし彼女は龍りゆう牙がとの約束で、吸血行為を禁じられている。吸っていいのは龍牙の血だけということになっている。俺が「専属ドナー」なのは、みんなには秘密なのだ。


    「小林一郎……ひとまずウィークリーマンションに戻りましょう……詳しい事情は、そこでお話ししますわ……」


    「ああ、分かった」


    「申し訳ありませんけど……シズマを抱っこしてもらえます……？　今のワタクシには、ちょっと重くて……」


    「分かった」


    　少なくとも俺が最後に血を与えたのは、二週間近く前のことだ。その間に何度もバトルをしていたなら、もはやエネルギーはスッカラカンだろう。


    　エルミーラさんから抱っこ紐ひもを外し、手早く自分の体にくくりつける。幸いにもシズマちゃんは起きなかった。


    「よし、じゃあ行こうかエルミーラさん」


    「ついでに、ワタクシもオンブしてもらえます……？」


    「…………」


    「立てませんの」


    　そんなわけで俺は、胸に謎なぞの赤ちゃんを抱き、背中にヴァンパイアを背負って、仕方なく墓地を出たのだった。投げた卒そ塔と婆ばは元に戻しておいたので、どうか祟たたらないで欲しい。


    （ったく……どうして俺の元には、次から次へとトラブルが舞い込んでくるんだ……）


    　またしても主人公っぽい愚ぐ痴ちをこぼしてしまったが、心の中なのでセーフにした。
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    　エルミーラさんの案内によって到着したのは、墓地から十分ほど歩いた場所にある住宅街の一画だった。


    　ごく普通の五階建てマンションで、彼女が借りている部屋は四階の隅っこ。最近になって越してきた割には、家電や家具などの調度品が一通り揃そろっている。ベビーベッドもあった。


    （まさか俺ん家の近所にいたとは……灯台もと暗しってヤツだな）


    　それから間もなく、エルミーラさんは俺の血を浴びるように吸引し、さっきまでの消しよう耗もうが嘘うそのように回復した。


    　対する俺は、意識を失うギリギリまで血を失い、数秒だけ三さん途ずの川をさまよった。向こう岸から祖父・小こ林ばやし喜き八はち郎ろうが手を振っていた気がする。


    「やはり小林一いち郎ろうの血は最高ですわね。糖度と酸度のバランスがよく、軽やかでフルーティーな味わい……ワタクシ、すっかりアナタに胃袋を掴つかまれてますわ」


    　満足げに口元を拭ぬぐい、嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんでくるヴァンパイア少女。自分の血の感想なんて聞きたくない。何て嫌な食レポだ。


    「ここの家財道具、全部エルミーラさんが用意したの？」


    　リビングのテーブルに突っ伏しながら、俺は生気のない声で尋ねる。まだ視界がチカチカしていたが、会話くらいは何とか可能だった。


    「いいえ。前の住人が揃えたものですわ。ここはワタクシが借りたわけではなく……赤あか鳥とり日ひ出で夫おという男の家ですの」


    「赤鳥、日出夫さん？」


    　赤鳥──その名字には聞き覚えがある。かつて日本にいた【朱す雀ざく】の家系が、そう名乗っていたはずだ。


    （もしかして、エルミーラさんの親戚か？　ベビーベッドもその人が用意したんだとしたら、シズマちゃんの父親って……）


    　エルミーラさんが俺から離れ、ベビーベッドで眠っているシズマちゃんの側そばへ行く。


    　その寝顔を見詰めながら、やがて彼女は俺の推測通りの返答をよこしてきた。


    「この子のパパであり──ワタクシと同じ『常とこ闇やみの血族』のヴァンパイアだった男ですわ」


    「ヴァンパイア……」


    「本名は、ヒディオ＝マッカートニー。といってもワタクシは面識がありませんでしたし、シズマが生まれる前に交通事故で亡くなってしまったそうですけど」


    「亡くなった……」


    　ヴァンパイアが不死じゃないのは知っていたが、まさか交通事故とは。気の毒であり反応に困る話だ。


    「我がマッカートニー家には、いくつも分家がありますの。その中には日系の血が色濃く残る者もいると聞きましたけど……まさか祖国たる日本へ戻った者が、しかも分家では滅多に生まれない異能力者がいたとは……思いもしませんでしたわ」


    「異能力者？　じゃあその日ひ出で夫おさんも、炎を操あやつれたってこと？」


    「ええ。といっても、ほとんど戦闘力はなかったそうですけど。せいぜい指先に、小さな火を灯せる程度だったとか」


    　それではとても『奈な落らくの使徒』とは戦えない。バーベキューくらいでしか使えない。


    「ヒディオこと日出夫は生前、この町で普通に会社員をしていたそうですわ」


    「人間として暮らしてたのか。ヴァンパイアであることを隠して……」


    「ええ。炎を操ることがないなら、吸血行為もさほど必要ありませんし……わざわざ使徒が頻出するこの地に住んでいたのは、赤あか鳥とりの末まつ裔えいとしての帰巣本能だったのでしょうね」


    　……エルミーラさんの口振りには、さっきから引っかかる点がある。


    　シズマちゃんの父親だという赤鳥日出夫さん。しかし彼は、我が子が生まれる前に亡くなってしまったという。そしてエルミーラさんは、彼とは面識がないという。


    　ならエルミーラさんは……どうやって彼を知ったのか？


    　日出夫さんが日本で会社員をしていたことを。異能力者だったことを。シズマちゃんのことを。……すでに本人が死んだあとなのに。


    （考えるまでもねえ。普通に考えりゃ、それをエルミーラさんに伝えたのは──日出夫さんの奥さんだ。シズマちゃんの、本当のママだ）


    　……何となく、話の概要が掴つかめてきた。


    　おそらく今件のキーパーソンは、そのママの方だ。何な故ぜなら俺はすでに、墓地でヒントを得ているから。


    　エルミーラさんは言った。「シズマは使徒である前に、『常闇の血族』ですの」と。


    　子供が使徒。でもその父親は使徒じゃない。ならば──簡単な三段論法だ。


    「ある日、赤あか鳥とり日ひ出で夫おは……一人の女性と巡り合いましたの。そして恋に落ち、彼女との間に子供をもうけましたの。それがシズマですわ」


    　エルミーラさんの説明が、核心に近付いていく。


    「でも皮肉なことに、その女性は──使徒でしたの」


    「…………」


    「今から一年半ほど前、時空の歪ゆがみを通って人間界へとやってきた、麗斐墮レイダという名の女使徒でしたの」


    　やはりそういうことか。


    　本来なら『奈な落らくの使徒』は、子をなすことができない。しかしながら唯ゆい一いつの例外として、ある「特殊な人間」が相手なら、稀まれに子供を授かることがあるそうだ。


    　特殊な人間とはすなわち、俺や杏きよう花かちゃんのような【魔神】の器。もしくは龍りゆう牙がやヒロインズのような異能力者……そして赤鳥日出夫は、その後者に該当する。


    「つまりシズマちゃんは、ヴァンパイアと使徒の、ハーフ……」


    「そういうことですわ。どうやら異能力者ならば、ヴァンパイアが相手でも子供が作れるみたいですわね。そのためにこの子は、重い十字架を背負ってしまったわけですけど」


    　穏やかな寝息を立てているシズマちゃんの頬ほおを、エルミーラさんがそっと撫なでる。


    「それでエルミーラさん。その女使徒は、シズマちゃんのママはどこにいるんだ？」


    「もう死んでしまいましたわ」


    「し、死んだ？　日出夫さんだけでなく、母親も？」


    「ええ。仲間であるはずの使徒たちの手にかかって……いえ、使徒は人間界において死ぬことはないそうですから、正確には『魂こん化かした』というべきでしたっけ？」


    　唖あ然ぜんとする俺に、そこからエルミーラさんはポツポツと語り始めた。


    　彼女がシズマちゃんを託されることになった、その経緯を──


    



    



    　あれは……月げつ翔しよう館かんとの対抗戦があった、その夜のことでしたわ。


    　ワタクシはいつものように、深夜の散歩をしていましたの。ヴァンパイアは基本的に夜型ですから。パトロールを兼ねて、ホラー映画でもレンタルしようと考えてましたっけ。


    　──そんなとき、複数の使徒たちの邪じや気きを感知しましたの。


    　もちろん成せい敗ばいするべく、すぐに駆けつけましたわ。アナタも知っての通り、ワタクシって人一倍に使命感が強いですから。え？　初耳ですって？　話の腰を折るのはおやめなさい。


    　やってきたのは、繁華街に程近い裏通り。


    　そこでどういうワケか五体の使徒が、一体の女使徒を攻撃してましたの。


    「使徒としての誇りを捨てた恥さらしめ！」


    「ククク、二百年ほど頭を冷やすがいい。覚悟しろ麗斐墮レイダ！」


    「ただし、そのガキは貰もらっていくぞ！」


    　……彼らは口々に、そんなコトを言ってましたわ。


    　使徒同士の内うち輪わ揉もめ──それはこちらとすれば、大いに歓迎するところですけど……ワタクシは介入することにしましたの。


    　だっていくら使徒とはいえ、複数でたった一人を、それも女性を痛めつけるなんて、とても看過できませんでしょう？


    　同じ女としても、絶対に許せないことですわ。こう見えてワタクシ、人一倍に正義感が強いですから。え？　いいから話を進めろですって？　また血を吸ってあげましょうか？


    「お待ちなさい。アナタたちの蛮行、見過ごすわけにはいきませんわ！」


    　ワタクシはそう凛り々りしく叫んで、あっという間に五体の不ふ逞てい使徒を片付けましたわ。幸いにも雑ざ魚こたちでしたので、駆除は簡単でした。


    　皆さん「ぎゃあ！」とか「アチャチャチャ！」とか「な、何という強さだ！　そして美しさだ！」とか言って、呆あつ気けなく消滅していきましたわ。別に脚色してませんわよ。何ですの、その胡う散さん臭げな顔。


    　でも、助けた女使徒はもう手遅れだったらしく、彼女もまた消滅を始めていましたの。


    　麗斐墮と名乗ったその使徒は、胸に赤子を抱いていました。そしてワタクシに、思わぬことを頼んできたのです。


    「と、『常とこ闇やみの血族』の長……エルミーラ＝マッカートニー……」


    「あら、ワタクシを知っていまして？」


    「この子を、どうかこの子を……」


    「その赤ちゃん、どこから攫さらってきましたの？」


    「私の子よ……私と、赤あか鳥とり日ひ出で夫おの……」


    　その名字に驚くワタクシに、麗斐墮は残る力を振り絞って、身の上を語ったのですわ。


    　人間界へやってきたものの、仲間たちとはぐれて路頭に迷ったこと。


    　そんなとき、赤鳥日出夫に出会ったこと。


    　彼と恋に落ち、使徒である自分を捨て、人間として生きようと決めたこと。


    　シズマを出産する直前で、日出夫が事故死してしまったこと。


    　そして──生まれたシズマには使徒としての優れた素質があり、キュウキが自分の配下にするべく狙ねらっていること。


    　……何でもシズマは、将軍クラスの大物になる可能性を秘めているらしいですわ。ヴァンパイアとの間にできた使徒ですものね、そうだとしても不思議じゃありませんわ。


    「でも私は……この子に争いなどして欲しくない……人間と共存して生きて欲しい……私たちがそうして幸せを掴つかめたように、シズマにも……」


    「麗斐墮レイダ、アナタ……」


    「日ひ出で夫おさんも、そう願っていた……人間と人じん外がいは、分かり合えるのだと……」


    「そうですわね。ワタクシたちヴァンパイアが共存できているのだから……使徒だって可能なのかもしれませんわ」


    「エルミーラ＝マッカートニー……どうか、どうかこの子を守って……いつかまた、私が復活できる日まで……いえ、せめて三年だけで、も……」


    　それが麗斐墮の、最さい期ごの言葉でしたわ。


    　そしてワタクシは──シズマを守ることを決意しましたの。
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    　エルミーラさんが語り終える頃には、俺は椅い子すから立てるくらいまで回復していた。


    　とにもかくにも、彼女の『事情あって使徒に味方することになりました』というメールの真相は理解した。


    　そりゃ、いかに使徒とはいえ、赤ちゃんを放置して立ち去るわけにいかないだろう。見る限りシズマちゃんは、まだ生後三か月ほどだ。すでに頼るべき両親もいないのだ。


    （もしキュウキ側の手に渡れば、きっと凶暴な使徒に育てられちまうだろう。シズマちゃんが非行に走ることは、麗斐墮も望んでいないはずだ）


    　つい先日、蒼あおヶが崎さきさんに倒された『奈な落らくの八はつ傑けつ』の一人、罵バ乱ロンのことを思い出す。


    　あのキュウキ配下である将軍使徒は、得意げに言っていた。「使徒にも子供をもうけることができる……あの話はデマじゃない。僕はすでに、その実例を知っているからね」と。


    　今になって思うと、あれは麗斐墮のことだったのかもしれない。


    　だから罵乱は、自分もそれを実践しようとしたのだ。そしてあろうことか、その相手に蒼ヶ崎さんを選んだのだ。月見里やまなし朝あさ雄おのフリをしてエッチしようと企たくらんだのだ。


    （エルミーラさんの事情は、とりあえず分かったけど）


    　ただこの段階に至って、またしても引っかかる点が出てきた。


    　それを確認するべく、俺はエルミーラさんに問いかける。


    「エルミーラさん。そういう事情なら、普通にみんなに相談すればいいじゃないか」


    「…………」


    「使徒の赤ちゃんだからって、リューガたちが邪険に扱うワケないだろう？　それはエルミーラさんも分かってるはずだ」


    　龍りゆう牙がは今、コントンやトウテツと順調に和解交渉を進めている。


    　蒼ヶ崎さんと魅ミ怨オンだって、かつての殺さつ伐ばつとした関係から変化しつつある。


    　呪ジユ理リだって真ま面じ目めに養護教諭を務め、生徒らに慕われつつある。これはどうかと思うが。


    　……人間と『奈な落らくの使徒』が共存できる道は、着実に開かれようとしているのだ。シズマちゃんの存在を打ち明けることに、以前ほどの問題があるとは思えない。


    「……それは、できませんわ」


    　が、エルミーラさんは目を伏せたまま首を横に振った。


    「今回のことは、人間と使徒の問題ではなく──我が『常とこ闇やみの血族』の問題ですから」


    「え……」


    「シズマは使徒である前に、ヴァンパイアですわ。すなわち、ワタクシの同胞ですわ」


    　言いながら、シズマちゃんをウチワでゆっくり扇いでやるエルミーラさん。冷房をつけないのは、赤子の体が冷え過ぎてしまわないためだろう。


    「ワタクシにはマッカートニー家の当主として、麗斐墮レイダを看み取とった者として、シズマを守る義務がありますの。そして、この子が人間に牙きばを剥むかぬよう、教育する責任がありますの」


    「いや、でも」


    「身内の騒動で、龍りゆう牙がたちに迷惑はかけられませんわ。この問題を処理するのは、一族の宗家たるワタクシ個人の役目でしてよ」


    「待ってくれエルミーラさん。その子が使徒である以上、これはマッカートニー家だけの問題じゃ……シズマちゃんは、キュウキ陣営から狙ねらわれてるわけだし」


    「どうか理解なさって小こ林ばやし一いち郎ろう。この複雑な母親心を」


    「いや母親じゃねえしっ。今日みたいな襲撃が何度もあったんだろっ？　ここだって、いずれ敵にバレちまうぞっ？　リューガたちがマズいなら、せめて三さん姫きの協力を──」


    　何とか説得を試みるも、ヴァンパイア少女は頑として譲ゆずらない。


    「確かに三姫は、他の使徒たちとは違うのかもしれません。でも、まだワタクシは完全に信用してませんわ。シズマの存在を知れば、戦力にしようと目もく論ろむかもしれません」


    「そんなコトないって！　魅ミ怨オンなんて、超オカン属性だって！」


    「何でそんなコトが分かりますの？」


    「あ、いや……そうそう！　月げつ翔しよう館かんとの試合のとき、呪理と忌キ綺キだって加勢してくれたじゃないか！　使徒の集団と一緒に戦ってくれたんだろっ？」


    「ああいうコトがあるからこそですわ！　ワタクシは、この子を使徒との戦いに巻き込みたくありませんの！　平穏に、健すこやかに生きて欲しいんですの！　それは母として当然の願いでしょう！」


    「だからお前は母じゃねえだろ！」


    「生みの親ではなくても、育ての親ですわ！」


    　駄目だ。薄々そういう気はしていたが……かなりシズマちゃんに情が移っているようだ。半月近くエルミーラさんを発見できなかったことが、こんな形で裏目に出るとは。


    「ワガママを言っていることは分かってますわ。でも……とにかく今は時間を下さいな。シズマのことは、ワタクシとアナタだけの秘密ということに」


    「…………」


    「襲撃なんてへっちゃらですわ。これからは、頼れる小こ林ばやし一いち郎ろうがついていますもの」


    　──その後。明日もまた学校帰りにここへ来ることを約束して、俺は帰宅した。


    　道すがらコンビニに立ち寄り、カップ麺とポテチとアイスを買っておく。予定より大幅に戻りが遅くなったので、【魔神】のために抹茶プリンも追加してやった。


    （第三部が始まった傍そばから、妙な展開になっちまった。しかも俺だけが、またストーリーに絡んじまった……）


    　箝かん口こう令れいを敷かれている以上、龍りゆう牙がたちに伝えるわけにもいかない。伝えるには、まずエルミーラさんを納得させる必要がある。


    （今まで色んな友人キャラをやってきたけど、さすがに子育ての経験はねえ……ウチにも幼女がいることはいるんだが、赤ちゃんは手間のレベルが違う）


    　気がかりなのは、エルミーラさんがお世せ辞じにも女子力のある少女じゃないことだ。前に聞いた話だと、ほとんど家事はできないという。家庭科はいつも赤点ギリギリだそうだ。


    　それでシズマちゃんのお世話ができるのだろうか？　育児の知識なんてないだろうに。キュウキ陣営にも狙ねらわれてるというのに……俺たちだけでどうしようってんだ。


    　俺は「物語のサブキャラ」として、「友人キャラ」として、どのように振る舞うべきなんだろうか。いっそシズマちゃんのことを、聞かなかったことにできないだろうか？


    （いや、そういうワケにもいかねえ。もしエルミーラさんが、シズマちゃんをつれて東欧に逃げるようなことがあったら一大事だ）


    　このままエルミーラさんに、ストーリーから退場されるのは困るのだ。


    　そして、いつまでも俺だけが事情を知っているのも困るのだ。


    （ともあれ一刻も早く、この件にリューガたちも絡んでもらわないと……そのために一刻も早く、エルミーラさんを説得しないと）


    　そう自分に言い聞かせたところで、自宅へ辿たどり着いた。


    　課題を丸投げしてしまったトウテツに、まずは素直に謝ろうと自室のドアを開けると。


    　──テレビゲームをしていた。課題ではなく、ダークドラゴンと向き合っていた。


    「あ、旦那。遅かったじゃないっスかぁ。すぐ戻るって言ったクセに」


    　さらには文句を垂れてきた【ボンクラ魔神】に、買ってきた抹茶プリンを全力投球してやろうかと思った刹せつ那な。


    「プリント、もう終わりやしたぜ。残り四枚、全部」


    「な、何っ？」


    　予想だにしなかったトウテツの言葉に、俺は慌あわてて机に飛びついた。


    　……確かに終わっている。しかも、どの答えも何となく合ってるっぽい。


    　嘘うそだ。こんなのテッちゃんじゃない。絶対に大おお喜ぎ利りみたいな回答してると思ったのに！　ちょっと期待してたのに！


    （いや待て。この筆跡は……）


    　トウテツが書いたにしては、やけに綺き麗れいで整った文字である。こいつは基本的に、ミミズが這はったような汚い字を書く。俺も他人のことは言えないが。


    　ふと気付くと、机の端にメモがあった。そこには一言、こう書かれていた。


    『一いち郎ろう様へ。今回だけですよ』


    　コントローラーをセコセコ動かしながら、トウテツが告げてくる。


    「夜よ這ばいに来た呪ジユ理リがやってくれやしたぜ。『さすがに【魔神】様に、学校の課題をやらせるわけには……』とか言って。いやぁ、持つべきものは配下っスねぇ」


    　何だかんだ言いながら、結局は甘い蛇へび塚づか先生だった。


    　というか、あいつって頭よかったのか。てっきり性教育オンリーだと思っていた。


    「言っときやすが、俺も一問だけ解いたんですぜ？　『織お田だ信のぶ長ながに仕えた黒人の名前を答えなさい』って問題でさぁ」


    　その解答なら、俺も大河ドラマを観ていたお陰で知っている。確か「弥や助すけ」という名前だったはず。信長はその弥助が大層お気に入りで、ずっと身近に置いていたらしい。


    「チッ、日本史の斉さい藤とうめ、マニアックな問題出しやがって」


    　そんな悪態をつきながら、プリントを確認してみたところ。


    　解答欄に汚い字で、「とうてつ」と書かれてあった。


    「お前じゃねえか！」


    「はい。俺でさぁ。別に信ちゃんに仕えてたワケじゃないっスけど」


    　……かつて第二部で見た、戦闘モードのトウテツを想起する。あの時の彼は、全身が漆黒の影法師のごとき姿し容ようをしていた。あの形態を、信長は黒人だと思ったのかもしれない。


    　弥助ってお前だったのかよ。


    　事実だとしても、解答的には不正解だけど。
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    　墓地でエルミーラさんと出会ってから、数日が経った土曜日。


    　晴れて補習と追加課題から解放されたものの、俺はそれを喜んでいる場合ではなかった。自由の身となったことで、本格的に龍りゆう牙がたちの「エルミーラさん捜索」に付き合わねばならなくなったのだ。


    　そのこと自体は構わない。友人キャラとしての役目の範はん疇ちゆうだろう。でも。


    （ああ、リューガたちにチクってしまいたい……）


    　ヴァンパイア少女の居場所を知りながら、ヴァンパイア少女を捜す……それは俺からすれば凄すさまじく不毛な行いであった。


    　しかし、もちろん龍りゆう牙がたちは真剣そのもの。今日も手分けをして、根気よく街のあちこちを歩き回っている。ちなみに俺は本日、龍牙に同行していた。


    「いないね、エル。こんなに捜しても見つからないなんて……」


    　悄しよう然ぜんと肩を落とし、龍牙が溜ため息いきをつく。


    　彼女には悪いが、見つからなくて当然だ。こっち方面はエルミーラさんのマンションと正反対だから。それを教えてやれないのが、非常に心苦しい。


    「どうだリューガ、ちょっと休憩しないか？　もう一時間以上も歩き通しだぞ？」


    「でも、こうしている間にもエルが」


    「見つかるときは、案外あっさりと見つかるモンさ。ちょっと待ってろ、そこの自販機で飲み物買ってくるから。コーヒーでいいな？」


    　強引に押しきって、一息入れることにする。龍牙はこう見えて押しに弱いのだ。前にトウテツからしつこくせがまれ、一度だけ髪を三つ編みにしたことがある。


    　俺たちがやってきたのは、公団住宅の横にある小さな公園。遊具など一切ないが、そこに小さなベンチがあったのだ。


    　並んでベンチに腰掛け、俺は缶コーヒーを男らしく一気飲みする。対する龍牙は両手で缶を持ち、チビチビと飲んでいた。


    　……周りに誰もいないとはいえ、そんな女の子みたいな飲み方はやめて欲しい。せっかく男子制服なんだから。男バージョンのお前と過ごせる、貴重なシーンなんだから。


    「そういやリューガ、杏きよう花かちゃんの具合はどうだ？」


    　個人的な願望を脇わきに置いて、龍牙にそう尋ねてみる。


    　見舞いに行くと言っておきながら、色々あってまだ行けていない。それがずっと気になっていたのだ。


    「うん、だいぶマシになったとは思うけど……まだ起き上がるのは辛つらいみたい」


    「側そばにいてやらなくていいのか？　エルミーラさん捜索は、俺やみんなで続けとくからさ。親御さんも家にいないんだし、お前は杏花ちゃんを優先した方がいい」


    「だけど……」


    「コントンが看病するにしても限界があるだろ？　あのオッサン、杏花ちゃんのすぐ側から離れられないんだから。お粥かゆとか氷とか用意できないし」


    　トウテツと違い、コントンは宿主との別行動ができない。杏花ちゃんから二、三メートル離れてしまうと、実体を保てないのだ。


    　器から離れて動けるのは、あくまでトウテツだけの特殊能力である。


    　代わりにコントンは「異界との扉とびらを開ける」という、ウチの【魔神】にはない特殊能力を有している。今は極度に力を失い、使用不可能だが。


    「そうだね……じゃあお言葉に甘えて、あと一時間ほど捜したら今日は帰ろうかな。気遣ってくれてありがとうね、一いち郎ろう」


    　それがいい。今の龍りゆう牙がはエルミーラさんより、妹さんを心配するべきだ。あのヴァンパイア親子は当面、不本意ながら俺がフォローする。


    （今日もこのあと、マンションへ顔を出すことになってるからな……ついでに粉ミルクと、ベビーパウダーを買ってこいって言われてるからな……）


    　自身が置かれている厄やつ介かいな立場に、密ひそかに嘆息したその時。


    　目と鼻の先にある公園沿いの歩道を、ベビーカーを押した主婦が通り過ぎていった。


    　まさかエルミーラさんではないかと一瞬ドキリとしたが、普通の若奥さんだったので胸を撫なで下ろす。いや、いっそ彼女であってくれた方が、俺的にはよかったのだが。


    「あっ、赤ちゃんだ。可愛いなあ」


    　俺の胸中を知らず、龍牙がそんなことを独りごちる。次いで彼女はベンチからお尻しりを浮かせて、隣にいる俺との間隔をやたら詰めてきた。


    　……どう見ても、男同士が並んで座る距離じゃない。これは恋人同士の距離だ。


    　なので俺もそっと尻を浮かし、さっきと同じ間合いを確保した。


    「私もいつか、ママになるのかなあ……なれたらいいなあ……」


    「そ、そうだな。そのためにも、今は世界を守らないとな。雄お々おしく戦わないとな」


    「ね、一郎は男の子と女の子、どっちが欲しい？」


    　話題の誘導も虚むなしく、龍牙は女の子を控えてくれない。そしてまたも間隔を詰めてくる。


    　俺は再び、その分だけ尻をズラす。すでにケツの半分がベンチからはみ出していた。


    「私はね、どっちも欲しいかな。というか、たくさん生みたいっ。大家族に憧れてるのっ」


    　……マズい。この会話に付き合っていると、どんどん婿むこ入りフラグが強化されていく。


    　とはいえ、楽しげに声を弾ませている龍牙を見ていると、水を差すのも憚はばかられる。エルミーラさんや杏きよう花かちゃんのことで、こいつも参っているだろうから。


    （主人公のケアは、友人キャラの責務だ。でもこの話題に乗っかれば、その友人ポジションが崩壊していく……何というジレンマだ）


    　返答に窮きゆうしていると、いきなり龍牙がクスクスと笑い出した。


    「ど、どうしたリューガ」


    「そこって、もうベンチじゃないよ？」


    　尻をズラしているうちに、いつしか俺は何もない場所に座っていた。いわゆる空気椅い子すのまま、普通に足を組んでいた。我ながら器用な男である。そして強きよう靭じんな足腰である。


    「その体勢、辛つらくないの？」


    「ま、まあな。最近ちょっと運動不足でな。足腰を鍛きたえることにしてるんだ」


    「運動不足？　ついこの間、月げつ翔しよう館かんと試合したばかりじゃん。本当に一いち郎ろうって、変わり者だよね。今さらの話だけど」


    「そ、そうだろ？　こういう奴やつは彼氏じゃなく、単なる友人にしといた方が面白いぞ？　コアラも動物園でたまに見るから可愛いんであって、家に毎日いたら腹が立って──」


    「あはは。じゃあ、そろそろ行こっか」


    　俺の諫かん言げんに取り合わず、龍りゆう牙がが立ち上がった。


    　仕方なく俺も空気ベンチを立ち、二人して公園の出口へと歩き出す。とりあえずさっきの自販機まで戻って、ゴミ箱に空き缶を捨てた。


    「一郎、今からは聞き込みに重点を置こっか。エルの赤い髪は目立つから、印象に残ってる人がいるかもしれないし」


    「ああ、分かった」


    　熱心に捜索活動に取り組む龍牙に、改めて罪悪感が募つのる。


    　こんなに心配してくれる仲間がいるのに、あのヴァンパイア少女は何を意固地になっているのか。いつまで血族の体面にこだわっているのか。


    「……実はさ、私も怜れいさんと同じで──エルとは出会ったその日に戦闘をしてるんだ」


    　と、捜索を再開して間もなく。ふと龍牙が述懐するように呟つぶやいてきた。


    「使徒の再来を知って、【朱す雀ざく】の使命を果たすために日本へ来たそうなんだけど……最初は私のことを、危険な異能力者だと思ったみたいで」


    「エルミーラさん、最初は謎なぞの転校生だったもんな。というか【朱雀】のクセに、火ひ乃の森もり家のことを知らなかったのか？」


    「聞いてはいたらしいけど、忘れちゃってたみたい。『そういえば、オババがそんなコトを言ってましたっけ』って」


    　つくづく奔ほん放ぽうな、かつお騒がせなヴァンパイアである。


    　ちなみにオババさんとは、故郷の東欧にいるエルミーラさんの祖母らしい。もちろんその人もヴァンパイアなのだが、まだ齢よわい百ほどだという。


    　そしてエルミーラさんは何と、正真正銘の十七歳とのこと。もっと数百年くらい生きてると思ったのに……聞けば吸血鬼の寿命とは、せいぜい人間の倍程度なんだそうだ。


    「私もあの頃は、【龍神】の力を制御できていなかったから……ヴァンパイアの存在も知らなかったし、てっきりエルを使徒だと思っちゃって」


    　加入前の仲間キャラと一戦やらかすのは、バトル物におけるお約束だ。


    　俺も当初は、転入してきたエルミーラさんに大騒ぎした。必死に話しかけては、つれない態度を取られてヘコむという作業に従事したものだ。早くあのポジションに帰りたい。


    「なあリューガ、事情も話さず姿を消したエルミーラさんを……怒ってたりするか？」


    　念のため訊きいてみると、龍りゆう牙がは迷わず即答した。


    「心配なだけで、怒ってなんかいないよ。私や怜れいさんだって、隠し事はあるわけだし……私たちは、エルが無事でいることを確認したいだけなの」


    「そっか。いいモンだな、仲間の絆ってのは」


    「もちろん私にとっての一番は、一いち郎ろうとの絆だよ。絆っていうか、赤い糸かな？」


    　そう言って、ベンチでの一幕を再現するように、またぞろ龍牙が距離を詰めてきた。


    　肩を触れんばかりにくっつけ、さらには自分と俺の小指を絡ませてくる。こんな友人がどこにいる!?


    「おい、近いって！　周りからヘンな目で見られるぞ！」


    「親友なんだから、別におかしくないでしょ？　男の子ってスキンシップが好きじゃない。よく肩を組んだりしてるし」


    「それは夕日に向かってだけだ！」


    「よく冗談で胸を揉もんだりもしてるし」


    「それはデブにだけだ！」


    　密着してくる主人公から距離を取るうちに、俺は路側のドブにはまった。


    



    　その後。予定通り一時間ほどで捜索を切り上げ、龍牙と別れたのち。


    　俺は急いでスーパーに行き、粉ミルクとベビーパウダー、ついでに紙オムツを買い漁あさり、エルミーラさんの待つウィークリーマンションへと向かった。


    　渡されてあった合あい鍵かぎでドアを開けるなり、シズマちゃんの泣き声が飛んでくる。続いてオロオロしたエルミーラさんが、俺の手を引っ張ってくる。


    「来るのが遅いですわよ！　早く粉ミルクを！」


    「買い置きはなかったのかっ？　切らしちゃ駄目だろっ」


    　……あれからというものの、俺はエルミーラさんの育児の片棒を担かつがされている。


    　赤ちゃんのお世話というのは、想像していた以上に大変だった。ましてや未熟な高校生二人なので、至らないことばかりである。


    「小こ林ばやし一郎っ、哺ほ乳にゆう瓶びんの用意をして！」


    「お、おう」


    「変な顔をして笑わせて！」


    「お、おう」


    「オムツを取り替えて！」


    「お、おう」


    「トイレの芳香剤も取り替えて！」


    「それは自分でやれ！」


    　と、万事が万事こんな調子で、終始てんやわんやだった。俺までパパになった気分だ。


    「ふう……とりあえず落ち着きましたわね。小こ林ばやし一いち郎ろうがいてくれて、大助かりですわ」


    　三十分後。やっとシズマちゃんが眠ってくれたので、俺たちは人ひと心ごこ地ちついた。


    「シズマってば本当に元気がよくて、しかもハンサムで……きっとワタクシに似たのね」


    「お前に似る意味が分からねえよ……」


    　ちなみにシズマちゃんは男の子だ。確かに元気な赤ちゃんで、キャッキャとよく笑うし、ギャアギャアとよく泣く。首もすわってきたので、だいぶ抱くのが楽になった。


    （外見はどう見ても、人間の赤ちゃんだよな……使徒ってこういうモンなのか？）


    　三さん姫きに訊きいてみたいが、それには箝かん口こう令れいが解かれる必要がある。ほとほと難儀な話だ。


    「でも、ようやく育児にも慣れてきましたわ。ワタクシたち、いい夫婦になれそうね」


    「勝手に俺を血族に加えないで！」


    「この際だから、二人目もいっときます？」


    「どの際なんだ！」


    「金銭面の心配はありませんわ。汐しお莉りさんの家ほどじゃありませんけど、マッカートニー家もなかなかリッチですのよ。五人目くらいまで平気ですわ」


    「赤子を舐なめんな！　シズマちゃんだけで、どんだけ大変だと思ってんだ！」


    「静かになさい！　シズマが目覚めるでしょう！」


    「お前も喚わめいてんだろ！」


    　こうやって口論する姿が、まさしく夫婦みたいで泣きたくなる。


    　早くこの状況をどうにかしないと……しまいには俺もシズマちゃんに情が移ってしまう。


    「なあエルミーラさん。やっぱりリューガたちに相談しよう。俺たちだけじゃ無理だって」


    「くどいですわよ小林一郎。墓地での一件以来、使徒たちの襲撃もありませんし……もう彼らも諦あきらめたのではなくて？」


    「決めつけるのは早計だ。シズマちゃんに何かあってからじゃ遅いんだぞ」


    「とにかく龍りゆう牙がたちには、【魔神】キュウキとの戦いに専念してもらいたいのですわ。シズマの問題を背負い込むのは、ワタクシと小林一郎だけで充分でしてよ」


    　何な故ぜそこに俺が入る。単なるサブキャラ（志望）の俺が。非戦闘員（志望）の俺が。


    　最近は、三姫にも挙動を怪しまれている気がする。先日、机の上に育児のハウツー本を置き忘れてしまったのだ。『赤ちゃん完全攻略ガイド～君も今日から育成のプロだ』を。


    （リューガたちにも三姫にも相談できねえなら、テッちゃんに相談してみるか。【魔神】と器は一心同体だからセーフのはず。問題は、大して役に立ちそうにないコトだが……）


    　そんな考えを巡らせている間に、またシズマちゃんが小さくグズり出してしまった。


    「あらあら、どうしましたのシズマ？　いい子だからオネンネちまちょうね」


    　すぐさまエルミーラさんが駆け寄り、シズマちゃんに猫撫なで声をかける。


    　ミステリアスな小悪魔キャラの彼女は、どこにいってしまったのか。これなら本当に寝返って、ボンデージ衣装でも着て、「ホーホッホッホ！　ひざまずきなさい！」と鞭むちを振るってくれてた方が遥はるかによかった。


    「そうですわ。ご本を読んで差し上げましょう」


    「いや、まだ理解できねえだろ……」


    「構いませんわ。母の声が聞こえている……その安心感こそが大事ですの」


    　ここでも「母」だと言い張り、何やら朗読を始めるエルミーラさん。


    　……その姿を見ると、本当に親子みたいだ。不覚にも微ほほ笑えましい気持ちになってくる。


    　これだけ愛情を注がれたら、シズマちゃんが危険な使徒に育つこともないだろう。


    「──その時、龍りゆう也やが叫んだ。『次じ郎ろう！　お前を愛している！　世界中の誰よりも！』と。龍也はそのまま次郎を押し倒し、強引にその唇くちびるを──」


    「自作の小説を読むんじゃない！」


    　男同士の濡ぬれ場を情感たっぷりに語る腐ヴァンパイアを、俺は本気で叱しかりつけた。ちなみにこの作品の主人公たちは、俺と龍りゆう牙ががモデルである。


    　別の意味で、シズマちゃんが危険な使徒に育つ恐れがあった。
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    　翌日の日曜日。雪ゆき宮みやさんと合流すべく、駅前の広場へと向かうその道中で。


    　俺は意を決して、今回の一件をトウテツに相談してみた。


    　相談相手としては多分に心細いのだが、現状で話せるのがこいつしかいない。今日はまだ午前十時だというのに珍しく起きていて、朝食にも顔を出していたのだ。


    （いやぁ、驚きやしたね。使徒の赤ちゃんなんて）


    　しかし切り出すまでもなく、トウテツはすでにシズマちゃんのことを知っていた。


    　考えてみれば当然だ。こいつは四六時中、俺と行動を共にしているんだから。たまに無断で出歩きやがるけど。


    （また妙なトラブルに巻き込まれやしたねぇ。いっそこの『異能バトルストーリー』、旦那が主人公でいいんじゃないっスか？）


    （ふざけんな。お前、鏡で自分を見たコトないのか？　スター性の欠片かけらもねえぞ）


    　内線通信で会話しながら遊歩道を歩いていく。待ち合わせ時間まで十分もないので、自然と早足になっていた。


    （今のご時世、特徴のないビジュアルをした主人公なんて珍しくありやせんぜ。個性が求められるのは、むしろヒロインたちの方でさぁ）


    （正論だが、主人公にも華は不可欠だ。例えばお前は、俺のフィギュアが欲しいか？）


    （いりやせん）


    （関節が動いて、自由にポーズが決められてもか？）


    （いりやせん）


    （顔の別パーツも付属されてるぞ？　笑顔とか、泣き顔とか、テヘペロ顔とか）


    （中古でもいりやせん）


    （それみろ。俺には脇わき役がお似合いなんだよ）


    （というか俺、龍りゆう牙がたんのフィギュアしか買いやせん。他のヒロインズもいりやせん）


    （やめろ。そのヒロインズの一人と、今から会うんだから）


    　……俺は本日の「エルミーラさん捜索」を、雪ゆき宮みやさんと行うことになっている。


    　実は昨夜、杏きよう花かちゃんの体調不良が予想以上に長引いていることから、龍牙を正式に捜索班から外す決定が下されたのだ。


    　杏花ちゃんを心配しているのは、俺はもとよりヒロインズ三人も同じ……龍牙はその方針になかなか頷うなずかなかったが、俺たちからの説得メール攻勢によって、最終的には渋々ながら承諾したのだった。


    　これからの捜索は、四人で当たることになる。俺、雪宮さん、蒼あおヶが崎さきさん、黒くろ亀がめさんが二人一組となり、二班に分かれて巡回するという形だ。


    　そんなわけで、今日のパートナーは雪宮さん。


    　明日の放課後は蒼ヶ崎さんで、明後日あさつては黒亀さんだ。


    （それより、問題はシズマちゃんの件だ。テッちゃん、お前はどうすりゃいいと思う？）


    （千ち賀が山やまに捨ててくるってのはどうでやしょう）


    （そんな非情なコトができるか！　仮に捨ててくるとしたらテメェだ！）


    （ならいっそのこと、異界に匿かくまいやすか？　俺、短時間なら転移できやすよ？）


    （へっ？　お前って、自力で異界に行けるの!?）


    　それは初耳だ。だが、思えばあり得ない話ではない。


    　四凶がずっと人間界にいたなら、異界と【魔神】との接点がないじゃないか。これまで人間界に来たことがなかった三さん姫きなどは、幾いく星せい霜そうも【魔神】と会っていないことになる。


    （復活するたびに、ちょこちょこ里帰りはしてやしたぜ？　ただ、コントンみたいに扉とびらは開あけれないんで、自分だけしか戻れやせんけど。あと、いられるのは十分くらいっスけど）


    （そ、そうだったのか。転移なんてコトが……ん？　それってお前だけしかできないの？）


    （はい）


    （じゃあ駄目じゃん！　シズマちゃんつれていけねえじゃん！）


    （あ、ホントだ。旦那は鋭いなぁ）


    （もうちょっと知力を磨け！　せめて自分の設定くらい把握しとけ！）


    （というか旦那、もう駅前ですぜ。俺は昼寝してやすから、起こさねぇで下せぇ）


    　そう言ったきり、トウテツは通信を切ってしまった。


    　分かってはいたが、まるで役に立たない【魔神】だ。龍りゆう牙がにしか興味がないこいつに相談したのは、やはり間違いだった。


    （はあ……気が重いなあ）


    　──憂ゆう鬱うつな気分で広場へ辿たどり着くと、すでに雪ゆき宮みやさんが待っていた。


    　今日もその名の通り、雪白のブラウスとシフォンスカートで揃そろえた清せい楚そな出いで立ちだ。佇たたずまいだけで「いいトコのお嬢さん」だと分かる気品が漂っている。


    「……あ、小こ林ばやしさん」


    　俺の姿を見つけ、小さく手を振ってくる『祝命の巫み女こ』。亜麻色のロングストレートが、お辞儀の拍子にサラリと肩から流れ落ちた。


    　容姿端麗、品行方正、そして成績優秀な学園のアイドル……しかし、その絵に描いたような王道設定が、最近は裏目に出ているような気がしないでもない。


    　他のヒロインズのクセが強いことで、どうしても埋もれてしまいがちになるのだ。性格もあまり自己主張が強い方ではない。それはオッパイも同様だ。


    （作る料理だけは、死ぬほどマズいんだけどな……）


    　そんな思考をひとまず脇わきに置いて、俺は雪宮さんに笑顔で応じる。


    「お待たせ雪宮さん。ちょっと遅れちゃったかな」


    「いいえ、時間ピッタリですよ。小林さんさえよければ、お家に迎えにいこうと思っていたんですけど。ヘリで」


    「いや、ウチの近所にヘリポートないから」


    　こういう世間ズレした感覚も、彼女の個性といえば個性か。


    「では小林さん、早速ですけど捜索を開始しましょう。まずは聞き込み調査から……あっ」


    「ど、どうしたの？」


    「すみません、生徒手帳を忘れてしまいました。これでは聞き込みが……」


    「刑事じゃないんだから、見せなくてもいいと思うよ」


    　こういう真ま面じ目めさ故ゆえの天然も、彼女の個性といえば個性か。そう考えると、みんなに負けず劣らずクセが強い気がしてきた。


    　……そこから適当にブラブラと歩き回り、虚むなしい「エルミーラさん捜索」に勤いそしむ。やる気ゼロの俺とは裏腹に、雪宮さんはかなり張り切っていた。


    「なかなか有益な情報が手に入りませんね。エルミーラさん、一体どこに行ってしまったのでしょうか……」


    「本当、水臭いヴァンパイアだよなあ。みんなが心配してるってのに」


    　俺が溜ため息いきをつくと、雪ゆき宮みやさんもまた溜息を重ねてくる。


    「心配ということであれば……実は最近、もう一つ気になることがあって」


    「え？」


    「月げつ翔しよう館かんとの対抗戦があった頃からでしょうか。火ひ乃の森もりくんと怜れいさんが──やけに仲がいいような気がするんです」


    「…………」


    「何というか、これまでより距離が近いような……捜索のときも、お互いとコンビを組みたがってる感じでしたし……もしかしてあの二人は、お付き合いしてるのでは、と」


    「き、気のせいじゃない？」


    　そう笑ってみせたものの、雪宮さんの疑念は大当たりである。


    　龍りゆう牙がが女だということが、蒼あおヶが崎さきさんにバレて以降。対する蒼ヶ崎さんが、自身のミーハー趣味を龍牙に告白して以降。


    　彼女たちは深く共鳴し合い、新たな友情関係を構築してしまったのだ。


    　コスプレショーとファッションショーという、なまじ似通った道楽を嗜たしなんでいるために、その意気投合っぷりは尋じん常じようじゃなかった。二人だけのときは「怜ちゃん」「お龍りゆう」と呼び合っているのを俺は知っている。


    「火乃森くんのことは、私もずっと憧れてましたから……複雑な心境です」


    「本人たちより、守護神たちの気が合ってるだけじゃないかな？　龍同士だから」


    「でも落ち込む気持ちより、応援したい気持ちの方が強くある自分に、自分でもちょっと驚いてます」


    　そんなことを言うと、雪宮さんが僅わずかに寄ってきた。隣を歩く俺との間隔を、先日の龍牙のように詰めてきた。


    「それはきっと、小こ林ばやしさんのお陰です。フフ、私って現金ですね」


    「ま、待つんだ雪宮さん。リューガと蒼ヶ崎さんは、本当に何も──」


    　なおも言い聞かせようとして、しかし言葉に詰まる。


    　二人は恋人なんかじゃない──それを伝えたとしても、だからといって雪宮さんにチャンスがあるわけではない。龍牙が女である以上、ヒロインズの誰も恋人にはなれないのだ。


    　さりとて雪宮さんに、俺とイイ感じになってもらうのも困る。


    　俺は友人キャラでいたいのだ。助演のプロでありたいのだ。そのためならば、死ぬまで童貞でも構わない覚悟すらある。


    「ご、ごめんなさい小林さん。変な話をしちゃって」


    　微妙に気まずい雰囲気となったことを察知して、雪宮さんがアタフタとまごつく。取り繕つくろうように手首の時計に目をやると、彼女は頬ほおを赤くしたまま告げてきた。


    「そうだっ。もうお昼ですし、ひとまずランチにしませんか？」


    「ランチ……」


    「お弁当を作ってきましたから、公園に行きましょう。今日はサンドイッチですよ」


    　……何を隠そう、これこそ俺の気が重かった一番の理由である。


    　雪ゆき宮みやさんがお弁当を作ってきてしまうことは、事前に予測できていた。日曜のお昼に『祝命の巫み女こ』と過ごすことが、何を意味するのか……それは誰もが理解していた。


    　だから蒼あおヶが崎さきさんと黒くろ亀がめさんは、今日の巡回において迅速にコンビを組んだのだ。「日曜は私たち二人で回る。絶対に回る。死んでも回る」と、俺を生いけ贄にえにしたのだ。


    （このメシマズ属性だけは、何とか改善できないものだろうか）


    　普段は良識のあるキャラが、料理となると暴走してしまう……それが典型的なメシマズ属性だ。そして雪宮汐しお莉りは、その第一人者なのだ。


    「あ、その前に飲み物だけ買わないと。そこのコンビニに寄っていきましょう」


    　可か憐れんに微ほほ笑えんで、俺の手を引いてコンビニへと向かう雪宮さん。上機嫌にフンフンと鼻唄まで歌っていた。


    （なるべく水をたくさん買っとこう。二リットルのペットボトルを、三つほど……）


    　自動ドアが開くと、来客を告げるメロディーと共に「いらっしゃいませ」と店員が声をかけてくる。大学生らしきバイト青年が案の定、雪宮さんに見とれていた。


    　……と、入店するや否いなや、彼女の足がピタリと止まった。


    　何な故ぜか雪宮さんが、雑誌コーナーの方を向いたまま固まっている。ポカンと口を開け、目を丸くして、不思議そうに前方を凝ぎよう視ししている。


    「どうかした？　雪宮さん」


    　問いかけながら、俺もその視線に倣ならうと。


    　そこに漫画雑誌の立ち読みに耽ふけっている、央おう明めい高校の制服を着た少年がいた。


    　中肉中背の、平凡な髪型の、全国に七万人はいそうなモブキャラだった。一心不乱にページをめくりつつ、「チッ、いいトコロで続きやがって……」とか呟つぶやいている。


    　雪宮さんが戸惑うのも無理はない。


    　そいつは──どこからどう見ても俺だったのだから。


    　そう、トウテツだったのだ。先ほど「昼寝するから起こすな」なんて言ってやがった、ウチの【ボンクラ魔神】だったのだ。


    「おいコラ！　何してんだテメェ！」


    　俺はたちまち怒声を上げ、憤然とトウテツに駆け寄る。


    「わわっ、すいやせん店員さ……だ、旦那っ？」


    　こちらを見たトウテツが、如によ実じつに「しまった」という表情をした。この野郎、やっぱり最初から抜け出すつもりだったな！


    「勝手に出歩くなって言ってんだろ！　小細工するなら、せめて変装くらいしろ！　雪ゆき宮みやさんに二秒でバレてんじゃねえか！」


    「くっ、完かん璧ぺきなアリババ工作だと思ったのに！」


    「それを言うならアリバイだ！」


    　そんな説教をかましていると、後ろから雪宮さんがオズオズと尋ねてきた。


    「あ、あの小こ林ばやしさん。この方はもしかして……」


    　俺が答えるより早く、トウテツが雑誌を棚へ戻して胸を張ってみせる。


    「おう、久し振りだな『祝命の巫み女こ』。俺が四凶最強の【魔神】、トウテツだ。またの名を小林闘とう鉄てつ郎ろうだ。もしくは弥や助すけだ」


    「や、弥助？　話には聞いていましたが、本当に小林さんとそっくり……」


    「心配すんな。別に悪さする気はねぇよ。今の俺は、龍りゆう牙がたんと和解交渉をしてる最中だからな。分かったらソレをしまえ」


    　見ると雪宮さんの手には、神楽かぐら鈴すずが握られていた。


    　あれを鳴らすことで、彼女は使徒の動きを鈍らせることができるのだ。おそらくトウテツには全く効かないだろうが……。


    　とりあえず神楽鈴をトートバッグに戻し、雪宮さんが改めてトウテツを見み据すえる。


    「トウテツさん。悪さはしないと言いましたが、立ち読みは悪さではないのですか？」


    「しょうがねぇだろ。今月の小遣い、もう使っちまったんだから」


    「何に使ったのですか」


    「買い食いだ。たい焼きとか、アイスとか、クレープとか」


    「計画性がなさ過ぎます」


    「うるせぇ。毎月二千円でやりくりしてる俺の気持ちが、大富豪のお前に分かるのか」


    「買い食いを控えて、そのお金でちゃんと漫画雑誌を買うべきでしょう」


    「ケッ。週刊誌もありゃ、月刊誌もあるんだ。全部買ってたら二千円じゃ追っつかねぇよ」


    「そもそも【魔神】が漫画を読むこと自体、私はどうかと思います」


    「そんなコト言い出したら、買い食いする【魔神】はどうなんだ！　おかしいだろ！」


    「自分で言わないで下さい！　だから控えるよう言ってるんです！」


    　……何だか珍妙な口論が始まってしまった。


    　というか、トウテツがそれだけ買い食いをしていたなら、つまりはそれだけ出歩いていたことになる。こいつにはキツいお灸きゆうを据えねばならない。


    　そこで俺は一計を案じ、雪宮さんを一いつ旦たんなだめることにした。


    「雪宮さん。店の中だし、それくらいにしておこう」


    「ですがっ」


    「どうかな？　親睦の意味で、トウテツにも分けてやってくれないか。君のサンドイッチ」


    「えっ？」


    「実はこいつ、三度の飯よりサンドイッチが大好きなんだ。サンドイッチだけで、ご飯を六杯はいけるんだ」


    「サンドイッチで、ご飯を……」


    「雪ゆき宮みやさんの美お味いしい手料理を食べれば、こいつも悔い改めるだろう。これからはもっと小遣いを、有意義に使うことだろう」


    「は、はあ」


    「だから頼むっ。この憐あわれな【魔神】に施ほどこしを与えてやってくれ！　君のサンドイッチを振る舞ってやってくれ！」


    　そう。トウテツにキツいお灸きゆうを据すえる手段が、今まさにあるのだ。


    　こいつにサンドイッチを全部食わせてやる。あらゆる生物を食中毒に至らしめる、悪夢のごとき惨サン怒ド溢イツ血チを。


    　……それからすぐにコンビニを後にした俺たちは、三人で公園へと赴おもむいた。


    　雪宮さんは未いまだにトウテツを警戒していたが、不承不承ながらサンドイッチの提供を了承してくれた。あとは【魔神】が一口で失神しないことを祈るばかり……そうなったときは、俺が腹をくくって平らげるしかない。


    　ベンチに座るなり、雪宮さんがトートバッグからランチボックスを取り出す。


    　見た目だけはまともなサンドイッチが現れると、途端にトウテツが目を輝かせた。


    「おぉ～、なかなか美う味まそうじゃねぇか。食っていいのっ？」


    「不本意ですが、仕方ありません。私は呪ジユ理リに借りがありますし……主人たる貴方あなたにも、そのお礼はするべきですから」


    「んじゃ、いただきまぁす！」


    　──が、そこで異変が起こった。


    　トウテツがバクバクと、普通にサンドイッチを食しているのだ。


    　泡を吹くことなく、ぶっ倒れることなく、アナフィラキシーショックを起こすことなく、美味そうに頬ほお張っているのだ。


    （ど、どういうことだ!?　どうして生きている!?）


    　愕がく然ぜんとする俺をよそに、サンドイッチがどんどん減っていく。


    　……まさか雪宮さん、料理の腕前が上達したのか？　でないと、この不ふ可か解かいな状況に説明がつかない。


    「旦那、早く食べないとなくなっちまいやすぜ」


    「お、おう……」


    　トウテツの食べっぷりに、雪宮さんの顔がみるみる喜色に満ちていく。口元が綻ほころび、小鼻がヒクヒク膨ふくらんでいる。学園のアイドルなんだから、鼻には気をつけて欲しい。


    「あ、あの、トウテツさん。そんなに美お味いしいですか？」


    「変わった味だが、悪くねぇ。腹ペコだったし」


    「ポテトサラダもあるんですっ。よかったらどうぞっ」


    「お、いいのか？　……うん、これもイケる。やるじゃねぇか雪ゆき宮みや」


    「ありがとうございます！　フフッ、トウテツさんってば、そんなにがっつかなくても……頬ほっぺにマスタードがついてますよ？」


    　先ほどまでの態度が嘘うそのように、ニコニコ顔で【魔神】に接している雪宮さん。ここまで自分の手料理を爽快に食べてもらえるのは、おそらく初めてなんだろう。


    （一つくらい……いってみるか？）


    　気付けば俺は、残り一個となったサンドイッチに手を伸ばしていた。


    　不安はあるが、雪宮汐しお莉りのメシマズ属性が改善されたのだとしたら朗報だ。エルミーラさんに、杏きよう花かちゃん……ここのところ心配事が続いているので、みんなだって明るいニュースが欲しいだろう。


    （サンドイッチなんて、さほど難しい料理じゃねえ。最低限食える代しろ物ものなら、これからはサンドイッチだけを作らせりゃいいんだ！）


    　自みずからを奮い立たせ、俺は意を決してサンドイッチにパクついた。──で。
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    　ぶっ倒れた。やっぱ超マズかった。サンドイッチは、やっぱり惨サン怒ド溢イツ血チだった。


    　薄れいく意識の中、二人の和わ気き藹あい々あいとした声が聞こえる。


    「私、トウテツさんを誤解してました。また作ってきたら、食べてくれますか？」


    「おう。俺は『悪あく食じきのテッちゃん』で有名だからな。岩だって食ったコトあるぞ」


    　……いっそこの二人、付き合えばいいんじゃないだろうか。雪ゆき宮みやさんの料理を平然と食えるのは、きっとこの世にトウテツしかいないだろうから。


    　そんなことを朦もう朧ろうと考えつつ、俺はしばし三さん途ずの川をさまよった。祖父・小こ林ばやし喜き八はち郎ろうが、また向こう岸から手を振っていた。


    「一いち郎ろう。お前、最近よく来るのぉ」と言って。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    　幸か不幸か、雪宮さんとの「エルミーラさん捜索」は、そのままお開きとなった。


    　昏こん倒とうした俺を「小林さん、疲れが溜まっていたんですね。補習や課題もあったし……」と斜め上に気遣い、雪宮さんは一人で捜索にいってしまったのだ。


    （ちょっと申し訳ない気もするけど、解放されたのはありがてえ。夕方までには立てるようになっとかないと……）


    　俺には本日、まだ予定が残っている。もちろんエルミーラさんの元へ行くことだ。


    　ちなみにトウテツは、満腹になったので本当に昼寝することにしたようだ。のちほど聞いたところによると、やはりサンドイッチは大して美う味まくなかったらしい。


    「でもまぁ、食えないコトはありやせん。岩に比べりゃ」


    　あっけらかんとそう言った【魔神】を、初めて尊敬してしまった。


    　思えばトウテツは、スイーツを美味しいと感じられる味覚をちゃんと持っているのだ。それでも雪宮さんの暗黒料理を誉ほめたのは、彼なりの歩み寄りだったのかもしれない。


    （予想外の形で、雪宮さんと打ち解けやがって……）


    　公園のベンチで二時間ほど安静にしたのち。俺は頭痛と吐き気に耐えつつ、何とかエルミーラさんのマンションへと辿たどり着いた。


    「──お帰りなさい小林一郎。あら、今日はやけに顔色が悪いですわね」


    　出迎えるなり、赤子を抱いたヴァンパイア少女がそんなことを言ってくる。心配してくれるのはいいけど、「お帰りなさい」はやめてくれ。


    「ほ～らシズマ、パパが帰ってきまちたわよぉ」


    　エルミーラさんの言葉に、シズマちゃんが「あぅあぅ」と応える。次いで俺に向けて、小さな両手を必死に伸ばしてきた。今日は機嫌がいいようだ。


    「エルミーラさん。俺はパパじゃないから。その子のパパは日ひ出で夫おさんだ。ついでに、ママは麗斐墮レイダだ」


    「細かい男はモテませんわよ」


    「それより、変わったことはなかったか？　いつキュウキ配下の使徒が襲ってくるか分からないからな、くれぐれも油断はしないでくれ」


    「問題ありませんわ。それより、見て小こ林ばやし一いち郎ろう。シズマったら、もう乳歯が生え揃そろってきましたのよ」


    「乳歯が？　そういえば、もう髪の毛もかなりフサフサだよな……」


    　俺の読んでいる『赤ちゃん完全攻略ガイド』を信じるならば、平均的な赤子よりだいぶ成長が早い。やっぱり使徒だからだろうか。それともヴァンパイアだからだろうか。


    （顔もどことなく、精せい悍かんさを増している気がする。単なる贔ひい屓き目めかもしれないが）


    　エルミーラさんに促うながされ、今度は俺がシズマちゃんを抱っこする。頬ほっぺたをツンツンしてやると、お返しとばかりに俺の顔をペタペタ触ってきた。すでに指の爪つめも生え揃っている。


    　……赤ちゃんの手とは、何て小さくて可愛いんだろう。


    　こんないたいけな子を、凶暴な使徒なんかにしたくない。できたら将来は、医者か大臣にしてやりたい。きっとこの子は利発だろうから。


    （授業がなけりゃ、昼間も来れるのに……ウチの高校、育児休暇は取れねえのか？）


    　やがてシズマちゃんが眠ってしまったので、そっとベビーベッドに移す。その愛らしい寝顔を、しばし並んで眺める俺とエルミーラさん。


    「はあ……まるで天使のような寝顔ですわ」


    「ああ。まさに天使だ」


    「聡明さと高貴さに満ち溢あふれていますわ」


    「加えてスター性もある。主人公の風格だぜ」


    　ヴァンパイア少女の表情が、これでもかとデレデレ緩ゆるんでいた。おそらく俺も同じ表情をしているものと思われる。


    「これほどのイケメンですもの。幼稚園や小学校では、きっとハーレムを築いてしまいますわね。ワタクシ、それだけが心配で……」


    「確かにな。でもシズマちゃんなら、全員を等しく愛せるかもしれない。それだけの器が、この子にはある。きっとある」


    　本来なら突っ込むべきところなのだが、俺は乗っかってしまった。ダブルボケになることを承知で、それでも彼女に同意した。


    　だってシズマちゃん、マジで可愛いんだもの。俺を見ると、いつもお手てを伸ばしてくるんだもの。もしかしてこの子は……俺を本当にパパだと思っているんじゃ？


    　そんな憶おく測そくに高こう揚ようする臨時パパの横で、臨時ママが深く息をつく。


    「でも、いずれは一人に絞ってもらわないと。いつかシズマが恋人をつれてきたとき……ワタクシ、泣いてしまうかもしれませんわ」


    「しっかりしなさい母さん。そんなことでどうするんだ」


    「そうね、お父さん……シズマが選んだ相手ですもの、きっと素敵な彼氏のはず」


    「彼女だろ」


    「シズマに負けない、イケメンの彼氏でしょうから……」


    「彼女な」


    「子供はどっちが生むのかしら」


    「今さら俺にツッコミをさせるんじゃねえよ！　ズルいぞ！」


    「静かになさい！　シズマが目覚めるでしょう！」


    「お前こそ、シズマちゃんが目覚めたらどうする！　ソッチの趣味に！」


    　またしても擬似夫婦喧げん嘩かが始まる。最近はシズマちゃんも慣れてきたのか、ちょっとやそっとの口論では起きなくなっていた。


    「いいから夕食を作りなさい！　そしてさっさと帰りなさい！」


    「シズマちゃんを独り占めする気か！　大体、飯くらい自分で作れ！」


    「サンドイッチでいいですから！」


    「俺の前でサンドイッチの話をするんじゃねえ！」


    　それからしばらくして。俺は仕方なく冷凍チャーハンを炒めてから、後ろ髪を引かれる思いでマンションを去った。


    　とりあえずシズマちゃんの寝顔を、写メでしこたま撮っておいた。はあ、可愛い。


    



    



    「……そうか。やはり昨日は、汐しお莉りの手料理の犠ぎ牲せいになってしまったか」


    　翌日。俺は放課後になると蒼あおヶが崎さきさんと落ち合い、街の巡回へと向かった。


    　途中まで龍りゆう牙がも一緒だったのだが、五分ほど前に別れたばかりだ。彼女はそのまま家に直帰して、杏きよう花かちゃんの看病をすることになっている。


    「しかし驚きだな。【魔神】とはいえ、あの料理を完食できる者がいたとは……」


    「はい。マズいのはマズいらしいですけど」


    「それでも大したものだ。さすがに四凶ともなると、精神力も桁けた外れと見える」


    　自身の顎あごを摘つまみつつ、感服するように唸うなる『斬ざん舞ぶの剣士』。


    　腰まで届くポニーテールが、相変わらず美しい。たわわに実ったＧカップが、歩行のたびにプルプルと弾んでいる。これだけ大きかったら、さぞ赤ちゃんも吸い甲が斐いがあるだろう。


    「試しに一度……吸わせてやってくれないかな」


    　そんな俺の思考は、無意識に声に出てしまっていたらしい。


    　たちどころに蒼ヶ崎さんが、はたと俺を瞠どう目もくしてきた。即座に自分の胸を抱き締めるように隠し、耳まで真っ赤になって声を荒らげる。


    「な、な、何を言ってるんだ君は！　どこを見ている！」


    「あ、いや、違うんですっ。俺が吸うんじゃなくて……」


    「キスもまだなのに、そんなコトさせるわけないだろう！」


    「誤解です！　エロい意味じゃなくて、真ま面じ目めに言ったんです！」


    「真面目に吸われても困る！　こっちはどうすればいいんだ！」


    「やましい気持ちは一切なかったんです！　俺が言っているのは、正しく本来の意味での、オッパイ公式ルールに則のつとった……」


    「何だオッパイ公式ルールって！　この好色一代男め！」


    　井い原はら西さい鶴かくの代表作で罵ののしりながら、蒼あおヶが崎さきさんが思いっきり俺の耳を引っ張ってくる。飼い犬を叱しかるときも叩いたりせず、耳をつねるといいらしい。


    「いいからエルミーラの捜索を続けるぞ。キリキリ歩けっ」


    「痛ででで！　み、耳がちぎれる！」


    　その状態で蒼ヶ崎さんが歩き出したので、俺は追従を余儀なくされる。


    　周囲からの視線が痛い。しかし反面、こうやって蒼ヶ崎さんにスケベ根性を叱られるのは久し振りのような気がした。友人キャラだったあの頃の俺は……とても輝いていた。


    「……君が本当に、どうしてもと言うなら」


    　と、そこから数メートル進んだところで、蒼ヶ崎さんが耳から手を放してくれた。


    　こちらと目を合わせようとせず、ぶっきらぼうに告げてくる。彼女らしからぬゴニョゴニョした口振りだった。


    「今度プライベートでウチに来たとき、軽く触れるくらいなら許可しよう」


    「……え？」


    「ほ、ほんのちょっとタッチするだけだ。無論、服の上からだ」


    「蒼ヶ崎さん、何を言って……」


    「もう私も高三だ。高校最後の秋に、そんな体験があってもいいだろう」


    　……エラい認可が下りてしまった。


    　ラッキースケベどころか、オープンスケベが許されてしまった。


    「ま、待って下さい！　それはさすがにマズいです！」


    「いや。実は私も、常々考えていたんだ。そういう行為に少しずつ慣れておかねば、と」


    「男にうつつを抜かさないで下さい！　そんなことではお父さんがお嘆きになりますよ！」


    「その父に言われたんだ。『修行もいいが、そろそろ彼氏の一人も作ったらどうだ。お前のその乳は飾りか』と」


    　父が焚たきつけていた。乳で焚きつけていた。


    　ちなみに蒼ヶ崎さんのお父さんは、深刻化していた腰痛が快方に向かい、隠居をひとまず撤回したそうだ。今では木刀を振れるほど回復し、師範にも復帰しているという。


    　そんなわけで道場を継ぐつもりでいた蒼あおヶが崎さきさんは、慌あわてて進学することにしたらしい。最寄りの短大を一般入試で受けるとのこと。


    「聞いて下さい蒼ヶ崎さんっ。知っての通り、今の俺はリューガの『恋愛修行』に付き合っている身ですっ。不義を働くワケにはいきません！」


    「それはあくまで修行だろう？　もちろん理解しているさ。龍りゆう牙がの境遇を考えれば、その気持ちは痛いほど分かる……だから小こ林ばやしとの関係も、私はあえて伏せている。彼女を傷つけたくないからな」


    　それは非常にありがたいのだが、だからといって蒼ヶ崎さんのオッパイをタッチしていいという話ではない。タッチしたその瞬間、俺は「蒼ヶ崎エンド」に一直線となるだろう。


    　それだけは避けねばならない。揉もんだら最後、ユー・キャント・ストップだ。


    「そういうわけで引き続き、龍牙の彼氏『役』を頑張ってくれ。さあ、今度こそ無駄話は終わりだ。エルミーラを捜すぞ」


    　……それから二時間ほどかけて、俺たちは繁華街を中心に歩き回った。


    　当然ながら収穫はなく、そのまま蒼ヶ崎さんを家まで送って本日の捜索を切り上げる。門前での別れ際、彼女は憂うれい顔で溜ため息いきをついていた。


    「全く、あの跳ねっ返りめ……どこでどうしているのやら」


    「やっぱり、心配ですか」


    「もちろんだ。憎まれ口ばかり叩いてくる奴やつだが、エルミーラとは戦場で何度も背中を預け合ってきた仲だからな。あいつが見つかるまでは、捜索をやめる気はない」


    　そろそろ本格的に後ろめたくなってきた。


    　こうなったら近日中に、何としてもエルミーラさんを説き伏せるしかない。みんなにいつまでも無駄な捜索をさせるべきじゃない。


    「小林、送ってくれてありがとう。……あ、そうだ、ずっと言い忘れていたんだが、トウテツに礼を言っておいてもらえるか？」


    「礼？」


    「月げつ翔しよう館かんとの対抗戦では、一応ウチのために戦ってくれたからな。筋は通しておかねば」


    「礼じゃなくて、文句なんじゃ……」


    　その対抗戦は、トウテツによって無茶苦茶になってしまったのだ。まあ、あいつを試合に出した俺に責任があるのだが。


    「文句などないさ。あの対抗戦は、そもそも奸かん将しよう・罵バ乱ロンによって仕組まれたものだったのだから。どのみち普通には終わらなかったはずだ」


    「奸将・罵乱……」


    　そういえば『奈な落らくの八はつ傑けつ』の一人である罵乱は、自みずからを「奸将」と称していた。どうやら将軍クラスの使徒には、それぞれ異い名みようがあるらしいのだ。


    　確か魅ミ怨オンは「嵐らん将しよう」と呼ばれていたか。そういう二つ名があるのは、敵キャラとして非常に良いことだと思う。自称なのか他称なのかは知らないが。


    （てコトは、呪ジユ理リと忌キ綺キにも異い名みようがあるのかな？　淫いん将しようとか、プチ将とか）


    　そんなことを考えつつ、俺は帰路に着いた。


    　ちなみに今日は、エルミーラさんの元へ行く予定はない。三さん姫きにも怪しまれているので、たまには早めに帰宅しておくことにしたのだ。


    （シズマちゃん、俺に会えなくて寂しがってないかな。明日は必ず行くからね）


    　──だが。その夜に事件は起こった。


    　しかも俺はそれを、思いもよらない相手から聞かされることになった。


    　俺の「友人キャラ」としてのアイデンティティーまで──大きく揺さぶられる形で。


    



    　　　　　　　　　　３


    



    「一いち郎ろうくん。ちょっとここに座りなさい」


    　夕食後。茶の間から出ていこうとした俺を、いきなり魅怨が呼び止めてきた。


    　ことさらにしかめっ面つらで、座ざ布ぶ団とんをチョンチョンと示してくるシラサギ使徒。拒否するわけにもいかず、おとなしく従うことにする。


    　……用件は何となく予想できていた。ここ最近の俺の挙動を、やはり三姫は不審に感じていたのだろう。


    （でも、確たる証しよう拠こはないはずだ。大丈夫、ごまかせる）


    　腰を下ろすと、目の前にはサイドテール次女だけでなく、ブロンド長女もいた。オカッパ三女だけは興味がないらしく、テレビに没入していた。


    「な、何だよ、やけに改まって」


    「一郎くんってさ……私たちに何か隠してない？」


    　ズイと身を乗り出し、魅怨が単たん刀とう直ちよく入にゆうに問うてくる。ツリ目を半眼にして。


    　思った通りの展開だ。が、シズマちゃんのことを白状するわけにはいかない。まだ箝かん口こう令れいは解かれていないのだ。


    「べ、別に隠し事なんかねえよ。言ったろ？　帰りが遅いのは、エルミーラさんを捜してるからであって……」


    「じゃあ、コレは何？」


    　そう言って魅怨が、俺の前に一冊の本を置いてきた。果たしてそれは『赤ちゃん完全攻略ガイド～君も今日から育成のプロだ』だった。


    （な、何な故ぜここに！　ベッドの下に隠してあったのに！）


    　平静を装いつつも、内心で狼狽うろたえる。親にエロ本を発見された中学生の心境だった。


    「どうしてこんな本を読んでるの？　まさか一いち郎ろうくん……隠し子いるの？」


    「んなワケねえだろ！　ちょっと興味があっただけだ！　赤ちゃんプレイに！」


    「では一郎様。コレは何でしょうか」


    　続いて呪ジユ理リが、俺に何かを突きつけてくる。驚いたことに、それはポケットにあるはずの俺の携帯だった。夕飯を食ってる間に抜き取られたのか!?


    「この子は、どこの赤ちゃんですか？」


    　向けられた携帯の画面には──スヤスヤ眠るシズマちゃんが映っていた。


    　そう。俺は現在の待ち受けを、写メで撮ったシズマちゃんにしていたのだ。


    　軽率だった。あまりに可愛いので、つい魔が差してしまった……この分では、まさかパソコンのフォルダも調べられているのでは？　「女子バレー・尻しり」とタイトル偽装した、シズマちゃんお宝画像集を！


    「ち、違うんだ。これは幼き頃の俺なんだ。生まれたときの初心を忘れぬよう、この待ち受けにしてあるんだ」


    　必死にそう釈明すると、呪理の眼光が鋭さを増す。蛙を見る蛇へびのそれだった。


    「パソコンにも、同じ赤ちゃんの画像が多数ありました。日付を見ると、どうも最近撮られたもののようですが」


    　やっぱりパソコン見られてた！　偽装バレバレだった！


    （チクショウ、以前こいつらにパソコンを自由に使っていいと言ったばかりに……！）


    　歯は噛がみする俺をよそに、キングコブラ使徒はなおも言い募つのる。


    「画像には、一つ一つ名前までつけてありましたね。『オネンネするシズマたん』『寝返りシズマたん』『とっとこシズマたん』『シズマたん／フォースの覚かく醒せい』などなど」


    　発表しないで！　何か物凄すごい恥ずかしいから！


    「一郎くん。シズマちゃんって誰？」


    「誰なのですか？　シズマたんとは」


    　二人に詰め寄られ、俺はひたすら目を宙に泳がせる。いつしか正座になっていた。


    　……マズい。このままでは自供させられるのも時間の問題だ。


    　誰か助けてくれ。そうだ、トウテツを呼び出して……いや駄目だ。あいつの知力では、とても弁護人なんて務まらないだろう。


    「カ、カツ丼を出されないと、自白する気にはなれねえな」


    「食べたばっかじゃない。晩ご飯」


    「ひ、被告には黙秘権ってモンがあるんだぜ」


    「物証がある以上、黙秘権の行使にはあまり意味がありません。むしろ素直に自白しなかったことで、量刑が重くなるケースもあるかと」


    　俺のこめかみを、汗が伝い流れていく。


    　藁わらにもすがる思いで忌キ綺キに視線を送るも、エゾオオカミ使徒はテレビに夢中だった。飽きもせず『スペクタクルマン』の録画を再生し、大暴れする怪獣に鼻息を荒らげている。


    　もはや万策尽きたか──そう思った瞬間。


    　キッチンの方で、ベルの音が聞こえた。家の電話が鳴り出したのだ。


    「電話だ！　出なきゃ！　悪いが話はここまでにしてくれ！」


    　渡りに船とばかりに、俺は電光石火で茶の間を脱出する。


    　幸いにも、魅ミ怨オンと呪ジユ理リは追ってこなかった。家にかかってきた電話は取らなくていい……俺は日頃から三さん姫きにそう言ってあるのだ。


    　家の電話なんて滅多に鳴ることはないのだが、何というグッドタイミング。「もしもし、小こ林ばやしです」と言う前に「ありがとう！　小林です」と言いたかった。


    （誰かは知らないけど助かったぜ。まあ、家にかけてくるってコトは両親だろうな……あの二人、今はどこの国にいるんだ？）


    　俺の両親は共働きで、骨こつ董とう美術を扱う仕事をしている。二人して世界の各地を飛び回っており、戻ってくるのは一年で数日だけ……そんな状態が、もう三年以上も続いている。


    　が、俺はそれを寂しいと感じたことは特にない。


    　毎月そこそこ多額の生活費を振り込んでくれるし、俺を信頼しているからこそ家を空けているのも分かっている。というか三姫がいる今、帰ってこられても困る。


    （とにかく、できるだけ話を長引かせなければ。間違い電話だったとしても、二十分は付き合ってもらうぜ！）


    　ベルが鳴りやんでしまうことを恐れ、急ぎキッチン隅の電話に取りすがる。


    　直ちに受話器を耳に当てると、こちらより先に相手が喋しやべりかけてきた。


    『ヤッホー、小林少年。ちゃんと宿題やってる？』


    「…………」


    　甲かん高だかい子供の声だった。しかも、やたら馴なれ馴れしかった。


    　おそらく小学生の高学年くらいだと思われるが、相手に心当たりがない。親戚に子供なんていたっけ？　お前こそ宿題やってんのか。


    『こうして話すのは初めてだね。僕はキュウキ！　四凶の一人だよ！』


    「な──」


    　次いで述べられた自己紹介に、俺は受話器を耳に当てたまま固まった。


    　キュウキだって？　それはつまり、【魔神】キュウキか？　第三部のラスボスが、何で小林家に電話してくる？　しかもショタキャラだと!?


    「お前……マジでキュウキか」


    『うん、マジ！　君とは一度、ちゃんと喋ってみたかったんだ。色々と陰で頑張ってるみたいで、どうもご苦労様！』


    「陰で、頑張ってる……？」


    『罵バ乱ロンが仕組んだ対抗戦でも、超活躍してたよね！　で、今は【朱す雀ざく】と一緒に、使徒の赤子の面倒を見てる……スゴい大忙しじゃん！　でもさ』


    　饒じよう舌ぜつにペラペラと語る声が、にわかに一呼吸置かれる。


    　そして【魔神】キュウキは、俺を驚きよう愕がくさせるセリフをよこしてきた。


    『きっとこの物語は──君の思うようにはいかないんじゃないかなあ。小こ林ばやし少年が脇わき役のままでいることは、多分できないと思うよ？』


    「な、何っ？」


    　それはどういう意味だ。俺が……脇役でいることはできない？


    『僕さ、思うんだ。この物語の配役は、とっくに決定しているんじゃないかって。いくら君があがいたところで、無駄なんじゃないかって』


    　俺の心臓の鼓動が、どんどん速まっていく。受話器を握る手に、汗が滲にじむ。


    　まさかこいつ……知っているのか？　俺が友人キャラ志望なことを。そのポジションに戻りたがっていることを。


    　何な故ぜだ？　トウテツはともかく、どうしてキュウキが知っている？　もしやこいつ──この世界を若じやつ干かんメタっぽく見ているのか!?　そんなバカがいるのか!?


    『だからさ、この際もう奪っちゃいなよ。主人公の座を──火ひ乃の森もり龍りゆう牙がから』


    「ふ、ふざけんな！」


    　気付けば俺は、声を限りに怒鳴っていた。俺の内部で「どひゃあ！」とトウテツが飛び起きる気配がしたが、今はそれに構っている余裕はない。


    「俺はリューガの友人だ！　それが俺のベストポジションなんだ！　最近はちょっと厄やつ介かいな立場にいるけど、必ず元の友人キャラに返り咲くんだ！」


    『そこまで友人にこだわるコトなくない？　僕としては、君が主人公の方が面白いと思うんだけどなあ』


    「よく聞けコラ！　主人公はリューガ！　俺はその友人！　そしてテメェは、第三部のラスボスだ！　いいか、倒されたら嘘うそでも改心して、以降はリューガに助力する存在に──」


    『あ、そうそう。【朱雀】の子がピンチだよ』


    　俺の言葉を無視して、またキュウキが思わぬセリフを吐いてくる。この自己中なトーク、まさしく子供だ。などと言ってる場合じゃない。


    「エ、エルミーラさんが、ピンチ……？」


    『うん！　僕の配下の将軍・鰉ヒガイ亜アが、彼女のマンションを襲撃しに行ったから。三十体ほど手勢を引き連れてね！　目的はもちろん赤子の奪取と、【朱雀】の抹まつ殺だよ！』


    　蒼そう白はくになっていくのが、自分でも分かった。


    　使徒が襲撃に行った？　しかも将軍クラスが、三十体もの手下を引き連れて？


    『早く助けに向かった方がいいんじゃない？　そのために電話したんだ』


    「テメェ……どういうつもりで、そんな」


    『じゃーね！　君のおバカな【魔神】にもヨロシク！』


    　最後まで一方的に自分の言いたいことだけを言って、通話はプツリと終了した。


    「おいコラ！　もしもし！　もしもし！」


    　切られた電話になおも呼びかけるというベタな行為をした直後。俺はすぐさま身を返す。


    　未いまだ混乱から立ち直れていないが、キュウキのことは後回しだ。とにかく今は急がねば……エルミーラさんが、シズマちゃんが危ない！


    （だ、旦那、どうしたんですかい？　さっきの電話、誰だったんで？）


    　廊下を突き進む俺に、トウテツが内線で語りかけてくる。時刻はもう八時。外は完全に暗くなっているだろう。


    （いいから一緒に来い！　緊急事態だ！）


    （いきなり大声出すから、ビックリして起きちまったじゃないっスかぁ。せっかく龍りゆう牙がたんと夢で赤ちゃんプレイしてたのに……バブバブ、ダァダァって）


    （うるせえ！　突っ込んでる暇ひまなんかねえ！）


    （聞いて下せぇ旦那。俺が『バブバブ、テッちゃんお腹しゅいた。オッパイ欲ちい』って言ったら、龍牙たんが『もう、しょうがないなあ』ってＥカップを──）


    （自じ重ちようしろ！　今はシリアスパートなんだよ！）


    　おバカな【魔神】を一いつ喝かつし、俺は茶の間に戻って呪ジユ理リから携帯を引ったくった。エルミーラさんにコールしてみたが、やっぱり電源は切られたままだった。


    　すかさず玄関へと疾走する俺を、魅ミ怨オンと呪理が慌あわてて呼び止めてくる。


    「ちょ、ちょっと一いち郎ろうくん！　どうしたのっ？」


    「一郎様、どちらへ行かれるのですかっ？」


    　背中にかけられた二人の声に、俺は反応しなかった。説明している時間が惜しい。


    　今日に限ってマンションに行かなかったことを……激しく後悔した。
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    　猛ダッシュでマンションへと転がり込んだものの。そこにエルミーラさんとシズマちゃんの姿はなかった。


    　見たところ、室内で戦闘が行われた形跡はない。敵の襲来を察知して、いち早くここを離脱したのかもしれない。


    （逃げたとすれば……近所の墓地か！）


    　俺とエルミーラさんは、不測の事態に備えていくつかの合流ポイントを決めてある。


    　河か川せん敷じき、廃工場、そして墓地……その中で、墓地はここから最も近い。行ってみる価値はあるだろう。俺の足なら三分とかからないはず。


    　早々に部屋を後にして階段を駆け降りつつ、トウテツにざっと状況説明をしておく。


    （へぇ、キュウキの野郎が……わざわざ襲撃を知らせてくるなんて、どういうつもりなんスかね？　というか、器は誰なんスかね？）


    （さあな。そんなことよりテッちゃん、キュウキが言ってた鰉ヒガイ亜アってのはどんな使徒だ？　それなりに強いのか？）


    （鰉亜かぁ。『奈な落らくの八はつ傑けつ』の一人っスね。憤ふん将しようって呼ばれるだけあって、とにかく暑苦しい奴やつでさぁ。しかもコイ型のクセに泳げないっていう）


    （お前、勝てるか？）


    （あ、ひどいなぁ。これでも俺は【魔神】ですぜ？　しかも四凶最強ですぜ？　八傑と三さん姫きがまとめてかかってきても、鼻クソほじりながら一蹴できまさぁ）


    （いつもは魅ミ怨オン一人にヘコヘコしてるじゃねえか）


    （そ、それは仕方ねぇでしょう。今、小遣いの値上げ交渉してやすから……）


    （たまには【魔神】らしい勇姿を見てみたいモンだな）


    （分かりやしたよ！　鰉亜は俺がぶっ倒しやすよ！　やりゃいいんでしょ！）


    　移動時間を利用して、首尾よくトウテツのやる気を引き出すことに成功する。


    　雑ざ魚この三十体は、俺とエルミーラさんで何とかなるはず。指揮官の鰉亜さえ倒せば、総崩れも期待できるだろう。


    　……程なく前方に見えてきた墓地は、果たしてビンゴだった。


    　おびただしい数の邪じや気きが、入り口に到達するまでもなくビンビンと伝わってくる。その中にひときわ大きな、妙な熱量を持った邪気があった。多分こいつが憤将・鰉亜だ。


    （なるほど、確かに手て強ごわそうな奴だな。こいつはテッちゃんに任せるとして……俺はまず、エルミーラさんとシズマちゃんの救出に努めよう）


    　墓地に踏み入って小道を進んでいると、今回もまた地面に転がる使徒の骸むくろたちと何度も出くわした。それがエルミーラさんの仕し業わざであることは、疑う余地もない。


    （エルミーラさんにはここ最近、毎日のように血液補給をさせている。ガス欠になることはないはず）


    　──そして数十秒後。俺はバトルの現場に辿たどり着いた。


    　かつてエルミーラさんと出会った、少し大きめの十字路。そこに様々な姿をした、有う象ぞう無む象ぞうの異い形ぎようが蠢うごめいていた。サイ型、カニ型、ムカデ型……枚挙にいとまがない。


    　彼らが包囲するのは、胸に赤子をぶら下げた紅髪のヴァンパイア少女。よかった、どうやら二人とも無事だったようだ。


    「エルミーラさん！　怪け我がはないか！」


    　俺の叫びに、エルミーラさんがハッとこちらを見てくる。その表情に歓喜と安あん堵どが浮かんだのが分かった。


    「小こ林ばやし一いち郎ろう！　来てくれましたのね！」


    　返事をする代わりに、俺は勢いをつけて跳躍し、乗っかった墓石をさらに蹴けって使徒の人垣を一気に飛び越える。そしてエルミーラさんの横にストンと着地する。


    　いきなり登場した地味な男子高生に、四方の使徒たちが一斉にざわついた。


    「何だこのガキは？　【朱す雀ざく】の仲間か？」


    「だとしたら、こいつも『常とこ闇やみの血族』か。その割にはパッとしないビジュアルだが」


    「こんな標準以下の顔をしたヴァンパイアがいようとは……」


    　好き勝手に失礼なことを言っている異い形ぎようたち。


    　と、そんな彼らを押しのけ、一体の巨漢がズカズカと進み出てきた。


    　全身が重厚な鱗うろこで覆われた、見るからに魚っぽい使徒だ。鰉ヒガイ亜アだとおぼしきそいつは、両眼をメラメラと戦意に燃やしつつ、不ふ動どう明みよう王おうのごとき形相で怒号を上げた。


    「何だ貴様はああ！　邪魔をするかあああ！」


    　凄すごい怒っていた。聞いていた通りの暑苦しさだ。


    　やっぱり憤ふん将しようだからだろうか……それとも俺が到着する前に、エルミーラさんから何か言われたんだろうか。このヴァンパイア、減らず口が得意だから。


    「おい。あんたが大将の鰉亜だな？」


    　とりあえずそう確認してみると、そいつは正直に頷うなずいた。


    「いかにもおお！　我こそは『奈な落らくの八はつ傑けつ』の一人！　憤将・鰉亜だああ！　ここにノコノコと現れた以上、貴様もブチ殺してくれるわあああ！」


    　どうもこれが平常モードらしい。よく疲れないものだ。


    「小林一郎、気をつけて。こんなキャラですけど、かなり手て強ごわい相手ですわよ」


    「ぬうう！　こんなキャラとは何事かああ！　我を愚ぐ弄ろうするか『常闇の血族』ううう！」


    「アナタ、そのうち血管が切れますわよ」


    「いらぬ心配をするなああ！　我はいつでも冷静沈着だあああ！」


    　……もういい。鰉亜のキャラは充分に堪たん能のうした。早くもお腹いっぱいだ。


    　幸いシズマちゃんは眠っているようだし、さっさと片付けて戻ろう。そしてこの機会に、龍りゆう牙がたちに相談するようエルミーラさんを説き伏せるのだ。


    「テッちゃん。準備はいいか？」


    　油断なく身構えながら、自分の中へと呼びかける。すると。


    （バブバブ……龍牙たん、オッパイ欲ちい……お腹しゅいた……）


    　トウテツは寝ていた。また夢で赤ちゃんプレイに興じていた。


    「この状況で居眠りしてんじゃねえ！　起きろコラ！　起きろおおお！」


    　鰉ヒガイ亜アのお株を奪うように憤激し、俺はトウテツを叩き起こすべく、傍かたわらの墓石にガンガンと頭を打ちつける。


    　その突然の自傷行為に、また使徒たちがざわついた。完全に引いていた。


    （わわわっ。何事っスか、チャン！）


    「誰がチャンだ！　出番だっつってんだよ！」


    （もう、毎度いいトコで起こすんだから！　龍りゆう牙がたんの乳首が見える寸前だったのに！）


    「いいから働けや！　【魔神】が赤ちゃんプレイとかして、恥ずかしくないのか！」


    （いや、でも……俺より殺やる気満々のヤツがいるみたいだし）


    「はあっ？」


    （旦那、気付いてやせんでした？　少し前から──俺たち尾つけられてやしたぜ）


    「つ、尾けられてた？」


    　俺が聞き返したのと、ほぼ同じタイミングで。


    　使徒たちの包囲網の一角に、突とつ如じよとして異変が生じた。


    「がは！」


    「ぐへ！」


    　そんな悲鳴と共に、異い形ぎようたちが吹き飛んでいく。凄すさまじい勢いで、次々と。


    　見ると、彼らの中で──小さな黒影が跳弾のごとく暴れ回っていた。


    （な、何だ？）


    　あまりに速過ぎて、正体が確認できない。四つ足の獣けものらしきことは辛かろうじて分かったが、その縦じゆう横おう無む尽じんで不規則な動きは、とても目で追えるものじゃなかった。


    　使徒が一体、また一体と、なす術すべもなく弾かれていく。付近の仲間を巻き添えにして、木々や墓石へと強烈に叩きつけられ、そのまま融ゆう解かい・消滅していく。


    「こ、このお方は、もしや……ごふ！」


    「きょ、恐怖の『暴ぼう将しよう』……ぶべ！」


    「お、お待ち下さグギャ！」


    　問答無用とばかりに、小さな影はひたすら使徒を蹂じゆう躙りんし続ける。いつしか俺たちをグルリと一周し、全方位の異形をあれよあれよと駆逐してしまった。


    　……その突発的パニックが終息したときには、動く使徒はいなかった。


    　大将の鰉亜だけを残して、全員が骸むくろと化していた。


    （いくら何でも、ハジけ過ぎだろ……）


    　絶句していると、影がピョンとひときわ大きく跳躍し、俺の眼前に音もなく着地する。


    　そこで俺は、やっとその正体を見定めた。いや、とっくに見当はついていたのだが。


    　全身モフモフの、三角の耳の、クルンと巻いた尻しつ尾ぽを生やした異形。使徒にしては迫力に欠ける、どこか愛あい嬌きようすらある姿……こいつが誰なのかを、俺はよく知っている。


    　それは『奈な落らくの三さん姫き』が一人。エゾオオカミ型の将軍使徒──忌キ綺キだった。


    「キ、忌綺……」


    「ワ、ワンコ……？」


    　放心状態の俺とエルミーラさんをよそに、忌綺が周囲を軽く一望する。


    　討ち漏らしがないことをチェックすると、彼女は「よし」とばかりに頷うなずき、自身の鼻先をペロリと一舐なめした。


    「粛しゆく清せい完了でしゅ」
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    　三十体近くいた使徒軍団は、かくて討ち果たされた。


    　ウチの三女のヤンチャによって、瞬またたく間に片付けられてしまった。


    　忌綺の戦闘力は、これまでも何度か目まの当たりにしたことがある。なので今さら驚きはしないのだが、それでも戦せん慄りつと困惑を禁じ得ない。


    　まさかあのホウレン草嫌いな、怪獣ソフビ集めが趣味な、一人で風呂に入れない幼女が、これほどの強キャラだとは……とんだイメージ詐さ欺ぎだ。


    「忌綺、お前……テレビ観てたんじゃないのかよ」


    「録画なので問題ないでしゅ。キキは将軍だから、ちゃんとお仕事を優先するでしゅ」


    　自慢げに胸を張り、忌キ綺キがトコトコと歩き出す。


    　その先には、怒りに全身をワナワナと震わせている憤ふん将しよう・鰉ヒガイ亜アがいた。


    「貴様ああ！　やってくれたな暴ぼう将しよう・忌綺いいい！」


    「やってやったでしゅ。というか、うるさいでしゅ鰉亜」


    　物もの怖おじ一つせず言い返したエゾオオカミ型使徒に、さらなる怒りを募つのらせるコイ型使徒。どうやら忌綺の異い名みようはプチ将ではなく、暴将だったらしい。


    「どういうつもりだああ！　キュウキ様に楯たて突つこうというのかあああ！」


    「もうちょっと声のボリュームを落とすでしゅ。ご近所迷惑でしゅ」


    「ほざけええ！　使徒が近隣住民に配慮などせぬわあああ！」


    「そんなコトだから呪ジユ理リにフラれるでしゅ」


    「わ、我の傷口をえぐるなああ！　配慮をせぬかあああ！」


    　突っ込みたかったが、やめておいた。


    　バトルにおいて緊張感が損なわれるのは、この物語では今に始まったことじゃない。本筋に関わらないシーンに限っては、もう好きにしてくれ。


    　数メートルの距離を置いて対たい峙じし、一いつ触しよく即そく発はつで睨にらみ合う将軍と将軍。


    　周辺に散らばった使徒の残ざん骸がいたちは、いつしか綺き麗れいさっぱり消え失うせていた。


    「暴将・忌綺いい！　何な故ぜ【朱す雀ざく】に味方するかあああ！」


    「キキが味方するのは、一いち郎ろう男爵でしゅ。エラミールじゃないでしゅ」


    　ヴァンパイア少女が「エルミーラですわ」と訂正したが、忌綺は無視して語り続ける。


    「ここにいる一郎男爵は、トウテツ男爵の器でしゅ。とっても偉い男爵でしゅ」


    「ト、トウテツ様の器だとおお!?　では、まさか……まさかあああ！」


    「あ～、うっせぇなぁもう」


    　その時、俺の背後で辟へき易えきとした声が上がり、一人の少年が横に並び立ってきた。


    　俺とウリ二つの、制服姿の高校生……もちろんトウテツだった。こうやって俺の気付かないうちに顕けん現げんできるものだから、いつも無断外出されてしまうのだ。


    「ぬうう！　ト、ト、トウテツ様ああ！」


    　鰉亜の顔に、あからさまな動揺が浮かぶ。無理もない。今はキュウキに仕えている身とはいえ、彼にとってはトウテツもまた王なのだ。本来なら臣従すべき存在なのだから。


    　トウテツ、コントン、キュウキ……同時期に【魔神】が三体も復活しているなんて、思えばかなり稀け有うで異常な事態と言えよう。


    「おう鰉亜、久し振りじゃねぇか。残暑が厳しい今、テメェには会いたくなかったぜ。気温が三度ほど上がるからな」


    「ぬ、ぐうう……！」


    　トウテツが忌キ綺キを追い越し、大股で鰉ヒガイ亜アに詰め寄る。コイ型使徒は気け圧おされたように、その分だけジリジリと後退する。


    「心配すんな。別にお前が誰に仕えようと構わねぇよ。俺は一匹【魔神】だからな、三さん姫きだけでも手下は多いくらいだ」


    「む、ぐうう……！」


    「で、どうすんだ？　俺とやんのか？　お？」


    　ヤンキーのように凄すごまれ、滝のような冷や汗を流す鰉亜。汗をかくコイというのも、なかなかにシュールだ。


    「う、うおおおおおおお！」


    　次の瞬間、鰉亜が己おのれを奮い立たせるように、全身から膨ぼう大だいな邪じや気きを発散させた。辺り一面の木枝がザワザワと盛大に揺れ、おびただしい木の葉を舞い散らせる。


    　こんなイロモノでも、そこはさすがに将軍クラス……凄すさまじい灼熱の邪気だった。


    「我はすでに、キュウキ様に忠誠を誓っておりまするううう！　楯たて突つかせて頂きますぞトウテツ様あああ！」


    「上等じゃねぇか。旦那に言われるまでもなく、どのみちテメェはボコりたかったんだ。仇かたきを取るためにもな」


    「か、仇!?　我を誰の仇だと申されるのかあああ！」


    「阪神のだ！」


    　そう叫ぶなり、トウテツのビジュアルが変わった。


    　全身が漆黒に染まった、コウモリっぽい翼を生やした、腹立たしくもスラリと長身のイケメン青年。側頭部から伸びる湾曲した角も、オニキスのように黒光りしていた。


    　これこそが、【魔神】トウテツの戦闘バージョン。ちなみに弥や助すけバージョンとも言う。


    「鰉亜、テメェ……よくも阪神を三タテしてくれたな！　甲子園がお通夜みたいになってたじゃねぇか！」


    「は、阪神なる者に覚えはありませぬうう！」


    「しらばっくれんじゃねぇ！　お前は何型の使徒だっ？　言ってみろ！」


    「ハッ！　コイ型でありまするうう！」


    「死刑だ！」


    「意味が分かりませぬうう！」


    「黙れこの赤ヘル使徒！　ぶっ飛ばして、バックスクリーンに叩き込んでやる！」


    「お、おおおお！　とにかく、お命を頂きますぞおお！」


    　トウテツと鰉亜が、同時に駆け出そうとした刹せつ那な。


    　彼らより早く、すでに忌綺が動いていた。ピョンと飛び跳ね、トウテツの頭を踏みつけ、そのまま猛然と鰉亜へ向けて突進する。


    「あだ！」


    「ぬうう!?」


    　トウテツも、そして鰉ヒガイ亜アも、完全に不意を突かれていた。互いへと意識を集中させていたため、エゾオオカミ使徒など注意の埒らち外がいだったのだ。


    　忌キ綺キの短たん躯くが、一瞬にして鰉亜の目前に迫る。


    　慌あわててガードを固めようとした鰉亜だが、もはや手遅れだった。


    「ぼ、暴ぼう将しよう・忌綺いいい！」


    「粛しゆく清せいでしゅ、鰉亜」


    　直後。容よう赦しやない忌綺の飛び膝ひざ蹴げりが、鰉亜の土手っ腹に炸さく裂れつした。


    　その一撃をまともに食らい、コイ型使徒の巨体が宙に舞う。それはもう高々と、まるで打ち上げ花火のごとく、一直線に夜空へと消えていく。


    「ぬおおおお！　覚えておれえええ！　麗斐墮レイダの赤子は、必ず貰もらうぞおおお！」


    　そんな捨てゼリフを絶叫したまま、鰉亜はキラーンと星になった。まさか今時、こんなクラシカルな去り方をする奴やつがいたとは……八はつ傑けつにも色んな奴がいるもんだ。


    「取り逃がしちゃったでしゅ。鰉亜は頑丈でしゅ。頑丈だけが取り柄でしゅ」


    　頭をポリポリと掻かきつつそう言うと、忌綺がたちまち人間体の姿に戻る。次いでクルリと回れ右し、こちらにトコトコと戻ってくる。


    　側そばまでやってきたオカッパ幼女に、トウテツが自分の頭をさすりながら抗議した。


    「痛たた……おい忌綺、【魔神】を踏んづける使徒がどこにいやがる」


    「ごめんなさいでしゅトウテツ男爵。ほんの出来心でしゅ」


    「マリオでももうちょっと優しく踏むぞ。角が曲がったらどうしてくれんだ」


    「トウテツ男爵のお角は、もともとグルグルでしゅ。……それより」


    　トウテツの苦情を脇わきに置いて、程なく忌綺の足が止まる。


    　彼女の目の前には、赤子を胸に抱いたヴァンパイア少女がいた。


    「な、何ですの？　ワンコ」


    　エルミーラさんの問いかけに答えることなく、忌綺はしげしげとシズマちゃんの寝顔を覗のぞき込んでいる。小さな鼻を、しきりにクンクンさせながら。


    「それは、麗斐墮の赤ちゃんでしゅか？」


    「え？　アナタ、麗斐墮のことを知って……」


    「当然でしゅ。麗斐墮は、キキのお友達……じゃなくて部下でしゅ」


    　その意外な一言に、エルミーラさんだけでなく俺も「部下っ？」と声を裏返していた。


    　……総勢六千からなる『奈な落らくの使徒』は、上から「将軍」「部隊長」「兵卒」というランクに分かれてヒエラルキーが構成されているという。


    　百人ほどの兵卒を、一人の部隊長が従え。


    　五、六人の部隊長を、さらに将軍が従えるという形。


    　それが彼らの基本的な組織体系らしい。割合でいうと大多数が兵卒であり、部隊長でも充分に幹部クラス。将軍ともなると、もはや大統領みたいな扱いなんだそうだ。


    （まさか麗斐墮レイダが、忌キ綺キの配下だったとは……）


    　俺がリアクションに困っていると、忌綺が改めてエルミーラさんを見上げた。そして短い両手を伸ばしながら、真ま面じ目めな顔で、園児将軍はとんでもないことを口走った。


    「エミラーレ、その赤ちゃんをこちらに渡すでしゅ」


    「は、はあっ？」


    　ぶしつけな要求に、エルミーラさんが目を見開く。俺も目を見開いていた。


    「確かにその子からは、麗斐墮の邪じや気きが匂うでしゅ。間違いなく麗斐墮の子でしゅ」


    「だからといって、どうしてアナタにシズマを渡さなくてはなりませんのっ？」


    「言ったはずでしゅ。麗斐墮はキキの部下だった使徒でしゅ。だったらそのシジュマも、キキの配下ということになるでしゅ。キキには──その子を保護する義務があるでしゅ」


    　……面倒臭いことになってしまった。


    　エルミーラさんばかりか、忌綺までもが、シズマちゃんの親権を主張し出してしまった。


    　さすがにこの展開は予想してなかった。忌綺にバレた以上、もう魅ミ怨オンと呪ジユ理リにも隠し通すのは難しいのでは……そんなことしか考えてなかった。


    　俺はシズマちゃんのパパ（仮）として、一体どうすればいいのか……そう憂ゆう悶もんしている間にも、エルミーラさんと忌綺は押し問答を続ける。


    「シジュマは、責任を持ってキキが育てるでしゅ。キキは今日からお姉さんでしゅ」


    「承服しかねますわ！　シズマは使徒である前に、ヴァンパイアですのよ！　これは『常とこ闇やみの血族』の問題ですわ！」


    「ヴァンパイアの前に、シジュマは使徒でしゅ。これは『奈な落らくの使徒』の問題でしゅっ」


    「大体、アナタだって子供でしょう！　育てられる側でしょう！」


    「キキはもう子供じゃないでしゅ！　これでも成体でしゅ！」


    「子供は子供ですわ！　育児の大変さを舐なめてますの!?」


    「キキなら大丈夫でしゅ！　お庭のヒマワリを咲かせた実績だってあるでしゅ！」


    　双方とも譲ゆずらず、ウゥ～と唸うなって睨にらみ合っている。


    　トウテツはというと、すでに俺のビジュアルに戻り、手をペチペチ叩いてヤブ蚊と格闘していた。今夜の【魔神】のバトルは、結局それだけだった。


    　……とにかく、こうしていても埒らちが明かない。


    　このまま口論がヒートアップすれば、しまいには取っ組み合いになる恐れがある。そうなればシズマちゃんも起きてしまうだろう。せっかく天使のように眠っているのに。


    （俺の家に行こう。日ひ出で夫おさんのマンションは、もう危険だ）


    　三さん姫きと同居していることがエルミーラさんにバレてしまうが、シズマちゃんの安全には代えられない。


    　魅ミ怨オンと呪ジユ理リの意見も聞いた上で、今後の対応を決めることにしよう。どのみち俺は、取り調べを受けている最中だったのだから。


    　──こうして「シズマちゃん問題」は、龍りゆう牙がたち主人公サイドより先に。


    　使徒サイドが、というか小こ林ばやし家が、深く関与することとなった。


    



    　　　　　　　　　　６


    



    　およそ十分後。


    　エルミーラさんとシズマちゃんを伴って帰宅した俺を見て、当然ながら魅怨と呪理はすこぶる困惑していた。


    「エ、エルミーラ＝マッカートニーっ？」


    「それにその赤ちゃんは、一いち郎ろう様の待ち受け画像の……」


    　事態が把握できず、玄関にてポカンと呆ほうける二人。そんな彼女たちは、忌キ綺キによる追い討ちの一言に、さらにポカンとする羽目になった。


    「魅怨、呪理。今日から三姫は、四姫になるでしゅ」


    「しつこいですわよワンコ。それに、シズマは男の子ですわ」


    　すかさずエルミーラさんが異議を唱え、またしても忌綺と険悪に睨にらみ合う。帰宅途中もずっとこの調子だった。


    　……とにかく事の次第を説明するため、みんなで茶の間へと移動する。


    　魅怨が全員分のお茶を用意したところで、まずエルミーラさんが口を開いた。


    「小林一郎。アナタ、いつから『奈な落らくの三姫』と同居してましたの？」


    　小林家に三姫がいることは、帰りの道すがら伝えてある。それを聞いてウチへの避難に猛反対する彼女の説得には、かなり苦労した。


    「そ、それほど前じゃないよ。こいつらはトウテツの配下だし、面倒を見る義務があるっていうか……みんなにはまだ黙っててくれ。いずれ時期を見て、ちゃんと打ち明けるから」


    「いささか納得できませんけど、今はそのことは棚上げにしておきましょう。ワタクシも今日から、この家でお世話になるのですから」


    　それを聞いた魅怨と呪理が、「えっ!?」と座ざ布ぶ団とんからお尻しりを浮かせる。


    　唖あ然ぜんとしている彼女たちに、俺はそうなるに至った経緯を一から語ることにした。すでにエルミーラさんからも許可は取ってある。


    　──麗斐墮レイダが人間界へ来てからの顛てん末まつ。


    　──赤あか鳥とり日ひ出で夫おという、ヴァンパイアのこと。


    　──そして、二人の子供であるシズマちゃんが、キュウキ陣営に狙ねらわれていること。


    　俺が洗いざらい白状すると、しばしの沈黙が訪れた。


    　魅ミ怨オンと呪ジユ理リが、しかめっ面つらで腕を組んでいる。エルミーラさんは警戒を解かず、赤子を抱いたまま離さない。忌キ綺キは先ほどからソワソワして、頻ひん繁ぱんにシズマちゃんをチラ見していた。


    　ちなみにトウテツは、とっくに俺の中に引っ込んで就寝している。何としても夢の続きを見るんだそうだ。


    「驚いたわね、使徒とヴァンパイアの子供なんて……」


    　ようやく感想を発したシラサギ少女に、すぐさまヴァンパイア少女が釘くぎをさす。


    「先に断っておきますけど、シズマの育児はワタクシがしますわ。アナタたち使徒の手は、一切お借りしませんから」


    「そんなのダメでしゅ。シジュマの面倒は、キキが見るでしゅ」


    「シズマの母は、ワタクシですわ！」


    「キキだって、シジュマのお姉さんでしゅ！」


    　相変わらず親権を巡って、激しく火花を散らし合う二人。


    　そんな中、やにわにシズマちゃんがモゾモゾと動いた。かと思うとたちまち手足をバタつかせ、大声で泣き始める。


    「お、起きてしまいましたの？　お願いだからオネンネちまちょうね」


    　エルミーラさんが懸命にあやすものの、シズマちゃんの泣き声は激しくなる一方だ。横から見守る忌綺も、気が気でないようにアワアワと狼狽うろたえていた。


    「泣かないでシズマ。どうしたのかしら……」


    「お腹が減ってるのよ」


    　魅怨が立ち上がり、途方に暮れているヴァンパイア少女に素っ気なく言う。そして、そのままクルリと踵きびすを返す。


    「粉ミルクはないけど、コンデンスミルクをぬるま湯で溶けば、とりあえずの代用品になるはずよ。ちょっと待ってなさい」


    　……程なくキッチンから戻ってきたシラサギ少女は、お盆にミルクの入ったカップとスプーンを載せていた。それをエルミーラさんの前に差し出すと、ぶっきらぼうながらも飲ませ方をレクチャーする。効果は抜群、たちまちシズマちゃんがスプーンにパクついた。


    　さすがはお母さん属性だ。こういうときは頼りになる。


    「飲み終わったら、背中をトントンと叩いてゲップをさせてあげて」


    「こ、こうですの？」


    　テキパキとした魅怨の指示に、セミナー受講者のごとく従うエルミーラさん。


    　やがて小さくゲップしたシズマちゃんは、先ほどの号泣が嘘うそのようにおとなしくなった。そればかりか、俺たちを不思議そうに見回したのち、何と笑顔になった。


    　その無む垢くな赤ちゃんスマイルに、魅ミ怨オンと呪ジユ理リが「うっ」とたじろぐ。きっと三さん姫きは、生の赤ちゃんを見るのなんて初めてなんだろう。


    「お、思ったより可愛いわね……」


    「今、私を見て笑わなかった？」


    「違うでしゅ。キキを見て笑ったんでしゅ」


    　早くも三姫が、シズマちゃんに陥かん落らくしつつある。その気持ちは分かるのだが、一つだけ言っておきたい。シズマちゃんは俺を見て笑ったのだ。絶対に。間違いなく。


    　使徒たちの熱視線を敏感に察知し、エルミーラさんが「渡すものか」とばかりにシズマちゃんを抱く腕にギュッと力を込める。


    　これは少し頂けない。シズマちゃんが苦しそうに顔を歪ゆがめているじゃないか。


    「エルミーラさん、あまり強く抱いちゃ駄目だ。また泣き出しちゃうぞ」


    「あ、ごめんなさいシズマ。痛かっ──」


    　エルミーラさんが腕の力を緩ゆるめた、一瞬の隙すきを突いて。


    　呪理のブロンドヘアーがザワザワと伸び、たちどころにシズマちゃんへと絡みついた。


    　直後にエルミーラさんの手から、スルリとシズマちゃんが奪われる。面食らう吸血鬼をよそに、赤子はあっという間にキングコブラ使徒の手に渡ってしまった。


    「な、何をしますの!?　シズマを返しなさい！」


    　豊満なＩカップに赤子を優しく抱いたまま、呪理が悪びれもせず言い放つ。


    「エルミーラ。そうやって無駄にピリピリするのはやめなさい。この子が泣いたのは空腹だけが理由じゃなく、貴女あなたの緊張を感じ取ったからだと思うわ」


    「そ、そんなこと……」


    「ほら、この子をご覧なさい。貴女に抱かれているときより、よっぽど嬉うれしそう」


    　確かにシズマちゃんは、またニコニコ顔に戻っていた。


    　取り戻すに取り戻せず、渋じゆう面めんで「ぐぬぬ」と呻くエルミーラさん。その反応を楽しむかのように、シズマちゃんに妖しく微ほほ笑えみかける呪理。


    「フフ、いい子ねシズマ。私好みの知的でクールな男の子に育ってね」


    　どうやら呪理は、知的でクールな男が好きなようだ。そりゃ鰉ヒガイ亜アがフラれるわけだ。


    　ご機嫌に笑っているシズマちゃんを見て、忌キ綺キが勝ち誇ったように胸を張る。


    「それ見たことかでしゅ。シジュマは、使徒に心を許してるでしゅ」


    「そんなはずありませんわ！」


    「潔いさぎよく敗北を認めるでしゅ。呪理、キキにも抱かせるでしゅっ」


    　しかし忌綺が抱っこすると、途端にシズマちゃんの顔が曇った。慌あわてて呪理に返そうとした彼女だが、間違って魅怨に渡してしまう。


    　すると、またシズマちゃんに笑顔が戻った。何とさっきよりニコニコ顔だった。


    「そ、そんなに私がいいの？　ふぅん、そう……ま、まあどうでもいいんだけど」


    　言葉とは裏腹に、魅ミ怨オンの頬ほおが緩ゆるんでいる。思いっきり母性をくすぐられている。


    　床に両手をついてヘコむ忌キ綺キ。エルミーラさんも同じくヘコんでいた。


    　……俺も抱っこしてみようか。パパ（仮）の俺ならば、きっと魅怨を凌りよう駕がするニコニコ顔となってくれるはずだ。絶対に。間違いなく。


    （初対面の魅怨に負けてたまるか。父の威厳を見せつけねば！）


    　俺が勝手に対抗心を燃やしていると。


    　ふと魅怨が真ま面じ目めな表情になって、隣の呪ジユ理リに囁ささやきかけた。


    「ねえ呪理。この子を抱っこして、改めて分かったんだけど……」


    「ええ。キュウキ様がご所望なされるのも頷うなずけるわ。確かにシズマには──大物の使徒になる素質があるようね。ともすれば、私たち将軍クラスに匹ひつ敵てきするほどの……」


    　やはりそうなのか。


    　シズマちゃんは将来、三さん姫きや八はつ傑けつにも劣らぬ猛も者さとなる可能性があるのか。こんなにも愛くるしい子が……未いまだに信じられない。


    　当然ながらキュウキは、まだシズマちゃんのことを諦あきらめていないだろう。憤ふん将しよう・鰉ヒガイ亜アも言っていた。「麗斐墮レイダの赤子は、必ず貰もらう」と。


    （この家だって敵にバレてる恐れはある。が、それでも一番安全な場所のはず）


    　俺とエルミーラさんに加え、三姫とトウテツ……最低でも二人がシズマちゃんから離れなければ、キュウキ陣営も簡単には手出しできまい。


    　そんな俺の思考をよそに、魅怨が今度はエルミーラさんを見み据すえる。


    「エルミーラ＝マッカートニー。あんたとシズマを匿かくまうこと、私たちに異存はないわ。それが一いち郎ろうくんの意思ならね。ただ……」


    「ただ、何ですの」


    「一つだけ確認させなさい。それで、いつまでこの状態を続けるつもり？　言っておくけど、シズマが使徒である以上──三年で成体になるわよ」


    「せ、成体？　つまり大人になるというコトですの？」


    「大人かどうかは分からないわね。老人かもしれないし、子供かもしれない。使徒の赤ちゃんを人間と同じように考えては駄目よ。シズマの成長がやけに早いことは……あんただって気付いてるんでしょ？」


    　……そういえば、前に聞いたことがある。『奈な落らくの使徒』には老若男女の様々な姿をした者がいるが、彼らは生後三年ほどでその外見となり、老化することもないのだと。


    （そんなに早く独り立ちしちゃうのか。そうか、だから麗斐墮は『三年』と……）


    　エルミーラさんによると、麗斐墮は死に際にこう告げてきたという。


    　──どうかこの子を守って……せめて三年だけでも──


    　三年という期間は、シズマちゃんが成体になるまでを意味していたのだろう。そうすればシズマちゃんは最低限、自分の身を自分で守れるようになるのだ。


    「忠告するわエルミーラ＝マッカートニー。今回のこと、あんたの仲間に相談しなさい」


    　魅ミ怨オンの思わぬ言葉に、エルミーラさんが「えっ？」としばたたかせる。


    「ずっと育児に専念し続けるなんて、現実的に不可能でしょ。こういうときに頼ってこその仲間じゃないの？　その程度の結束で、キュウキ様と戦えるの？」


    　突き放すような物言いだが、それは魅怨なりの気遣いに他ならなかった。


    　このままでは、エルミーラさんは【朱す雀ざく】としての使命を果たすことができない。事実上のリタイアとなってしまう。そんな事態は、魅怨も本意じゃないのだ。好敵手として。


    「あんたが欠けたことで、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がたちが負けるかもしれない。それでもいいの？」


    「そ、それは……」


    　メインキャラが、敵キャラに説教されている。しかも俺の説教より効いてるっぽい。


    「ウチで預かっている限り、もちろんシズマは守るわ。でも、もし火乃森サイドで預かるというなら、そうしてもらって構わな──」


    「そんなのダメでしゅ！　シジュマはキキが育てるでしゅ！　死シ寿ジユ魔マとして、立派な将軍に育て上げるでしゅ！」


    　たちまち癇かん癪しやくを起こした忌キ綺キを、呪ジユ理リが「めっ」とたしなめる。


    「ワガママ言わないの。貴女あなたの部下は麗斐墮レイダであって、シズマじゃないでしょ？」


    「麗斐墮は、とっても忠実な部下だったでしゅ！　勝手に人間界に行っちゃったけど、それまではキキのお世話をよくしてくれたでしゅ！　その恩返しをするでしゅ！」


    　地団駄を踏んで激げき昂こうするオカッパ幼女。が、魅怨もキッパリと首を横に振った。


    「そういう一人前なコトは、一人でお風呂に入れるようになってから言いなさい」


    「は、入れるでしゅ！」


    「嘘うそよ。ちゃんと百までお湯に浸かれないじゃない」


    「魅怨の一秒は長いでしゅ！　『い～～ち』って！　あれはすでに三秒でしゅ！」


    「とにかく、私たち三さん姫きがシズマに関与するのは、この家に匿かくまっている間だけよ。それ以降は与あずかり知るところじゃ──はう!?」


    　そこで魅怨が、変な声を上げた。


    　見ると、彼女が抱っこしているシズマちゃんが、一生懸命にシラサギ少女の胸をまさぐっていた。おそらくオッパイを求めているのだと思われる。


    「ひゃ、ちょっと、んっ……やめなさいシズマっ」


    　真っ赤になって身をよじらせる魅怨に、呪理が怒りも露あらわにテーブルをダンッと叩く。


    「魅怨！　貴女はまたそんなオイシイ役どころを……そういうのは私の担当でしょう！　私とタッチしなさい！　そして私にタッチさせなさい！」


    「な、何言ってんのよ呪ジユ理リ！」


    「シジュマ！　オッパイならキキのを吸うでしゅ！　キキのは多分、イチゴ味でしゅ！」


    「な、何言ってんのよ忌キ綺キ！」


    　大騒ぎする『奈な落らくの三さん姫き』を、エルミーラさんは呆あつ気けに取られたように刮かつ目もくしていた。こんな敵幹部たちの姿を、できれば見せたくなかった。


    　……それから間もなく。


    　とりあえず俺は妥協案として、エルミーラさんに「せめて無事でいることを龍りゆう牙がたちに伝える」という方針を何とか了承させた。


    「エルミーラさん。これ以上リューガたちに無駄な捜索をさせるべきじゃない。君の『常とこ闇やみの血族』としての責務は、シズマちゃんを守ることだけじゃないはずだ。この世界を守ることだって、君の重大な使命のはずだ」


    　そんな説得に渋々頷うなずいてくれたものの、ヴァンパイア少女は大いに不ふ貞て腐くされていた。


    　同様に、姉を却きやつ下かされたオカッパ幼女も大いに不貞腐れていた。
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    　エルミーラさんとシズマちゃんを、小こ林ばやし家に招いたその翌朝。


    　学校へ着くなり、俺は早速メインキャラ全員を屋上に集め、「エルミーラさんの居場所が判明した」と報告をした。もちろん詳細は伏せて。


    「エ、エルが見つかった!?　本当か一いち郎ろう！」


    「どこにいたんですか小林さん！」


    「あいつは無事なのか小林！」


    「まさか留置所じゃないよねイッくん！」


    　一斉に驚き、一斉に詰め寄ってくる龍りゆう牙が、雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、黒くろ亀がめさん。まるで報道記者のようだった。


    （今まで気にしたコトなかったけど、俺への呼称ってみんな違うんだな……それぞれの性格が出てるっていうか）


    　ちなみに俺は、三さん姫きからは「一郎くん」「一郎様」「一郎男爵」と呼ばれている。トウテツからは「旦那」、コントンからは「坊主」、キュウキからは「小林少年」と呼ばれている。


    　エルミーラさんに至っては、「小林一郎」とフルネームで呼んでくる。そしてシズマちゃんからは「パパ」と呼ばれている（予定）。


    　まあ、こだわりはないので好きに呼んで欲しい。


    　四人からの注目を一身に受けつつ、俺はコメントに注意しながら説明する。


    「まず最初に言っておく。エルミーラさんは、ピンピンしている」


    　一同の間に、ホッとした空気が広がった。多分これが一番確認したかったことだろう。


    「ただ、ちょっと状況が複雑で……すぐにはみんなの元へ戻ってこれないんだ。そして申し訳ないけど、俺は事情を話すことを禁じられている」


    「それはやっぱり……使徒が絡んでいるのか？」


    　龍牙が男の子バージョンで、声を潜めて訊きいてくる。屋上には他に人影はないのだが、それでも慎重を期したのだろう。


    「確かに使徒が絡んでるんだけど、それほど深刻なことじゃないよ。別にキュウキ側についたワケじゃないし、みんなの敵になったというワケでもない」


    「よかった……エルミーラさんは正気のままなんですね」


    「ホント、一安心だよお。エルちゃんと戦うことになるなんて、絶対イヤだもん」


    　笑顔を交わし合って喜んでいる、『祝命の巫み女こ』と『星せい壁へきの守もり人びと』。


    　一方で『斬ざん舞ぶの剣士』だけは自身の顎あごを摘つまみ、難しい顔で地面を見詰めていた。


    「いずれにしてもエルミーラは、孤立無援の状態というわけだろう？　これからは小こ林ばやしのフォローがあるとはいえ、私たちにも何か協力できないのか？」


    「俺もみんなに相談するよう、説得してはいるんですけど……知っての通り、かなり頑固なヴァンパイアでして」


    　俺が嘆息すると、彼女たちも揃そろって嘆息した。少なからず俺の厄やつ介かいな立場を汲くみ取ってくれたようで、非常に恐縮である。


    「小林さん。一度だけでも、何とかエルミーラさんに学校へ来てもらうことは……」


    「それも今は難しいかな……彼女は現状、身動きが取れないんだ」


    　エルミーラさんは三さん姫きを警戒し、片時もシズマちゃんの側そばから離れようとしない。それが気に入らない忌キ綺キと、今朝も一ひと悶もん着ちやくあったばかりなのだ。


    　でも、その問題は遠からず解決すると思う。三姫がシズマちゃんを凶暴な使徒にする気などないことは、エルミーラさんも薄々分かっているはずだから。


    「とにかくエルは無事で、俺たちの敵になったわけでもない──それが分かっただけでも充分だよ。一いち郎ろう、本当にありがとう」


    　頭を下げてきた龍りゆう牙がに、俺は親指を立ててニカッと笑ってみせる。


    「いいってコトよっ。俺はお前のダチだからな。一緒に戦う力はないけど、ただの一般人だけど、せめてこれぐらいの手助けはさせてくれ」


    　そう言うと、龍牙たちはポカンとした。「え？　何言ってんの？」という表情だった。


    　……やはりみんな、もう俺を日常専門のサブキャラとは見ていないようだ。分かっていたことだが、改めてヘコんでしまう。


    　──小林少年が脇わき役のままでいることは、多分できないと思うよ──


    　──この際もう奪っちゃいなよ。主人公の座を──


    　昨夜、【魔神】キュウキから電話でそう告げられて以来、俺はずっと動揺していた。あの声が頭にこびりついて離れなかった。


    　あえて「友人キャラ」をアピールしてしまったのも、実はそんな不安からだ。きっと今のセリフは、自分自身にも言い聞かせたのだ。結果的に自爆したが。


    （クソ、我ながら女々しい行為をしちまったぜ……キュウキに言われたから何だってんだ。そんなコトで俺のサブキャラ魂がグラついてたまるかよ！）


    　グラグラしている魂を無視して、とりあえず報告を結ぶことにする。


    「そういうワケで、もう『エルミーラさん捜索』はおしまいにしよう。本当にマズい状況になったときは必ず伝えるから、それまでは俺に任せてもらえないかな」


    　みんなが頷うなずくと同時に予鈴が鳴ったので、そこで俺たちは解散した。


    　ここにいる面々はそれぞれクラスが違う。雪ゆき宮みやさんは二年Ｃ組。蒼あおヶが崎さきさんは三年Ａ組。黒くろ亀がめさんは二年Ｅ組だ。


    　そして俺と龍りゆう牙がは二年Ｂ組。ちなみにエルミーラさんもウチのクラスである。


    （家に帰ったら、エルミーラさんの説得を続けないとな。いつまでも使徒サイドだけで話を進めるワケにはいかねえ）


    　今回のエピソード、主人公サイドがずっと蚊帳かやの外なのが非常にモヤモヤする。早く彼女たちを絡ませたい。特に龍牙を。


    　龍牙と一緒に教室へ戻ってくると、着席する前に一つだけ訊きいておく。


    「それでリューガ、杏きよう花かちゃんの容態はどうだ？　捜索もなくなったことだし、今日か明日辺り見舞いに行っていいか？」


    「……それなんだけどね、一いち郎ろう」


    　と、彼女の顔がやけに曇った。僅わずかに逡しゆん巡じゆんしたのち、気まずそうに二の句を継ぐ。


    「容態は、一時期よりはマシになったと思う。相変わらず熱が下がらなくて、お医者さんも原因が分からないみたいだけど……でも、それより気にかかることがあって」


    「ど、どうした」


    「杏花に言われたんだ。『小こ林ばやしさんは呼ばないで』って」


    「へっ？」


    　唐突な面会拒否の通達に、思わず間抜けな声を返してしまう。


    　何で？　どうして？　俺、杏花ちゃんに何か嫌われるようなことしたっけ？


    　即座に記憶を漁あさってみたが、それらしき事案は見つからなかった。せいぜい女騎士コスプレをした龍牙に、オークに扮ふんして襲いかかるという寸劇を見られ、「何してるの二人とも……」と引かれたことくらいだ。


    「ドワーフに扮するべきだったのか……？」


    「何のコトか分からないけど、違うと思うよ」


    　俺の独り言にツッコミを入れたのち、龍牙は気を回すように微ほほ笑えんできた。


    「近いうちに理由を聞き出しておくからさ、少しお見舞いは待ってくれる？　大丈夫、別に一郎を嫌ってるような感じじゃないから」


    　そう言われては、こちらとしてはどうしようもない。神妙に沙さ汰たを待つしかない。


    （エルミーラさんとシズマちゃんの件に、キュウキの件に、杏花ちゃんの件……色々と悩みが尽きねえな）


    　……そんな諸問題に悶々としているうちに、いつしか放課後になっていた。


    　妹を看病するため早々に帰ってしまった龍牙と同様、俺も急ぎ足で自宅へと舞い戻る。またエルミーラさんと忌キ綺キが揉もめていないか……それが心配だった。


    　加えて、早くシズマちゃんに会いたかった。


    



    　脇わき目めも振らずに家へ戻ってくると、驚くべき光景が俺を待っていた。


    　茶の間にはエルミーラさん、三さん姫き、さらには家で留守番させていたトウテツまで勢揃そろいしている。その中心にいるのは言うまでもなく、我が家の天使・シズマちゃん。


    　何とそのシズマちゃんが──ハイハイをしていたのだ。


    「小こ林ばやし一いち郎ろう！　見て！　シズマが……シズマが！」


    　エルミーラさんが俺の胸ぐらを掴つかみ、ガクガクと揺さぶってくる。首が絞まって苦しかったが、そんなことは二の次だった。だってハイハイしてるんだもの！


    （これも成長が早いせいか？　ハイハイなんて、もう少し先だと思ってたのに……！）


    　さすがは使徒だ。もはや「赤ちゃん」と呼ぶのは失礼かもしれない。「赤さん」と呼ぶべきかもしれない。


    　シズマちゃんが「あぅあぅ」と言いながら、畳の上を這はいずっている。取り囲む俺たちを見回し、誰のところへ行こうか迷っている。


    　全員がそれを察したとき。たちまち茶の間は勝負の場となった。


    「シズマ！　おいでなさい！　ママはここでちゅよ！」


    　両手を広げて、必死に呼びかけるヴァンパイア少女。


    「シジュマ！　キキのとこに来るでしゅ！　姉はここでしゅ！」


    　負けじとブンブン手招きするエゾオオカミ使徒。


    「シズマちゃ～ん。綺き麗れいなお姉さんは好きよね～。男の子だもんね～」


    　ブラウスのボタンを三つほど外し、胸の谷間を強調するキングコブラ使徒。


    「わ、私のとこへ来てもいいんだからねっ」


    　あえてそっぽを向きツンツンしてみせるシラサギ使徒。


    「来いシズマ！　同じ赤ちゃんとしての志を持つ、この俺の元へ！　バブバブ！」


    　よく分からない仲間意識に訴えかける【魔神】。お前も参加するのかよ。


    （負けられねえ……この勝負、勝つのは俺だ！）


    　一同とは対照的に、俺は静かに両手を広げ、無我の境地でただ待ち構えた。


    　……大丈夫。シズマちゃんはきっと来る。きっと来る。俺にはその天使が見える。


    （さあ来い！　這い寄れシズマちゃん！）


    　そしてシズマちゃんは──果たして俺のところへ来た。マジで来た。


    　みんなが激しくヘコむ中、俺は震える手を伸ばし、その小さな体を抱き上げる。涙で視界がボヤけていた。


    　ところが、驚きよう愕がくと感動はそれだけじゃなかった。


    「ぱぁ、ぱぁ」


    　俺を見て、シズマちゃんがそう言ったのだ。決して聞き間違いなどではない。確かにそう言ったのだ！


    「お、おおおお！　パパって！　パパって言ったあああ！」


    　俺は立ち上がると、シズマちゃんを優勝カップのように掲げた。その場でグルグル回転してやると、シズマちゃんがキャッキャと喜ぶ。この子は高い高いが好きなのだ。


    「予定していたパパ呼びが、こんなにも早く達成されるとは！　これはもう養子にするしかねえ！　ワイはパパや！　プロファーザーパパやああ！」


    「旦那、子持ちの友人キャラはマズいっス」


    「そもそも今、本当に一いち郎ろうくんをパパって言ったの？」


    「一郎様はパーだと言ったのでは……」


    　ツッコミを入れてくるトウテツ、魅ミ怨オン、呪ジユ理リ。その一方で、エルミーラさんと忌キ綺キはまだ諦あきらめていなかった。


    「も、もう一勝負ですわ！　こんな結果、納得がいくものですか！」


    「そうでしゅ！　きっとインチキでしゅ！　金品贈与の疑いがあるでしゅ！」


    　そんな敗者の遠とお吠ぼえなど、俺には聞こえていなかった。


    　帰宅するまで抱えていた様々な憂ゆう鬱うつが、一気に吹き飛んだような気分だった。
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    　それから二日間は、何事もない状況が続いた。


    　キュウキ陣営の動きも特になく、小こ林ばやし家は平穏そのもの。龍りゆう牙がは妹さんの看病に専念し、ヒロインズは日替わりで街のパトロールに従事。俺はエルミーラさんの件を一任されており、放課後はフリーにしてもらえた。


    （この前はパパと呼ばれて舞い上がってしまったが、実際問題このままってワケにもいかねえよな……差し当たっての打開策は、キュウキを倒すことなんだけど）


    　そうすれば、シズマちゃんへの脅威はなくなる。


    　そのためにも本当は、協力者が多いほどいいのだ。だからこそ龍牙たちにも絡んでもらいたいのだ。


    （俺だけでなく魅怨にも諭されて、エルミーラさんはかなりグラついている。あともう一息で説得できるはずだ）


    　共同生活が功を奏してか、エルミーラさんは少なからず三さん姫きへの認識を改めつつある。その証しよう拠こに、彼女たちからシズマちゃんを遠ざけようとすることがなくなった。


    　シズマちゃんがウチの居い候そうろうたちに懐なついていることも、大きな理由と言えるだろう。


    　特にこの二日は、忌綺の巻き返しが目覚ましい。最初こそシズマちゃんからの印象がイマイチだったオカッパ幼女だが、今ではかなりの高順位につけている。


    （俺が見る限り、我が家におけるシズマちゃんの『お気に入りランキング』は、現在こんなところか）


    　──まずトップは、エルミーラさん。


    　何だかんだいって、やはりシズマちゃんは彼女に全幅の信頼を寄せていた。それは決して過ごした時間の長さだけじゃない。強い愛情を感じ取っているからだろう。


    　──二位と三位は同率で、魅ミ怨オンと忌キ綺キ。


    　お母さん属性の魅怨はともかく、忌綺がここまで追い上げたのは驚きだ。シズマちゃんと精神年齢が一番近いことが要因ではないかと、俺は睨にらんでいる。


    　──四位と五位はこれまた同率で、俺と呪ジユ理リ。


    　一時は『パパ』の称号を掴つかみ取った俺だが、その後は低迷している。大した芸を持たない俺に比べて、呪理にはＩカップという強力な武器がある……俺の方が形勢は不利だ。


    　──そして最下位は、ぶっちぎりでトウテツ。


    　シズマちゃんは【魔神】が近付くと、その頭をポカポカ叩く。耳や鼻を引っ張り、角つのをしゃぶる。オモチャかペットだと認識しているのかもしれない。


    （とはいえ、テッちゃんも嫌われてはいない。シズマちゃんは全員のことが好きなんだ。喧けん嘩かすれば大泣きするから、今やエルミーラさんと忌綺もすっかり対立を控えてるし）


    　使徒もヴァンパイアも【魔神】も人間も、シズマちゃんのためなら協力し合えるのだ。


    　このままエルミーラさんがトウテツ陣営と打ち解ければ、彼女をパイプにして龍りゆう牙が陣営との和解が促進できるかもしれない。


    　無力な赤子を守るため、主人公サイドと敵サイドが一時的に団結・共闘する……そんな展開になってくれれば、第三部も盛り上がることだろう。


    　──そんなことを考えながら、小こ林ばやし家は今日も平和に夕食を終えた。


    「魅怨。アナタ、料理が上じよう手ずですわね。どこで覚えましたの？」


    「異界よ。あっちは人間界に比べて食材が少ないから、調理方法が重要なの。基本的に使徒って『食』に無む頓とん着ちやくだけど、私はできるだけ部下には美お味いしいものを──」


    　全員の食器を持って、魅怨とエルミーラさんがキッチンへと消えていく。


    　皿洗いは、同居人となったヴァンパイア少女に課せられた仕事だ。それに毎日付き合ってあげるシラサギ使徒は、つくづく面倒見がいいと思う。


    　呪理は風呂へと行ってしまい、茶の間に残ったのは俺と忌綺とシズマちゃん。


    　トウテツはまた徹夜でゲームをする気らしく、夕方からずっと寝ている。懲こりずにダークドラゴンが村を襲ってきたそうだ。


    「シジュマ、見るでしゅ。こっちがベルベロン、こっちがウジャランガでしゅ」


    　茶をすすっている俺の横で、忌綺がオモチャ箱から二体のソフビ怪獣を取り出し、せっせとシズマちゃんの前に並べてみせる。


    　お姉さんとしての自覚が芽生えたからか、ここ数日の忌綺は好き嫌いを言わなくなった。今日もホウレン草を、文句も言わず全部食べていた。


    「いきなり全怪獣を覚えるのは、幼いシジュマには不可能でしゅ。だからまずは、この二体だけを覚えるでしゅ」


    　シズマちゃんが意外と興味深げに、地底怪獣ベルベロンと氷河怪獣ウジャランガを見詰めている。しきりに「べぅべぅ」と言っているので、ベルベロンの方を気に入ったらしい。


    　そんな赤子を見て満足げに頷うなずき、次いでオカッパ幼女はリモコンでいそいそと今週の『スペクタクルマン』の録画を再生してみせた。


    　ややあってテレビ画面にＯＰ映像が流れ、銀色の巨大ヒーローが現れる。


    「そしてこれが、憎むべきスペクタクルマンでしゅ」


    「憎ませるな」


    　突っ込んだ俺を、続けて忌キ綺キが指差してくる。


    「そしてこれが、犠ぎ牲せい者のオッサンでしゅ。怪獣に踏み潰つぶされる、憐あわれな一般市民でしゅ」


    「『役』をつけろ！　オッサンを笑う者は、オッサンに泣くぞ！」


    　俺のクレームを聞き流し、忌綺は自分の膝ひざにシズマちゃんを座らせ、テレビを観賞し出してしまった。暴れ出した画面の怪獣に、これでもかとドヤ顔をしている。


    　その姿はまさに仲のいい姉弟のようだ。惜しむらくは、どちらも人じん外がいであることだが。


    　……しばし俺も『スペクタクルマン』に見入っていると、やがて魅ミ怨オンとエルミーラさんが戻ってきた。俺の肩を叩いてきたので、何か話があるらしい。


    「どうした？」


    「一いち郎ろうくん。さっき……裏の庭に使徒がいたわ」


    　真剣な面おも持もちでそう言った魅怨に、俺は小さく息を呑のむ。


    「まさか、襲撃かっ？」


    「多分違うわ。一体だけだったし、私が倒しにいく前に邪じや気きが消えちゃったから。どうも偵察に来ただけっぽいわね」


    　やっぱり、すでにバレているのだ。エルミーラさんとシズマちゃんを、この家に匿かくまっていることが。


    　今度から庭にトラップでも仕掛けておこうか……と思案していると。


    　赤いウェーブヘアーを指でクルクル弄もてあそびつつ、エルミーラさんが疑問を呈してきた。


    「キュウキは、何体くらいの使徒を従えているのかしら。これまで倒しただけでも、もうかなりの数になりませんこと？」


    　言われてみれば確かにそうだ。キュウキ陣営は、驚くほど手て駒ごまが潤沢である。


    　月げつ翔しよう館かんとの対抗戦では、足止めとして約六十体の使徒を。


    　先日の鰉ヒガイ亜アによる襲撃では、約三十体の使徒を。


    　そこに他の細かい戦闘も含めれば、俺が知るだけでも総計で百体以上は失っているはず。だが、それでキュウキの手駒が打ち止めになったとは考えにくい。


    （人間界には、まだこんなに使徒が潜んでたのか……捜しても全く見つからなかったのに）


    　それだけ従う使徒が多いということは、どうやら【魔神】キュウキには高いカリスマ性があるようだ。あんな子供みたいなキャラなのに……ウチの【魔神】とは大違いである。


    「キュウキ様が大量の使徒を抱えているのは、罵バ乱ロンや鰉ヒガイ亜アといった将軍クラスの存在が大きいわ。もともと『奈な落らくの八はつ傑けつ』は、自分の部隊を率いて人間界へ来ているから」


    　魅ミ怨オンの意見に、俺は納得がいかず首をひねる。


    「でも、ここまで見事にキュウキにつくものか？　今回は三体も【魔神】が復活してるんだから、お前らみたいに他の主人を選ぶ使徒がいてもいいはずだろ？」


    　トウテツはともかく、コントンはそんなに人望がないのだろうか。ロリコンだからか？


    「理由としては、もう一つあるわ。キュウキ様に従えば……使徒たちには『あるメリット』があるの。だから複数の【魔神】様がご復活なされたとき、キュウキ様に多くの配下が集まることは予想できた」


    「メリット？　何だよそれ」


    　尋ねてみたものの、魅怨が返答に詰まっている。俺とエルミーラさんを交互に見て、何やら躊ちゆう躇ちよするように口をモゴモゴさせている。


    　二十秒ほどの沈黙を置いて、シラサギ少女は観念したように口を開いた。


    「本当は言いたくないんだけど。【魔神】様の能力を口外するなんて、将軍失格だから」


    「…………」


    「でも仕方ないわ。今の三さん姫きにとって、キュウキ様は敵なんだから。秘密を漏らしたのは私の独断であって、呪ジユ理リと忌キ綺キは無関係だというコトにしてね」


    「心配すんな。どのみちテッちゃんから聞けば同じことだ」


    「じゃあ言うけど……キュウキ様は、『使徒を復活させる能力』を持っているの。使徒たちはその恩恵に与あずかりたいのよ」


    「使徒を、復活させる？」


    「人間界において、使徒は死ぬことがない。倒されれば魂こん化かして異界に送還され、二百年ほどかけてまた自己の肉体を取り戻す──それはエルミーラたちも知ってるんでしょ？」


    　ヴァンパイア少女が「ええ、聞いてますわ」と首しゆ肯こうする。


    　忌綺は我関せずとばかりに、相変わらずテレビにかじりついていた。画面に映っている怪獣のデータを、得意満面でシズマちゃんに詳しく教えてあげている。


    「キュウキ様は、使徒の魂をすぐに甦よみがえらせることができるの。再び倒されれば、通常通り二百年ほど眠ることになるけど……一度だけペナルティーを無効にできるってことね」


    　要するにキュウキの配下は、一回とはいえコンティニューが可能だということか。


    　なるほど。従う使徒が多いのも頷うなずける。それは彼らにとって、かなり大きなメリットだ。そしてこちらにとって、かなりのデメリットだ。


    「いい？　一いち郎ろうくん、エルミーラ。仮にキュウキ様の配下が、二百体いるとすれば……私たちは事実上、倍の四百体を相手にしなければならないということよ」


    「一体の使徒を、二度倒す必要があるわけか」


    　それはすこぶる難儀だ。しかも向こうには、複数人の将軍クラスがいるのだ。


    　つまり憤ふん将しよう・鰉ヒガイ亜アも、一度やっつけるだけでは駄目であり。


    　蒼あおヶが崎さきさんが倒した奸かん将しよう・罵バ乱ロンとも、おそらく再び戦うことになるのだ。


    「それが事実ならワタクシは……このまま戦線を離脱するワケにいきませんわね」


    　深刻な顔で床を見詰めながら、エルミーラさんがポツリと呟つぶやく。


    　きっと彼女も痛感したのだろう。キュウキという【魔神】が、思った以上に厄やつ介かいな相手であることを。血族の体面にこだわり、本来の戦いを欠勤している場合じゃないことを。


    　エルミーラさんが仲間の元へ戻るのは、これで時間の問題……だが俺はこの時、別のことを考えていた。キュウキの能力による俺たちのデメリットではなく、俺たちのメリットを。


    「なあ魅ミ怨オン、エルミーラさん」


    「何？　一郎くん」


    「何ですの小こ林ばやし一郎」


    「そのキュウキの力を使えば──麗斐墮レイダを甦よみがえらせることができるんじゃないか？」


    　二人がはたと俺を刮かつ目もくする。気付けば忌キ綺キまでもがこちらを見ていた。


    「どうだ魅怨。可能性はあるか？」


    「あ、あり得なくはないと思うけど……それはキュウキ様が、麗斐墮の魂を回収していることが前提ね。たとえ回収していたとしても、使徒であることを放棄した麗斐墮を、キュウキ様が甦らせるかどうか……」


    　過剰な期待はできないということか。


    　でも、それでいい。僅わずかでも望みがあるなら充分だ。


    　……エルミーラさんと忌綺が、複雑な表情でシズマちゃんを見詰めていた。


    　二人の気持ちは分かる。もしも麗斐墮が復活したなら、当然ながらシズマちゃんを返さなくてはならない。本当のママは、麗斐墮なのだから。


    　そうなれば俺たちはお役御免。シズマちゃんとも今こん生じようの別れになるかもしれない。


    （そりゃ、もちろん俺だって寂しいけど……シズマちゃんにとっては、それが一番幸せな形のはずだ。仮にもパパと呼ばれた以上、俺は最良の道を目指さねばならない）


    　そう決意を新たにしたところ、風呂から上がった呪ジユ理リが茶の間に戻ってきた。


    「ふう、いいお湯だったわあ。もう一度浸り直せばよかったかしら」


    　濡ぬれたブロンドをタオルで押さえつつ、上機嫌で俺たちの側そばに腰を下ろしてくる爆乳お姉さん。シルクのキャミソールがやたら艶なまめかしかった。


    「一郎様、先にお風呂を頂きました。今日の入浴剤はラベンダーですよ」


    「それより呪ジユ理リ、ちょうど今キュウキの能力について──」


    「あ、そうそう。ノゾキ魔がいましたので、成せい敗ばいしておきました」


    「え？」


    「キュウキ様の配下と思われる、カメレオン型の使徒です。全裸で庭に出たお陰で、湯冷めしてしまうところでした」


    　……それは先ほど魅ミ怨オンが言っていた、偵察目的らしき使徒のことか。


    　そいつの邪じや気きが消えたのって、呪理に倒されたからだったのか？　というかこの爆乳お姉さん、スッポンポンで外に出たのか!?


    「何も全裸で倒しにいくコトねえだろ！　お前は露出癖まであんのか！」


    「使徒も驚いてました。ついでに、裏隣の平ひら野のさんも驚いてました」


    「見られてんじゃねえ！　裏隣の平野さんに！」


    「ご心配なく。使徒を始末するところは見られておりませんので」


    「本当だろうな……」


    「はい。ご挨あい拶さつもしておきました。『こんばんは。まだまだ暑いですね』と」


    「全裸でか！」


    「はい。ちょうど庭に私の下着が干されてあったので、その場で穿はいてきました」


    「平野さん大パニックだろうが！」


    　ちなみに平野さんは、裏隣にあるボロアパートに住む独身会社員である。一年前に越してきたばかりの人で、あまり話したことはない。


    　町内のゴミ拾い活動にも積極的に参加している、善良そうなお兄さんだ。年の頃は二十代後半で、そこそこ有名な大学を出ているらしい。


    　高校生の一人暮らしだった小こ林ばやし家に、どんどん女の子の住人が増えていき、今や赤ん坊までいることを……平野さんはどう思っているんだろうか。
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    「ああ。キュウキの能力のことなら、俺もコントンから聞いてるよ」


    　翌日の放課後。教室で龍りゆう牙がに【魔神】キュウキのことを切り出してみると、彼女はすでにその情報を把握していた。


    　いつもなら即座に帰宅する龍牙だが、今日はのんびりと帰り支度をしている。杏きよう花かちゃんの容態が小康を保っていることで、久し振りに俺と寄り道して帰ることになったのだ。


    「そっか、もう知ってたのか。なかなか面倒だよな、使徒を二度倒す必要があるなんて」


    「確かにね。特に警戒しなきゃいけないのは、やっぱり将軍クラスの使徒かな。判明しているだけでも罵バ乱ロンと、あと鰉ヒガイ亜アだったっけ？」


    「ああ。コイ型の、常時キレてる奴やつ──という話だ」


    　憤ふん将しよう・鰉ヒガイ亜アに関することは、もちろん龍りゆう牙がたちに伝えてある。


    　ただし俺は、それをエルミーラさんから聞いたことにしている。実際に鰉亜と会ったことを話すと、色々と口を滑らせてしまいそうだから。


    「ところでリューガ。杏きよう花かちゃん何か言ってたか？　俺に会いたくない理由について」


    「ゴメン。何度も訊きいてはいるんだけど、答えてくれなくて……最近はコントンまで表情が暗いし、火ひ乃の森もり家は何だか空気がどんよりしてるよ」


    　龍牙が溜ため息いきをつき、自分の肩をトントン叩く。気疲れから肩凝りになっているようだ。


    （コントンのオッサンまで暗いのか。騒がしい小こ林ばやし家とは正反対だな）


    　火乃森杏花を器にしている【魔神】コントンは、宿主のことを溺でき愛あいしている。いつまでも杏花ちゃんが臥ふせった状態では、悲嘆に暮れるのも無理はないか。


    「リューガ。前にも言ったけど、あまり思い詰めるなよ？　杏花ちゃんはともかく、エルミーラさんのことなら大丈夫だから。近いうちに説得できるはずだ」


    「うん。よろしく頼むよ。俺はもう、エルのことはそれほど心配していないから。一いち郎ろうがフォローしてくれてるなら、そっちは大丈夫だと思ってる」


    「信頼してくれるのは嬉うれしいけど……過度な期待はやめてくれよ？　俺は本来、お前のケアが専門なんだからな？　そのための存在なんだからな？」


    　ムキになって念を押すと、龍牙は苦笑しながら肩をすくめた。


    「ふぅん。一郎は、俺のケアが専門なんだ」


    「ああ。主に日常パートから、お前を愉快に支えるお仕事だ」


    「じゃあ、あとでちょっと甘えてもいい？」


    「赤ちゃんプレイか？」


    「恋人プレイだよ！」


    　思わず声を張ってしまい、龍牙が慌あわてて口を押さえる。幸いにも教室には数人しか残っておらず、こちらを窺うかがってきた者もいなかった。


    「それじゃあ一郎、行こうか」


    　鞄かばんを持って席から立ち上がった龍牙に、俺は「ああ」と応じて追従する。


    　……実は本日の寄り道は、街に繰り出してデートするという類たぐいのものじゃない。今から俺たちが向かうのは、央おう明めい高校の保健室である。


    　そう。呪ジユ理リの様子を見にいくのだ。養護教諭・蛇へび塚づか先生の存在は、すでに雪ゆき宮みやさんから仲間たちへと伝わっており、その働きぶりを抜き打ちで確認しにいくのだ。


    　今では龍牙も、三さん姫きが他の『奈な落らくの使徒』とは違うことを理解してくれている。


    　とはいえ学校に使徒が潜入しているとなると、視察しておきたいのは当然だろう。龍牙にとっては、呪理もまた悩みの種の一つなのだ。


    （まあ呪ジユ理リは、養護教諭を天職だと言ってたから……ちゃんと働いている姿を見れば、リューガの懸け念ねんも少しは解消されるだろう）


    　校舎の一階へと降りた俺たちは、そのまま保健室の前までやってきた。


    　ノックしてから静かに扉とびらを開くと、果たしてそこに白衣のキングコブラ使徒がいた。


    「あら、小こ林ばやしくんに火ひ乃の森もりくん。いらっしゃい」


    　デスクで書類整理をしていた蛇へび塚づか先生が、キャスター付きの椅い子すをクルリと回転させてこちらへ向き直ってくる。白々しくも名字で呼んできた。


    「どうかした？　気分でも悪いのかしら？」


    「いや、お前が真ま面じ目めに養護教諭やってるかどうか見にきたんだよ。とりあえず一いつ旦たん、蛇塚先生をやめろ」


    「もう一いち郎ろう様、公私はちゃんと分けたいと言っておりますのに」


    　俺が扉を閉めるなり、呪理が仕方なく通常バージョンに戻る。優雅に組まれたスラリと長い脚に、不覚にも目を奪われてしまった。


    「今日は訪問者ゼロか？　いつもは行列ができるほど繁盛してるだろ」


    「放課後は大体こんなものです。つい先ほどまでは、三年生の男子が来ていましたよ。常連さんの一人なのですが、『一度でいいからデートして下さい』としつこくて」


    「そんな不届き者がいるのか……」


    「困ったものです。生徒会の佐さ々さ木きくんにも」


    　佐々木さんだった。


    　かつて月げつ翔しよう館かんメンバーとして俺たちと試合した、不幸にもトウテツと対戦してしまった、俺を雑ざ魚こキャラ扱いしてくれる理解者・佐々木洋よう介すけさんだった。


    （もう少し早く来るべきだった。また嘲ちよう弄ろうしてもらえたかもしれないのに……）


    　俺がガッカリしていると、やおら隣の龍りゆう牙がが一歩進み出た。真まっ直すぐに呪理を見詰め、凛り々りしい主人公モードのまま話しかける。


    「呪理。月翔館との対抗戦では世話になったね」


    「あら、何かあったかしら？」


    「使徒の集団の殲せん滅めつに、手を貸してくれただろ。君と、忌キ綺キが」


    「フフ。別に手を貸した覚えはないわ。あれは三さん姫きとしての仕事を果たしただけ……私、職務には忠実なの」


    　嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんで、呪理が足を組み替える。タイトスカートの丈が短いので、かなり際どかった。佐々木さんが通いたくなるワケだ。


    「一つ訊きいていいかな呪理。どうしてウチの学校で働こうと思ったんだ？」


    「ここにいれば何かあったとき、迅速に一郎様のお役に立てるでしょ？　知っての通り、私の主人はトウテツ様……その器であられる一郎様をお守りするのも、私の職務なの」


    「一いち郎ろうと、テッちゃんのためか……」


    「テッちゃんって呼ぶのやめてくれる？　仮にも偉大なる【魔神】様なのよ」


    　呪ジユ理リが不服を表明したが、テッちゃん呼びはトウテツ本人が希望していることだ。


    　ただし龍りゆう牙がは、トウテツが目の前にいるときはニックネームで呼ばない。何な故ぜかトウテツがいないときだけ「テッちゃん」と呼ぶのだ。


    　これもツンデレの一種なんだろうか。それとも火ひ乃の森もりの人間としての、そして主人公としてのけじめなんだろうか。


    「とにかく、君がちゃんと養護教諭をやっていることは分かったよ。大きなトラブルを起こさない限り、ひとまず俺としては黙認しようと思っている」


    「あら、使徒を簡単に信用していいのかしら？　『龍神の継承者』さん」


    「君たち『奈な落らくの三さん姫き』は、テッちゃ……トウテツの配下なんだろ？　同時に一郎の配下でもあるんだろ？　だったらまずは信用してみようと思う。分かり合うためには、まずこちら側が誠意を見せないと」


    「フフフ。貴女あなた、意外と寛容なのね。素敵なトコあるじゃない」


    　呪理が妖しく笑い、ふと椅い子すを立つ。そして龍牙に歩み寄る。


    　そのまま背後へと回り、さらには両肩に手を置いてきたキングコブラ使徒に、しかし龍牙は何ら対応しなかった。顔色一つ変えず、ただ前を見詰め続けている。


    「剛胆なのは結構だけど、少し迂う闊かつじゃない？　あっさり後ろを取らせるなんて」


    「君に殺気がないからね。それに、たとえ何か仕掛けてきても──俺の方が速いよ」


    　主人公と敵幹部が、なかなか小粋なやり取りをしている。


    　非常にいいと思う。こういう強者同士の剣けん呑のんな掛け合いは、俺も大好物だ。


    　しばし保健室内が、張り詰めた沈黙に包まれる。まさか本当にバトルが始まるようなことはないと思うが……念のため、いつでも止められる準備をしておこう。


    「ところで火乃森龍牙。貴女──」


    「何かな」


    「肩凝りがひどくない？」


    　緊迫した空気が、瞬またたく間に吹っ飛んだ。よく見ると呪理の両手が、先ほどから龍牙の肩をモミモミしていた。


    「あらあら、僧そう帽ぼう筋きんも肩けん甲こう挙きよ筋きんもガチガチじゃない。ちょっとベッドに行って、うつ伏せになりなさい。軽くほぐしてあげるわ」


    「え？　い、いや、結構だよ」


    「私の保健室に来た以上、こんな状態で帰らせるわけにはいかないわ。貴女だってここの生徒には変わりないもの」


    「気遣いはありがたいけど、遠慮しとくよ。さすがに使徒のマッサージを受けるのは……」


    「肩凝りはお肌にも良くないのよ？　肩や首が凝っていると、顔への血行が悪くなるから」


    　その一言に、龍りゆう牙ががピクリと反応した。


    　背後を取られても顔色一つ変えなかった彼女が、「お肌」というワードが出るなり、思いっきり露骨に顔色を変えた。


    「そ、そんなに凝ってるかな……」


    「自覚はあるはずよ。ひょっとして貴女あなた、実は胸が大きかったりする？　肩が凝っている女性は、胸も凝っているケースがほとんどだから」


    「そうなんだ……」


    「騙だまされたと思って、マッサージを受けてみなさい。私を信用するんでしょ？」


    「じゃあ……ほんの少しだけ、お願いしようかな」


    「了解よ。一いち郎ろう様、そういうワケですので、十分ほどお待ちになって下さい」


    　こちらに一礼し、龍牙をベッドに連行していく蛇へび塚づか先生。カーテンがシャッと閉じられてしまったので、俺は一人だけ取り残される形になった。


    （どこまで仕事熱心なヤツなんだよ……）


    　ポツンと佇たたずむ俺の耳に、程なくして呪ジユ理リと龍牙の声が届いてくる。


    「ふむ……肩以外の部分もかなり凝ってるわね。こことか、こことか」


    「あっ、ん」


    「というコトは、ここも効くでしょ？」


    「くあっ」


    「こういうのはどう？」


    「はああんっ」


    　……音声だけを聞くと、非常にいかがわしい。


    　エロい行為をしているかと思ったら、実はマッサージだった──これは誰しも一度は見たことがあるネタだと思う。しかしながら、最初からネタバラしをされている場合、どうリアクションすればいいのか分からない。


    　しかも先刻まで凛り々りしかった龍牙の声が、完全に女の子のそれに戻ってしまっている。果たしてこのシーンは……コメディとして成立しているのだろうか？


    「フフフ、いい表情になってきたわね火ひ乃の森もり龍牙」


    「くう……もう、やめ……」


    「本当にやめていいの？　もっとして欲しいんじゃないの？　ほら、こことかどう？」


    「う、あ……！」


    「正直に言いなさい。気持ちいいんでしょ？」


    「そ、そんなこと……」


    「意地を張ってはダメよ。いくら否定しても、体の方は素直に反応してるわ」


    　……よくコミケに出回っている、薄い本みたいな展開になってきた。


    「もう一度訊きくわ火ひ乃の森もり龍りゆう牙が。本当にやめて欲しい？　やめてもいいの？」


    「や……やめない、で」


    「それは、気持ちいいというコトかしら？」


    「……うん」


    「ハッキリ言いなさいっ。そうしたら、もっと凄すごいコトをしてあげるわっ」


    「き、気持ちいいっ。気持ちいいからぁぁ！」


    「いい子ね。じゃあ望み通りご褒ほう美びよ。さあ、身も心もトロけてしまいなさい！」


    「ああっ、ダメっ！　ヤダっ！　こんなのヘンに、ヘンになっちゃううう！」


    「お前ら！　もういいだろ！」


    　延々とオチのバレているネタを続ける主人公と敵幹部に、俺はとうとう突っ込んだ。


    　カーテンを引っ掴つかんで開けると、果たしてうつ伏せになった龍牙の背中に、呪ジユ理リが乗っかっていた。我らがヒーローが、敵キャラに組み敷かれていた。


    「やっぱマッサージなのかよ！　ここまできたら、せめて本当にエロい行為をしてろ！　そうしないとオチがつかねえだろ！」


    　がなり立てる俺を、龍牙が虚うつろな目で「ふえ……？」と見てくる。嘆かわしいことに、口からちょっとヨダレが垂れていた。
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    「一いち郎ろう、見ないで……こんな私を見ないで……」


    「しっかりしろリューガ！　何たるザマだ！　守護神の【黄こう龍りゆう】が泣いてるぞ！」


    「マッサージには……勝てなかったよ……」


    「二次創作っぽいコトを言うな！　このシーン、全部カットだ！」


    　その後。すっかり肩凝りが治った龍りゆう牙がは、晴れ晴れした表情で保健室を後にした。


    　しかもあろうことか、去り際に「またお願いしていいかな、マッサージ」と、蛇へび塚づか先生に予約を入れていた。


    　主人公までもが、保健室の常連さんになろうとしていた。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    　龍牙に厳重注意を通告したのち。


    　俺は火ひ乃の森もり邸ていの近くまで彼女を送ると、そのまま自宅への帰路に着いた。


    （全く、リューガの奴やつ……ここのところポンコツ化が激しくなってねえか？）


    　そんな愚ぐ痴ちを内心でこぼしながら、深呼吸のような特大の溜ため息いきをつく。


    　蒼あおヶが崎さきさんに女だとバレた件といい、さっきのマッサージの件といい、最近の龍牙はやたら失態が多い。女の子成分が、日ごと増し増しになってきている気がする。


    （とっくに第三部は始まってるんだ。気を引き締めてもらわないと）


    　呪ジユ理リが戻ってきたら、あいつにも説教をしておかねばならない。もうちょっとコンプライアンスを意識させねば……などと考えていると、歩道の横手に公園が見えてきた。


    　その公園は、よく龍牙たちが待ち合わせ場所として使う定番スポットだ。使徒とのバトルの舞台となったこともあり、何な故ぜかパンダのオブジェが黄色に塗られていたりする。


    　時刻は午後五時を回ったところで、まだ園内にはあちこちに人影が散見された。


    　特に公園へ寄る理由もないので、敷地沿いの歩道をブラブラと直進していく。すると。


    （あれ……？）


    　にわかに俺は足を止めた。歩道から見える柵と木々の向こうに、見知った三人の女子高生がいたからだ。


    　一人は腰まで届くポニーテールの、帆布製の木刀袋を携たずさえた、長身痩そう躯くの剣士。


    　一人はロングストレートの、華きや奢しやながらも気品を感じさせる、楚そ々そとした令嬢。


    　一人は燃えるような紅髪の、制服をややルーズに着こなした、泣き黒子ぼくろの外国人。


    　それは言うまでもなく──蒼ヶ崎怜れい、雪ゆき宮みや汐しお莉り、エルミーラ＝マッカートニーだった。かつて俺がヒロイン三巨頭と呼んだ、この物語のメインキャラたちだった。


    （エルミーラさんが、どうしてあの二人と!?）


    　俺はほとんど無意識で柵を跨またぎ、茂みに身を屈めつつソロソロと接近していた。


    　そんな俺に気付くことなく、三人は会話もなく向かい合っている。我ながら見事なステルス性能である。


    （エルミーラさんが仲間と会うのは、かれこれ二十日振りくらいか……）


    　気配を殺して様子を窺うかがっていると、やがて蒼あおヶが崎さきさんが口を開いた。


    「エルミーラ。まさかこんな場所で、こんな簡単にお前と出くわすとはな」


    　続いて雪ゆき宮みやさんが口元を綻ほころばせ、気遣わしげに言う。


    「ビックリしましたけど、元気そうで何よりです」


    　そんな彼女たちの言葉に、唇くちびるを噛かんだままうつむいているヴァンパイア少女。


    　今のセリフからして、エルミーラさんは何らかの理由で外出したところを、二人に発見されてしまったのだろう。ここにもポンコツがいたか。


    「……勝手な行動をしていることは、自分でも分かっていますわ」


    　仲間たちと目を合わせようとせず、エルミーラさんがポツリと呟つぶやく。


    「アナタたちに迷惑をかけないようにと思っていたのに、結果的に多大な迷惑をかけていることも、重々承知していますわ」


    　……彼女は話すつもりだろうか。シズマちゃんのことを。


    　想定外の形だが、これでよかったのかもしれない。むしろ遅いくらいだったのだ。


    「怜れいさん、汐しお莉りさん。実はワタクシ──」


    「事情を話す必要はない、エルミーラ」


    　そこで蒼ヶ崎さんが、すかさずエルミーラさんの告白を遮さえぎる。キョトンとしたヴァンパイアへ向けて、彼女は涼やかに、かつ穏やかに破顔してみせた。


    「確かにお前は気まぐれで奔ほん放ぽうだが、ここまでの行動を起こすからには、きっと相応の理由があるんだろう。それをあえて聞き出そうとは思わない……だが」


    「…………」


    「もし答えてもらえるなら、一つだけ端的に訊ききたい。それはお前にとって──何よりも優先すべき大切なことなんだな？」


    「ええ。これは血族の長たる、ワタクシの責務。最初はそう考えていたのですけど……」


    　消え入りそうな声でエルミーラさんが答えると、蒼ヶ崎さんは即座に頷うなずいた。


    「了解した。ただし、できるだけ早く戻ってこい」


    「い、今の一言で納得してますの？」


    「充分だ。マッカートニー家の当主というお前の立場は、私たちも知っている。お前がそのことに、強い誇りと責任感を持っていることもな」


    「で、でも、個人的なワガママで【朱す雀ざく】としての使命を……本来なら制裁ものですわ」


    　悄しよう然ぜんと項うな垂だれる『常とこ闇やみの血族』の額を、いきなり『斬ざん舞ぶの剣士』がピンと指で弾く。


    「あいたっ！」


    「しおらしいセリフを吐くな。お前らしくもない。いつもの減らず口はどこにいった？」


    「もう少し加減をなさい！　しっかり制裁を加えないでもらえます!?」


    「それに、ワガママならお互い様だ。私も実家の道場のゴタゴタで、みんなには色々と迷惑をかけた。だからお前も遠慮する必要はない。気が済むようにやればいいと思う」


    「怜れいさん……」


    　おでこを押さえて黙り込むエルミーラさんに、今度は雪ゆき宮みやさんが一歩進み出る。彼女は鞄かばんからルーズリーフの束を取り出すと、それをヴァンパイア少女に手渡した。


    「その代わり、勉強はちゃんとやっておいて下さいね。これ、エルミーラさんが休んでいる間の授業をまとめたものです。クラスは違いますけど、授業内容は同じでしょうから」


    「汐しお莉りさん……」


    「エルミーラさんなら、すぐに追いつけると思います。意外と成績優秀ですもんね」


    「『意外』は余計ですわ」


    「心配なのは、家庭科くらいですもんね」


    「否定はしませんけど、料理だけはアナタにぶっちぎりで勝ってますわよ」


    「ウフフ、またまたぁ。味覚オンチなの知っていますよ？」


    「汐莉さん。今日のアナタ、少し毒気がありません？　これも制裁ですの？」


    「エルミーラさんが戻ってくるまでは、私が減らず口を担当しておきます」


    　悪戯いたずらっぽく言った『祝命の巫み女こ』に、ややあってエルミーラさんと蒼あおヶが崎さきさんが同時にプッと吹き出した。みるみる空気が和なごんでいくのが、茂みに潜む俺にも分かった。


    　……やはりヒロインズの絆は、とても強固なものだ。もちろんその中心にいるのは火ひ乃の森もり龍りゆう牙がなのだが、彼女たちはこうやって、個々でもしっかりと繋つながっているのだ。


    （一つだけ残念なのは……ここに黒くろ亀がめさんがいないコトか）


    　せっかく四し神じんたちが絆を確かめ合う場面なのに、何な故ぜあの亀かめは欠席しているのか。どうして絡もうとしないのか。【玄げん武ぶ】よ、お前が駄目なのはこういうトコだぞ？　だから三さん姫きとのライバル関係からもあぶれちゃうんだぞ？


    　俺が密ひそかに『星せい壁へきの守もり人びと』にダメ出しをしていると、やがて蒼ヶ崎さんと雪宮さんが踵きびすを返した。結局シズマちゃんのことを知ることなく、エルミーラさんを残して歩き出す。


    「エルミーラ。万一に備えて、携帯の電源だけは入れておけ。そして何かあれば、すぐに私たちを呼べ」


    「小こ林ばやしさんがついていますから、大抵の事態は大丈夫だと思いますけど……【魔神】キュウキの動きには、くれぐれもご用心下さい」


    　そう告げて去っていく二人の背中を、エルミーラさんはずっと見送っていた。夕暮れの涼風に赤いウェーブヘアーをなびかせながら、いつまでも。


    　きっと彼女は今、大いに噛かみ締めていることだろう。仲間のありがたみを。


    　……俺も速やかに公園を離脱し、家に帰っておくことにする。


    　エルミーラさんに声をかけようかとも思ったが、自じ重ちようした。このシーンに俺はいらないだろう。単なる友人キャラがしゃしゃり出る場面ではない。


    （おそらく近いうちに、エルミーラさんはリューガたちに打ち明けるはずだ。これでやっと、今回のエピソードに主人公サイドが絡んでもらえる……）


    　シズマちゃんを紹介したら、メインキャラたちはどんな反応をするだろうか。


    　ウチの子の可愛さに、メロメロになってしまわないだろうか……とても楽しみだ。


    



    



    「──小こ林ばやし一いち郎ろう。少しお話があるのですけど、いいかしら？」


    　その夜。午後十一時を回り、魅ミ怨オンと呪ジユ理リも自室へと引っ込んだタイミングで。


    　案の定というべきか、エルミーラさんが俺に声をかけてきた。


    　もちろん快諾し、静まった茶の間で向かい合う。部屋は現在、テーブルが隅っこに立てかけられ、代わりに布団が二つ敷かれてあった。


    　ウチへやってきて以降、エルミーラさんとシズマちゃんは茶の間で寝起きしている。申し訳ないが、もう我が家には部屋が残っていないのだ。


    「エルミーラさん、やっぱり部屋を用意した方がいい？」


    　まずそんな会話から入ってみると、ヴァンパイア少女はすぐさま首を横に振った。


    「問題ありませんわ。どこの部屋でも、きっとワンコは潜り込んでくるでしょうし」


    「今日も来てるもんな……」


    　眠っているシズマちゃんの傍かたわらでは、忌キ綺キがピッタリ寄り添って寝息を立てていた。


    　これはもはや日常茶さ飯はん事じである。エルミーラさんも最初は迷惑そうだったが、今ではもう諦あきらめていた。忌綺が添い寝していると、何な故ぜかシズマちゃんは夜泣きをしないのだ。


    （忌綺の奴やつ、すっかりお姉ちゃんだな……こいつも幼女なんだけど）


    　ちなみに枕まくら元には、ベルベロンたち怪獣ソフビ軍団がズラリと並んでいる。まるでシズマちゃんを護衛するように。


    「……今回のこと、三さん姫きに大きな借りができてしまいましたわね」


    　忌綺とシズマちゃんを眺めつつ、エルミーラさんがしみじみとした声で呟つぶやく。


    「まさか『奈な落らくの使徒』と同居するとは思いもしませんでしたけど……そのお陰で、彼女たちの素顔を知ることができましたわ」


    「まあ、こいつらは使徒の中でも、ちょっと特殊かもしれないけど。でも、使徒のプライベートを見れたのは大きいだろ？」


    「そうですわね。【魔神】トウテツにしても、魅怨にしても、呪理にしても、そしてワンコにしても……最初に出会った印象とは、かなり違っていましたもの」


    　そこでエルミーラさんが、「でも」と俺を見詰める。


    「やっぱりワタクシが心から信頼できるのは、一点の曇りなく『仲間』だと呼べるのは……龍りゆう牙が、怜れいさん、汐しお莉りさん、里り菜なさんですわ」


    　当然だろう。いかに三さん姫きへの認識が変わったとはいえ、まだ数日の付き合いだ。そう簡単に信頼関係が芽生えるものじゃない。あと亀かめ、入れてもらえてよかったな。


    「実は今日、怜さんと汐莉さんに遭遇してしまいましたの」


    「…………」


    「マンションに置いたままだった、学校の教科書やノートを取りにいった帰りに……厳しく非難されることも覚悟したのですけど、お二人はワタクシを責めたりしませんでしたわ」


    　その一部始終はバッチリ見ていたのだが、もちろん言ったりはしない。


    　そうか。エルミーラさんは教科書やノートを取りに戻ってたのか。それはつまり、近く学校に復帰するということだろう。


    「リューガも言ってたよ。『心配なだけで、怒ってなんかいない』って」


    「そう……やっぱり小こ林ばやし一いち郎ろうの言う通り、ワタクシはまず真っ先に龍牙たちに相談するべきだったのかもしれませんわね。そういえば、魅ミ怨オンにも叱しかられましたわ。こういうときに頼ってこその仲間ではないのか、と」


    　そこからしばらく口をつぐんだのち。再び彼女が述懐するように語り出す。


    「ワタクシ──物心ついたときには、すでに両親を亡くしておりますの」


    「え……」


    「赤あか鳥とり日ひ出で夫おと同じく、事故死だと聞いていますわ。ワタクシにはオババがいましたけど、それでも寂しくなかったかというと……嘘うそになりますわね」


    　もしかしたらエルミーラさんは、自分の境遇をシズマちゃんに重ね合わせたのかも。


    　そこにマッカートニー家の当主だという使命感も手伝って、意固地になってしまったのかもしれない。彼女にとって血族の繋つながりは、亡き両親との繋がりでもあるのだ。


    「ワタクシの行動は、結局のところ独りよがりだったのでしょうね。もしワタクシ一人だったら、今日までシズマを守りきれたかどうか……感謝していますわ、小林一郎」


    「い、いや。俺なんか特に何も……」


    「三姫の協力を得られたのも、龍牙たちとの間に入ってくれたのも、全てアナタだからできたことですわ。やっぱり小林一郎は、頼りになりますわね」


    　誉ほめてもらって恐縮だが、あまり手放しでは喜べない。


    　こうやって毎度エピソードに巻き込まれてしまうから、キュウキにも「もうお前が主人公やれよ」とか勧められてしまうのだ。


    　いい加減、自粛しなければ。このペースで存在感を発揮し続けていたら、いつか本当に俺のフィギュアが発売されかねない。作った会社は大赤字となるだろう。


    （これからは、二度とストーリーに深入りするのはやめよう。使徒を発見しても絶対にバトルはしねえ。視線を合わさず、下を向いてやり過ごす）


    　そんな方針を改めて固めていたところ。


    　正面にいたはずのヴァンパイア少女が、いつの間にか横にいた。その上こともあろうに、俺の肩にチョコンと頭を預けていた。


    （し、しまった！　考え事をしていたばっかりに、敵の接近を許してしまった！）


    　己おのれの迂う闊かつさに歯は噛がみするものの、もはや遅い。彼女の頭を押し戻すわけにはいかない。


    「思っていた以上に楽しいですわよ、アナタとの擬似夫婦。チュートリアルはバッチリ、といったところですわね」


    「…………」


    「いつかアナタを、ワタクシの故郷につれていきたいですわ。きっとオババも、小こ林ばやし一いち郎ろうのコトを気に入るでしょう」


    　……マズい。このままではオババを紹介されてしまう。マジで血族に入れられてしまう。


    （何とかして受け流さなければ……）


    　こういうときの対応マニュアルとして、「え？　何か言ったか？」とトボケてみせるテクニックがある。こう聞き返すと相手の女の子は「ううん、何でもない。……もう、バカ」と矛ほこを収めてくれるという。イチかバチか──試してみるか。


    「小林一郎。使徒との戦いが終わったら──故郷についてきてくれますか」


    「え？　エルミーラさん、何か言った？」


    「だから、ワタクシの故郷に行くという話ですわ」


    「え？　何だって？」


    「ワタクシの故郷に」


    「え？　何？」


    「ぶん殴りますわよ」


    　物凄すごく怖い顔で睨にらまれた。何だこのテクニック！　全然使えねえじゃん！


    「アナタ、ちょっとはムード作りに協力する気はありませんの？　そもそもワタクシが寄り添っているのに、肩の一つも抱こうとしないなんて、一体どういう了見──」


    　ヴァンパイア少女が説教を始めた、その瞬間。


    　俺のポケットの中で、着信音が鳴った。電話がかかってきたのだ。


    （ナイスタイミング！　誰だか知らないけど、助け船を感謝するぜ！）


    　ますます不機嫌になるエルミーラさんに謝って、携帯を取り出す。ひょっとしてまたキュウキでは……という危き惧ぐが頭をよぎったが、さすがに携帯番号までは知らないだろう。


    「あれ？　リューガ？」


    　画面に表示されている発信者の名前は、我らが主人公のものだった。メールならともかく、こんな時間に電話をしてくるなんて珍しい。


    （もしかして今日の公園でのコトを、蒼あおヶが崎さきさんか雪ゆき宮みやさんから聞いたのかな？）


    　そんな推測をしつつ電話に出た──その僅わずか一分後。


    　俺は家を飛び出して、一いち目もく散さんに火ひ乃の森もり邸ていへと疾走していた。


    　龍りゆう牙がからの電話は、助け船などではなかった。その全く逆……俺に助けを求めるＳＯＳだったのだ。


    （クソ！　何て……何てこった！）


    　杏きよう花かちゃんの容態が急変した──それが電話の内容だった。


    　しかし、俺はまだ知らなかった。その一大事が、ほんの序曲に過ぎないことを。


    　今夜、俺は少なくとも……あと六回は「何てこった」と言う羽目になることを。


    



    　　　　　　　　　　５


    



    『一いち郎ろう！　杏花が、杏花が死んじゃう！』


    　杏花ちゃんの容態悪化を知らせてきた龍牙の声は、かつて記憶にないほど取り乱したものであった。


    　無理もない。たった一人の妹が危き篤とく状態なのだ、パニックになるのも当然だろう。


    　ただし彼女の言葉には、一つだけ引っかかる点があった。


    『コントンが、すぐに一郎を呼んでくれって！　杏花を救えるのは一郎だけだって！』


    　龍牙が１１９番ではなく俺に連絡してきたのは、【魔神】コントンの指示らしいのだ。


    　電話では詳しく聞けなかったが、実はコントンは以前より、杏花ちゃんの体調不良に心当たりがあったのだという。彼が暗く沈んでいたのは、そのためだったのか。


    　とにかく、俺に何かできることがあるなら──行くしかない。


    　そんなわけで俺は、エルミーラさんに留守を任せ、十分とかからず火乃森邸へと駆け込んだのだった。


    



    　玄関で出迎えた龍牙に案内され、急ぎ杏花ちゃんの部屋に直行すると。


    　果たして布団に横おう臥がする杏花ちゃんと、それを傍かたわらからじっと見守っているコントンの姿があった。


    「……来てくれたか、坊主」


    　こちらにボソリと呟つぶやいたものの、コントンは宿主から視線を離さない。


    　それに倣ならい、俺もひとまず杏花ちゃんの様子を確認する。


    　汗まみれの顔でうなされている彼女は、目に見えて憔しよう悴すいしていた。トレードマークのツインテールも今はほどかれ、まるで別人のようだ。


    （これはマズいな……早く何とか処置しないと、大変なことに……）


    　焦りを募つのらせる俺の横で、龍りゆう牙がが泣き出しそうな顔で叫んだ。


    「コントン！　もういい加減に教えてくれてもいいでしょ！　杏きよう花かがこんなになった原因は何なの!?　一いち郎ろうなら助けられるって、一体どういうことなの!?」


    「杏花たんの衰弱の原因は──俺様だ」


    　ようやくこちらへ向き直り、そう告げてくる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男。


    　俺と龍牙は同時に絶句し、放心したまま【魔神】を刮かつ目もくした。


    「ど、どういうこと……？」


    「俺様はかつてテメェらに敗れ、力の大半を失った。辛かろうじて眠りにゃつかずに済んだが、再び力を取り戻すには百年単位の年月がかかる……はずだった」


    　知っている。だからトウテツと違って、もうコントンには戦う力が残ってないのだ。せいぜい第二部のラストバトルのように、短時間の軽い戦闘しかできないのだ。


    「その俺様の力が──予想以上に早く回復してやがる。杏花たんの生命力を糧にしてな」


    「な……」


    「吸い取っちまってんだよ。俺様の意思に関係なく。杏花たんの生気を」


    　まさかそれが、杏花ちゃんの体調不良の原因だったというのか？


    　……コントンが言うには、【魔神】にとって宿主とは、単なる「器」ではないらしい。


    　彼らは微量ながら宿主より生命エネルギーを供給され、それによって活動しているのだそうだ。よって生命力の強さは、器として最も大事な資質なのだという。


    「通常なら、その程度で宿主が弱るようなことはねえ。謂いわば待機電力を貰もらってるだけだからな。だが、極度に力を消しよう耗もうした今の俺様は……杏花たんから根こそぎ生命力を奪おうとしている。そしてこの状況は、俺様自身にもどうにもならねえ」


    「そ、そんな……」


    「中途半端に眠りにつかなかったことがマズかった。眠っている状態なら、何百年もかけて少しずつエネルギーを貰うところを……まさか力を失ったまま起きていることが、これほど宿主の負担になりやがるとは……」


    　──何てこった。つまり今回の事態は、コントンにとっても想定外なのだ。


    　コントンが第一部のバトルで倒されて、約三か月。杏花ちゃんはその間、ずっと生命力を奪われていたことになる。


    　火ひ乃の森もり家の娘である杏花ちゃんは、常人に比べてかなり生命力が強い。お陰でしばらくは平気でいられたが、とうとう生命力の湧ゆう出しゆつが追いつかなくなってしまったということか。


    「じゃあどうすれば……どうすれば杏花は助かるの!?」


    　蒼そう白はくになって問う龍牙をよそに、コントンがノソリと立ち上がる。


    　彼は龍牙ではなく、俺を真まっ直すぐに見み据すえていた。


    「分かりきった話だ。俺様が杏きよう花かたんから引っ越すしかねえ。それが唯ゆい一いつの解決法だ」


    「引っ越す……」


    　確かにそうだろう。しかし残念ながら、その案を実行するのは難しい。


    　何な故ぜならそこには、一つの大きな問題点があるから。「引っ越しするとして、コントンが誰を新たな宿主にするのか？」という問題が。


    　結局のところ、新しい宿主もまた生命力を吸い取られ、今の杏花ちゃんのような状態になるのだ。それでは単に犠ぎ牲せい者が代わるだけである。


    （そんなことを、杏花ちゃんが承諾するワケがねえ。リューガだって同じだ。いくら妹のためとはいえ、誰かを人ひと柱ばしらにするなんて……）


    　そもそも【魔神】の器になれる人間など、滅多にいるものじゃない。普通の者ならば、憑つかれた瞬間にオダブツ……かつてトウテツもそう言っていた。


    　器が務まるような人間が、この状況で都合よく、一体どこにいると──


    （まさか）


    　その瞬間。俺は理解してしまった。どうしてコントンが、ここに俺を呼んだのかを。杏花ちゃんを救えるのが、俺だけだという意味を。


    　そうか。だから杏花ちゃんは、「小こ林ばやしさんは呼ばないで」と言ったのだ。彼女は自分の体調不良の原因を知っていたのだ。コントンがそれに気付いたとき、何を考えるのかも。


    「後ご生しようだ坊主。一時的でいい。俺様の──宿主になってくれ」


    　果たして俺の危き惧ぐ通りのセリフを吐き、コントンが頭を下げてきた。


    　その意味を龍りゆう牙がも理解したらしく、血相を変えて俺たちの間に割って入る。


    「ちょ、ちょっと待ってコントン！　そんなことをして一いち郎ろうは大丈夫なの!?　というか一郎には、もうテッちゃんが憑いてるんだよ!?」


    　そう。俺はトウテツの器なのだ。すでに【魔神】を一体宿しているのだ。


    　いかに宿主としての高いポテンシャルがあるといっても、さすがに二体目の【魔神】を受容できるとは思えない。コントンの案は、現実的に無理があり過ぎる。


    「心配すんな。俺様が提案しているのは『追加』じゃねえ。『交換』だ」


    「こ、交換？」


    「おう。つまり俺様とテッちゃんが、宿主を入れ替えるってことだ。そうすりゃ、杏花たんの生命力が多大に消費されることもなくなる。数日で元気になるだろうよ」


    　……なるほど。それは名案かもしれない。


    　コントンと違って、トウテツはほとんど力を失っていない。せいぜい待機電力を食うくらいならば、杏花ちゃんも問題はないはず。


    　いずれコントンが完全回復したら、もしくは杏花ちゃんの生命力が満タンに戻ったら、その時にまた【魔神】を交換すればいいのだ。このオッサン、割と賢いじゃないか。


    「まずは杏きよう花かたんに、俺様が引っ越しする許可を出してもらう。半ば意識が朦もう朧ろうとしている今なら、そう難しいことじゃねえだろう。『大丈夫か？　辛つらくないか？　眠れそうか？　引っ越していいか？』……そんな流れで『うん』と言わせる」


    「…………」


    「ドサクサ紛まぎれに承諾させるなんざ、嫌われちまうかもな……だがよ、それで杏花たんが助かるなら上等だ。俺様は何としても、この子を助けてえんだよ！」


    　こんな熱いオッサンだとは知らなかった。でも、その心意気には大きく共感する。


    　無論、俺だって杏花ちゃんを助けたい。今それができるのは……この場に俺だけなのだ。


    「あとは坊主の返事一つだ。俺様の案に、乗ってくれるか？」


    「待ってってば！　もう少し考えよう！　他にも方法があるかもしれ──」


    　なおも異論を挟もうとする龍りゆう牙がに構わず。


    「分かった。俺もテッちゃんに引っ越し許可を出すぜ」


    　俺はあっさりと頷うなずいていた。【魔神】の交換を了承した。


    　……正直なところ、躊ちゆう躇ちよがないといえば嘘うそになる。何せ一瞬とはいえ、二体も【魔神】を憑つけるんだから。でも、杏花ちゃんの容態は一刻を争う段階にあるのだ。


    　多少の危険が何だというのか。「主人公の友人」に代わりは利くが、「主人公の妹」に代わりは利かないのだ。


    　小こ林ばやし一いち郎ろうの友人キャラ魂を、舐なめてもらっては困る。俺は物語を盛り上げるためなら、龍牙のためなら──カイジより簡単に命を賭かけられる男なのだ！


    「一郎！　馬鹿なこと言わないで！　そんなこと、私も杏花も望んでいない！」


    「大丈夫だリューガ。俺はフルパワー状態のテッちゃんを『折しやく伏ぶく』した男だぜ」


    「大量の生命力を吸い取られちゃうんだよ!?　命の危険があるんだよ!?」


    「杏花ちゃんだって三か月は耐えられたんだ。俺もそれくらいは持つだろ。他の方法を考えている時間はねえ……今は杏花ちゃんの命が最優先だ」


    　キリリとした顔でそう言った俺は、不謹慎ながら密ひそかに歓喜していた。


    　これで俺は正真正銘、嘘をつく必要もなく、本当に無力な存在になれる。もうバトルも対抗戦も、やりたくてもできないのだ。生命力不足の虚弱キャラになるんだから。


    　杏花ちゃんは助かる。俺は一般人に戻れる。ウィンウィンじゃないか。


    （おまけにテッちゃんは火ひ乃の森もり邸ていで暮らすことになり、しばらくは毎日リューガの側そばにいられる。それを加えりゃウィンウィンウィンだ。素晴らしいバイブレーションじゃねえか！）


    　トウテツを預けることにやや不安はあるが、俄が然ぜんやる気になってきた。


    　ここを小林一郎の、物語最大の見せ場にしよう。これを機にフェードアウトし、かつてのポジションへと還ろう。「オッパイ」と「パンツ」が口癖だった、あの黄金の日々へと。


    　そう決心した俺は、何としても龍牙を説得すべく熱弁を振るった。


    「リューガ。今日の放課後、教室でお前に言ったはずだ。俺の仕事は、お前をケアすることだと。俺はそのための存在だと」


    「で、でも」


    「そういや、約束もしたよな。恋人プレイで甘えさせてやるって」


    「ど、どうして今そんなコトを……」


    「恋人プレイってコトはつまり、今のお前は素顔の火ひ乃の森もり龍りゆう牙がってコトだ！　なら使命なんて忘れていいんだ！　一人の姉として、妹のことを心配すればいいんだ！」


    「一いち郎ろう……」


    「俺を信じろ！　いいバイブがあるんだ！　ウィンウィンウィンって、もう凄すげえんだ！」


    「な、何言ってんの!?」


    　何な故ぜか真っ赤になっている龍牙をよそに、俺は杏きよう花かちゃんの枕まくら元に正座した。


    「よし。さっさとやろうぜコントン。まず杏花ちゃんに、お前の引っ越し許可をもらう。そのあと、テッちゃんを受け入れてもらう……そういう手順でいいんだよな？」


    「恩に着るぜ坊主。……お前にゃ、でけえ借りができたな」


    　杏花ちゃんの耳元で、何やら囁ささやき始める無精髭ひげのオヤジ。


    　やがて杏花ちゃんが、うなされたまま微かすかに頷うなずいたのが分かった。どうやら上う手まくいったようだ。


    「杏花たん……しばらくお別れだ」


    　最後に病床の少女にそう告げると、間もなくコントンの姿がスゥッと透過し。


    　そのまま俺の中へと、吸い込まれるように消えていった。
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    　それからしばしの間。


    　俺は目をギュッと閉じたまま、腹にグッと力を込め、体の変調に備えていた。


    　……俺の中には今、【魔神】が二体もいる。常人ならば憑つかれた瞬間に死んでしまいかねない存在を、コンボで宿している。こんな無茶なマネをした器は、俺が史上初に違いない。


    （……あれ）


    　そりゃもう地獄の苦しみに見舞われるのでは……と覚悟していたのだが、今のところ何ともない。すぐにでもトウテツに出ていってもらう予定のところ、しばし様子を窺うかがってみる。


    （おい、コントンのオッサン。俺の中にいるんだよな？　引っ越してきたんだよな？）


    　内線通信で問いかけてみたものの、コントンからの返事はなかった。おかしい。脳内トークって、トウテツとしかできないのか？


    　目を開けてみると、横から龍牙が心配そうな顔でこちらを覗のぞき込んでいた。


    　眼前に寝ている杏きよう花かちゃんは、いつしか呼吸が落ち着いていた。苦しげだった表情も、今は嘘うそのように穏やかだ。明らかに容態が安定している。


    （この杏花ちゃんの様子からして、コントンは間違いなく俺に移ったはずなんだけど……何で俺、平気でいられるんだ？）


    　困惑しつつ自分の頬ほおをつねってみたり、ペチペチ叩いたり、膨ふくらませたりしていると。


    　いきなり俺の脳内に、コントンの叫びが大音量で響き渡った。


    （ぬう！　な、何だこりゃ！　あっという間に『折しやく伏ぶく』されちまった！）


    「へっ？」


    　思いがけぬその発言に、俺は間抜けな裏声を返してしまう。


    （こんなことは初めてだぞ！　何て器なんだテメェは！）


    「ど、どういうコトっ？　え、やっぱお前、もう来てるの？」


    　ポカンとしている俺の横で、龍りゆう牙がもまたポカンとしていた。彼女にはコントンの声が聞こえていないので、俺以上に困惑していることだろう。


    （坊主。どうやらお前の器としての資質を舐なめてたみたいだ。お前は多分、二体の【魔神】を宿したままでも……充分やっていける）


    「そんなバカな話があるか！　【魔神】にバリューセットで憑つかれて、平気な人間がいるワケねえだろ！　しかも俺は今、お前から生命力をズンドコ吸い取られてるはずだぞ！」


    （もちろん、生命力は吸い取ってるぜ。だが驚きだ。吸っても吸っても、それ以上にズンドコと生命力が湧わいてきやがる。ずっと悩んでたリウマチまで治っちまった）


    「温泉じゃねえんだよ！　ズンドコにも程があんだろ！」


    （坊主、お前──バケモンか？）


    「失礼なことを言うな！　ただの雑ざ魚こキャラだよ！　佐さ々さ木きさんに訊きいてみろ！」


    　するとそこに、さらなる別の叫びが割り込んできた。


    （うお！　誰か入ってきた！　何だお前は！　不法侵入だぞ！）


    　言うまでもなく、トウテツの声であった。


    （コ、コントンじゃねぇか！　何でテメェがここにいるんだ！）


    （ようテッちゃん、しばらく世話んなるぜ）


    （何だとぉぉぉ!?）


    （まあ、色々あってな。おい、ちっと詰めろや。狭めえだろうが）


    （い、嫌だぁぁぁー！　こんな山賊みたいなオッサンとルームシェアなんて！　おい！　それは俺の座ざ布ぶ団とんだぞ！　返せ！）


    　何やら【魔神】たちがゴチャゴチャと揉もめている。というか俺の中って、一体どうなってんだろ……。


    （それにしても、きったねえトコだな。おいテッちゃん、掃除くらいしろや）


    （ほっとけ！　おい、勝手にジュースを飲むな！　勝手にプラモに触るな！　そこはトイレじゃねぇって！　押し入れだって！）


    　俺の中って、マジでどうなってんだろ……。


    （ともあれ、こうなると話が変わってくるな。おい坊主、悪いがプラン変更だ。『交換』じゃなくて、やっぱ『追加』の方向で頼むわ）


    「な──」


    （その方が杏きよう花かたんの回復も早はええからな。何よりこの【ボンクラ魔神】を杏花たんに憑つかせるなんざ、本当は胸クソが悪かったんだ）


    　──何てこった。まさか苦もなくコントンを受容できてしまうとは。


    　これはマズい。【魔神】の二体持ちなんて、どう考えても物語の中心人物である。虚弱キャラどころか、作中最強キャラになってしまう！


    「待ってくれコントン！　頼むから『交換』にしてくれ！」


    （いいじゃねえか。その分きっちり働いてやるからよ。まだ力は半分も回復してねえが、それでもテッちゃんよりは役に立つだろうぜ）


    「そういうことじゃなくて！」


    （男がグダグダ抜かすんじゃねえ！　この際だから、二人目もいっとけ！）


    「エルミーラさんみたいなこと言ってんじゃねえ！」


    　泣きそうになって突っ込んだ直後。


    　突とつ如じよとして、龍りゆう牙ががガバリと抱き着いてきた。そのまま俺の胸に顔を埋うずめ、涙声を張り上げてくる。こんなときに何だが、凄すごくいい匂いがした。


    「一いち郎ろう、何ともないんだね!?　よく分からないけど、平気なんだね!?」


    「あ、ああ。何ていうか、予想以上にズンドコだったみたいで……」


    「よかった……無事で本当によかった……！」


    　無事であることは大問題なのだが、愚ぐ痴ちをこぼすわけにもいかない。俺はただ、安心させるように龍牙の頭を撫なでてやるしかなかった。


    （小こ林ばやし家め、どんだけ【魔神】と相性がいいんだよ……）


    　──僕としては、君が主人公の方が面白いと思うんだけどなあ。


    　キュウキのそんなセリフが、改めて俺の脳裏に蘇よみがえる。


    　ヤベえ。このままでは、奴やつのご期待通りになってしまう。一体でいい、誰か【魔神】を引き取ってくれ！　お裾すそ分けさせてくれ！


    （旦那ぁ、どうなってんスか？　何でこんな【ロリコン魔神】を受け入れたんスか？　まさか毎月のお小遣い、こいつの分だけ減らされるんじゃ……）


    　トウテツのどうでもいい懸け念ねんを、脱力しながら聞いていると。


    　俺のポケットでまた携帯が鳴った。発信者はエルミーラさんだった。


    　ろくに事情も話さず出てきてしまったので、心配してかけてきたのかもしれない。今はそれどころじゃないのだが、無視するわけにもいかないだろう。


    （故郷行きの話をトボケたことで、きっと機嫌を損ねたままだろうし）


    　仕方なく通話ボタンを押したところ、途端にヴァンパイア少女の喚声が耳を突く。


    　ただ、その内容は意外にも──本日二度目の、ＳＯＳの天丼であった。


    『小こ林ばやし一いち郎ろう！　襲撃ですわ！　家に使徒の軍勢が押し寄せてきましたの！』


    「！」


    　携帯を耳に当てたまま、俺は硬直した。


    　襲撃？　このタイミングで？　これまでずっと動かなかったのに？


    　もしやキュウキは……俺とトウテツが家を空けた今をチャンスと見たのか!?


    「敵の数は二、三十体いましたわ！　三さん姫きのお陰で、ワタクシとシズマは家から脱出できました！　でも一人、しつこく追ってくる使徒がいて……あの鰉ヒガイ亜アという将軍ですわ！」


    　──何てこった。一難去ってまた一難とはこのことか。


    　こうしてはいられない。すぐにでも行かなければ。三姫の方は問題ないだろうが、問題はエルミーラさんだ。敵の狙ねらいは間違いなく……あのヴァンパイア親子なのだ。


    「エルミーラさん！　今どこだ！　リューガの家の方向へ来れるか!?」


    「駄目ですわ！　正反対の方向へ走ってますの！　今は三丁目の──」


    　そこでガコ！　という衝しよう撃げき音が、俺の鼓こ膜まくを叩いた。おそらくエルミーラさんが携帯を落としてしまったのだろう。


    　そこから声が一切しなくなったことから、拾うのを諦あきらめて逃走を選んだようだ。いよいよヤバい。俺にかかってくる電話って、何で凶報ばっかなんだ！


    「……一郎。エルが危ないんだね？」


    　俺の言葉から事態の大筋を察したのだろう。龍りゆう牙ががこちらを見詰めながら訊きいてきた。


    　その表情や口調は、いつしか主人公モードに変わっている。杏きよう花かちゃんが助かったこともあり、すっかり頼もしさを取り戻していた。


    「ああ。例の憤ふん将しよう・鰉亜に追われてる。ただ困ったことに、エルミーラさんの居場所が分からない。鰉亜が発する、やたら暑苦しい邪じや気き……それを見つけて辿たどるしかねえ」


    「了解だ。効率よく手分けして捜そう」


    　すぐさま龍牙が立ち上がり、一度だけ妹の寝顔を瞥べつ見けんしたのち、足早に部屋を出ていく。妹のことも気がかりだろうが、今はエルミーラさんの救援が先決だと考えたのだろう。


    　俺も慌あわてて後を追い、念のため彼女の背中に声を投げかけた。


    「リューガ！　俺の家には行かなくていいからな！　そこには絶対いないから！　お願いだから行かないで！」


    　家に行けば三姫と鉢はち合あわせする可能性がある。こんな形で同居がバレたくない。


    「分かった！　一いち郎ろうは無理しなくていいからね！　憤ふん将しよう・鰉ヒガイ亜アは、俺が倒す！」


    「ああ」


    「肩凝りも治って絶好調だし！　もしも先にエルを発見したら、俺が行くまで何とか時間を稼いで！」


    「ああ」


    「くれぐれも鰉亜を瞬殺したりしないでね！　一郎ならやりかねないから！」


    「あ、ああ」


    　こんな忠告を受ける友人キャラが、どこの世界にいるというのか。小こ林ばやし一郎は、一体どこに向かっているのだ。


    　また戦闘パートに顔を出すことになってしまったのは、甚はなはだ遺い憾かんだが……とりあえず割りきるしかない。少なくとも今夜ばかりは。


    　何な故ぜなら、シズマちゃんの危機なのだから。


    　俺には保護者として、あの子を守る責任があるのだから。


    （待ってろよシズマちゃん！　今行くぞ！　【魔神】二体持ちのズンドコパパが！）
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    　エルミーラ＝マッカートニーの誤算は、河か川せん敷じきへ向かってしまったことだった。


    　ここなら見晴らしがいい上に、身を隠せる草むらもたくさんある。


    　頃合いを見て土手を一直線に駆け抜ければ、龍りゆう牙がの家までのショートカットにもなる……そう考えたのが、皮肉にも裏目に出た。


    「──馬鹿めええ！　我から逃れるため、あえて水辺を選ぶとはなあああ！」


    　何と川面から、鰉亜が飛び出してきたのだ。


    　水みず飛沫しぶきを盛大に撒まき散らして、川原へと降り立つコイ型使徒。重厚な鱗うろこをガチャガチャと鳴らし、大股でズンズンとエルミーラへ迫ってくる。


    「アナタ、泳げないと聞いてましたわよ!?」


    「いつまでもカナヅチであるなど、魚系使徒の沽こ券けんに関わるわああ！　数十年をかけ、我はすでにバタ足を会得しておるのだあああ！」


    　数十年かけてバタ足か、と突っ込んでやりたかったが、今はそんな場合ではない。エルミーラは草陰の窪くぼみにシズマをそっと寝かせると、戦う腹を決めて敵と対たい峙じした。


    　いかに将軍クラスとはいえ、相手は単独。一対一の勝負なら負けるつもりはない。


    （一気に決着をつけてやりますわ。持久戦にはさせません！）


    　もたついていると、敵の増援が来るかもしれない。何より血液という媒介を必要とするエルミーラの異能力は、長時間の戦闘に向いていないのだ。


    　が、その分だけ技の種類は多彩。攻守はもとより、いかなる距離にも対応できる。そして自分の炎の能力は、魚相手にすこぶる相性がいいはずだ。


    「ほう、逃げるのは諦あきらめたかああ！　ならばその細首、ねじ切ってくれるわあああ！」


    「シズマ、安心なさい。アナタは必ず守ってみせますわ。だから──起きてはダメよ」


    　次の瞬間。エルミーラと鰉ヒガイ亜アは、同時に地面を蹴けった。


    「エルミーラ＝マッカートニーいい！　そのガキをよこせええ！」


    「お断りですわ！　焔かん奏そう・奏鳴曲ソナタ！」


    　片手を突き出したエルミーラの五指から、ソフトボール大の炎弾が射出される。


    　一直線に飛んだ五つの火球は、しかし鰉亜の鱗うろこにことごとく跳ね返されてしまった。


    「そんなものが我に通じるかああ！　見くびるのも大概にしろおおお！」


    　お返しとばかりに繰り出された剛腕の一撃を、エルミーラは身を沈めて回避する。その直後には、すでに次なる攻撃の準備はできていた。


    「アナタこそ、『常とこ闇やみの血族』を見くびってませんこと？　焔奏・輪舞曲ロンド！」


    　その一言を合図に、地面から輪状の炎が噴き出し、鰉亜の巨体を呑のみ込む。


    「ぬううう!?」


    「焼き魚にして差し上げますわ！」


    　追撃の手を緩ゆるめず、エルミーラは自身の周囲に新たな炎を発生させ、指揮者のごとく両手を振るった。


    



    



    　同刻。


    　小こ林ばやし家から数百メートル離れた墓地にて、もう一つの戦闘が行われていた。


    　否いな、正しくは戦闘ではなく、それは一方的な駆逐だった。二人の将軍による、袂たもとを分かった同胞たちへの、容よう赦しやない粛しゆく清せいだった。


    「ミ、魅ミ怨オン将軍、どうかお許しを……」


    「残念だけど、命乞いが一秒遅かったわね」


    　シラサギ型使徒がそう言うなり、眼前の異い形ぎようが地面に崩れ落ちる。まるでキュウリかニンジンのように、その全身がスライスされていた。


    「呪ジユ理リ将軍！　貴女あなたの配下となります！　ですのでお助け──」


    「私、浮気性の男は嫌いよ」


    　キングコブラ型使徒もまた、降伏を却きやつ下かした。尾の一撃で異い形ぎようを薙なぎ払うと、相手は数メートル先の樹木に激突し、まるでトマトかザクロのように潰つぶれた。


    　……こうして【魔神】キュウキによる急襲部隊は、指揮官の鰉ヒガイ亜アを残し、あえなく全滅となった。


    　動員された使徒は、最終的に四十五体。が、所しよ詮せんは兵卒クラスで構成された集団……将軍クラスの魅ミ怨オンと呪ジユ理リにとっては、本気を出すまでもない存在だった。


    「ふう……これで全部片付いたわね」


    　夜の静寂を取り戻した墓地で、軽く息をつくハーピーのごとき鳥人少女。


    「お疲れ様、魅怨。上う手まく家から誘導できたわね」


    　するとそこへ、ラミアのごとき蛇身の美女も近寄ってきた。ブロンドの長髪を掻かき上げながら、周辺に転がる使徒たちの骸むくろをざっと眺める。


    　小こ林ばやし家で迎え撃つのは簡単だったが、大事な自宅を壊されては堪たまらない。そう考えて敵部隊を墓地へと追い込んだのだが、お陰で少し時間がかかってしまった。


    「呪理、討ち漏らしはない？」


    「当然よ。ちょっと汗ばんじゃったから、戻ったらシャワーを浴びたいわ」


    「三分くらいで済ませてよ？　水道代だって馬鹿にならないんだから」


    　魅怨に釘くぎをさされると、呪理が不満げに唇くちびるを尖とがらせる。


    　相変わらずウチの次女は家計にシビアだ。でもまあ、これからは養護教諭のお給料を入れるつもりだから、多少やりくりも楽になるはず……とキングコブラ使徒は考えていた。


    「ところで呪理。忌キ綺キはどこに行ったか知らない？　確か家を出るまでは一緒にいたはずなんだけど」


    「多分エルミーラを追いかけていったんじゃないかしら。というより、シズマをかしら？」


    　やっぱり……と呆あきれたように夜空を仰あおぐシラサギ少女。


    「全く、三さん姫きとしての使命を放げ出すなんて……まあ、今回は大目に見てあげるけど」


    「こっちは二人で充分だったものね。それに、シズマが心配な気持ちはよく分かるわ」


    「最近は、ホウレン草も残さず食べてくれるしね」


    　そう言って、苦笑を交わし合った直後。


    　二人は同時にハッと息を呑のみ、次いで辺りを見回した。


    　……融ゆう解かい・消滅を続けていたはずの骸たちが、あちこちでモゾモゾ蠢うごめいている。みるみる姿を復元させ、次々と立ち上がってくる。


    「魅怨、これって……」


    「ええ。キュウキ様が──能力を発動させたのよ」


    　それが【魔神】キュウキの持つ、厄やつ介かいな特殊能力。倒されて魂こん化かした使徒を、一度だけ復活させることができる反はん魂ごん術じゆつ。


    　ここで使ってくるとは、何て意地悪なお方だ……と泣き言をこぼしてもいられない。


    「呪ジユ理リ、もう一度倒すわよ。せっかく墓地に誘導したのに、逃げられたら骨折り損もいいトコだわ。その分だけエルミーラとシズマが危険になるだろうし」


    「そういえばあのヴァンパイア、鰉ヒガイ亜アに追われてるのよね。忌キ綺キが間に合ってくれればいいんだけど……」


    「あっちに増援を送らせるわけにはいかないわ。とはいえ、これだけの数を墓地から出さないってのは……かなり面倒ね」


    「きっと今度はまともに戦おうとしないでしょうしね。はあ、本格的に汗をかいちゃうわ」


    　無駄話を早々に切り上げ、魅ミ怨オンと呪理は再び戦闘を開始した。


    　復活の早い使徒を見定め、そいつから優先的に倒していく……という作業なのだが、それは口で言うほど簡単なものではなかった。


    　すでに半分以上の使徒が蘇よみがえり、数人が逃走を始めている。中には身を挺ていして追撃を阻み、仲間の脱出を幇ほう助じよしようとする感心な者もいた。駄目だ、とても手が回らない。


    「くっ、待ちなさいあんたたち！」


    　苛いら立だちと共に魅怨が叫んだ、その時──


    「秘剣・刃じんソニック！」


    　そんな少女の声と、出口に向かった使徒たちの断末魔が届いてきた。


    （えっ!?　今のって、まさか……！）


    　当惑する魅怨の耳じ朶だを、さらに別の少女の声が打つ。


    「つばめきたり、こうがんきたへかえり、にじはじめてあらわる──秘技・樹じゆ縛ばく殺さつ！」


    　次の瞬間、園内の至るところに点在する木々が、一斉に枝を伸長させた。木枝はたちまち使徒たちを絡め取り、彼らの動きを封じていく。


    　──その少女たちが何者なのかを、すでに魅怨は悟っていた。きっと呪理も同様に察しているはずだ。


    （蒼あおヶが崎さき怜れいと、雪ゆき宮みや汐しお莉り……何であいつらがここにっ？）


    　とはいえ、ここで彼女らが来たのはラッキーだと言わざるを得ない。魅怨は複雑な思いを脇わきに置き、呪理と頷うなずき合い、使徒たちの殲せん滅めつに専念することにした。


    　……そこからの再掃討は、ものの数分で終わった。


    　倒した使徒は、きっかり四十五体。取り逃がした敵はいなかった。


    　復活した途端にまた葬ほうむられてしまった、哀れな使徒たちが消滅していく中。墓地に残ったのは二人組の異い形ぎようと、二人組の異能力者。計四人。


    　本来ならば相容れぬ、因いん縁ねんの宿敵同士であった。


    「思わぬところで、思わぬ顔に会ったものだな」


    「それも、こんな形で共闘することになるなんて……意外でした」


    　そう言って顔をしかめたのは、『斬ざん舞ぶの剣士』と『祝命の巫み女こ』。【青せい龍りゆう】と【白びやつ虎こ】を守護神に持つ、四し神じんの継承者たるペアだ。


    「魅ミ怨オン、呪ジユ理リ。ここで何をしている？」


    　職務質問のように訊きいてきた蒼あおヶが崎さき怜れいに、魅怨は無愛想にツンとそっぽを向く。


    「あんたたちこそ、こんな夜更けに何してるのよ」


    「質問しているのは私の方だぞ」


    「答える義理はないわよ。この結婚詐さ欺ぎ師」


    「ほう……どうやらまだ戦い足りないと見える」


    　たちまち険悪に睨にらみ合った二人を、即座にそれぞれの相方がなだめる。


    「怜さん、ここは穏おん便びんに……三さん姫きとの戦闘は禁止されています。まずは対話しましょう」


    「魅怨も落ち着きなさい。貧乳娘もああ言ってるコトだし」


    「呪理！　貴女あなたに決闘を申し込みます！」


    「あら、命知らずね」


    　もっと険悪になった相方を、今度は魅怨と怜がなだめることになった。


    　このままでは埒らちが明かないと考えたのか、怜が仕方なく質問の答えを返す。


    「ちょうど週末だったんでな、汐しお莉りと里り菜ながウチに泊まりにきていた。どうせなら寝る前に、軽く辺りをパトロールしようと決まったのだ」


    「【玄げん武ぶ】がいないじゃない」


    「里菜は置いてきた。彼女は基本的に、十一時を過ぎると寝てしまう。たとえ会話の最中だろうと、トイレの最中だろうとな」


    　黒くろ亀がめ里菜には少し、四神としての使命感が足りないのではないだろうか。


    　嫌味の一つでも言ってやろうかと思ったが、結局魅怨はそれを自じ重ちようした。ウチにも使命を放り出した三女がいるので、あまり偉そうなことは言えない。


    「さあ魅怨、次はお前の番だ。ここで何をしていた？」


    「ただの粛しゆく清せいよ。こいつらはキュウキ様の配下……トウテツ様についた私たちにとっては、今や敵だから」


    「ふむ。鬼キ裏リ耶ヤや罵バ乱ロンと敵対したのと、同じ理屈ということか……」


    　自身の顎あごを摘つまんだ『斬舞の剣士』をよそに、魅怨は「じゃあね」と素っ気ない一言を残して歩き出す。黙ってそれに追随した呪理と同じく、すでに姿を人間体へと戻していた。


    「おい、どこへ行く」


    「私たち、まだ仕事があるの。あんたたちとお喋しやべりしてる暇ひまはないわ」


    　去っていく二人に、未いまだ激げき昂こう冷めやらぬ巫女令嬢が目を三角にして叫ぶ。


    「待ちなさい呪理！　まだ私との勝負が残っていますよ！」


    「言ったでしょ貧乳娘。私たちはお仕事中なの。お気楽な学生とは違うのよ」


    「ま、また貧乳って……！　もう許しません！　絶対許しません！」


    「いいから帰りなさい。何時だと思ってるの？　補導するわよ？」


    「都合よく蛇へび塚づか先生にならないで下さい！　何ですか！　大きいオッパイがそんなに偉いんですか！　こんな脂肪の塊かたまりが！」


    「ひゃっ？　やめろ汐しお莉り！　何をする!?」


    　振り返ると『祝命の巫み女こ』が、仲間である『斬ざん舞ぶの剣士』の乳房を揉もみしだいていた。背後から鷲わし掴づかみにして、それはもう荒々しく。


    　いや……この件に関してだけは、蒼あおヶが崎さき怜れいは仲間じゃないのかもしれない。雪ゆき宮みや汐莉にとって、彼女はむしろ敵なのかもしれない。


    「あ、やっ、乱暴にしないでくれ！　敏感なんだ！　特に先っちょは！」


    「私はずっと、怜さんにも苦言を呈したかったんです！　一体どこまで大きくする気なんですか！　そろそろＧカップのブラもきつくなってきたって、何の冗談ですか！」


    「そ、それは別に冗談じゃ……」


    「こちらこそ冗談じゃありません！　今や私の好感度ランキングは、怜さんよりトウテツさんの方が高いですよ！」


    　あの蒼ヶ崎怜が涙目になっている。筋違いにも、その瞳ひとみが魅ミ怨オンに助けを求めてきた。


    　四し神じんたちも、なかなか個性的なキャラが揃そろってるわね……と、魅怨は思った。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    　一方その頃。深夜の河か川せん敷じきにて。


    　エルミーラ＝マッカートニーと憤ふん将しよう・鰉ヒガイ亜アは、依い然ぜんとして戦闘の真っ只中にあった。


    　鰉亜に追いつかれ、戦う羽目になってしまった──エルミーラの誤算は、実はそれだけではなかった。今夜の自分は、判断ミスがひどい……それを彼女はとことん痛感していた。


    （全く、ワタクシもヤキが回りましたわ……）


    　言い訳ではないが、鰉亜という敵自体は決して倒せない相手じゃない。しかし問題が三つあった。


    　──一つ目は、鰉亜がこちらの隙すきを突いて赤子に近付こうとすること。


    　シズマを人質に取られては、そこで詰みになってしまう。結果的にエルミーラの動きは大きく制限されることとなった。


    　──二つ目は、鰉亜の鱗うろこが、炎をものともしないこと。


    　コイ型使徒の装甲は、予想以上に強固だった。彼が『奈な落らくの八はつ傑けつ』でもトップクラスの防御力を誇っていることは魅怨から聞いていたが、ここまでとは思わなかった。相性がいいなんてとんでもない。相性最悪の敵だ。


    　──そして三つ目は、それらの理由から、避けたかった長期戦となってしまったこと。


    　早期決着を狙ねらってエネルギーを惜しみなく消費したことで、すでにエルミーラには貧血の兆候が表れていた。これでは大技を出せるのはあと二回、いや一回くらいか。


    「どうした『常とこ闇やみの血族』うう！　その程度では、我を焼き魚にすることなど到底できぬぞおおお！」


    　相変わらず無駄に激怒しながら、猪いのししのごとく愚直に突進してくる鰉ヒガイ亜ア。


    　もちろん彼も、全くのノーダメージというわけではない。各所の鱗うろこが炎熱によって歪いびつに変形し、顔も少し焦げている。長らく暴れているので、息もゼェゼェと切らせていた。


    （こんな相手に苦戦するなんて、マッカートニー家の名折れ……遊びは終わりですわ！）


    　四し神じんの仲間である蒼あおヶが崎さき怜れいは、かつて奸かん将しよう・罵バ乱ロンに完勝した。


    　その罵乱と同じ『奈な落らくの八はつ傑けつ』たる憤ふん将しよう・鰉亜に、自分が手こずるわけにはいかない。それはエルミーラ＝マッカートニーのプライドが許さない。


    「焔かん奏そう──装飾曲アラベスク！」


    　意を決し、エルミーラは奥義の発動に踏みきった。


    　直後、エルミーラの全身が青白い炎に包まれる。逆立ったウェーブヘアーまでもがメラメラと燃え盛り、業ごう火かの鬣たてがみと化す。


    　その姿はあたかも、焔のドレスをまとった火精のようであった。


    「ぬうう!?　貴様、まだそれほどの炎が出せたかあああ！」


    「よく似合っていますでしょ？」


    　そう告げるなり、エルミーラは疾駆した。鰉亜の迎撃を舞うようにかわし、一瞬の隙すきを突いて背中へと回り込む。


    　ヴァンパイア少女がその巨体を後ろから抱き締めると、たちまち敵に炎が引火した。


    「ぐ、ぐおおお！　離れろ貴様あああ！」


    「レシピ変更ですわ。焼き魚じゃなく、煮魚にして差し上げます！」


    　装甲に炎が阻まれるなら、内部を熱してやるまで。


    　ヤカンが燃えることはないが、中の水は沸騰し、蒸気となり、いずれは消えてなくなる。それと同様に、鰉亜を気化させてやるのだ。ただし正確には、気化ではなく魂こん化かだが。


    　とはいえ、この技は血液の消費量がひときわ激しい。できれば余力を残して仕留めたい。何せキュウキの配下である鰉亜は……あと一度だけ復活が可能なのだから。


    「ぎゃああああ！　あじゃじゃじゃじゃあああー！」


    「くっ……早く、早くお逝いきなさい！」


    「これほどの炎熱、いつまでも維持できまいいい！　耐えてやるわあああ！」


    「我慢せずにお逝きなさい！　まだですの!?」


    「イってたまるものかあああ！」


    「イキなさい！　遠慮せずに、さあ！」


    「先に貴様をイカせてやるわあああ！」


    「誰がイクものですか！」


    「ならば同時にいいい！」


    「バカじゃありませんの!?」


    　誤解を招きかねないやり取りが、三十秒ほど続いたのち。エルミーラのスタミナが限界を迎え、炎が消え失うせた。


    　全身の力が抜け、その場に膝ひざから崩れ落ちるエルミーラ。激しい目め眩まいに襲われ、上体を起こすことさえできなかった。もはや血液も枯渇寸前だ。


    （何とか……間に合いましたわね……）


    　目と鼻の先では、黒焦げになって倒れている鰉ヒガイ亜アの姿がある。


    　その全身から光の粒子が立ち上っていることから、すでに魂こん化かが始まっているようだ。華麗な勝利とはいかなかったが、結果オーライとしておこう。


    「シ、シズマ……」


    　ズルズルと這はうように、エルミーラは草陰に寝かせてある赤子の元へ向かう。気を抜けば意識を失ってしまいそうだったが、シズマを置いて眠るわけにはいかない。


    （よかった……アナタを守れて……）


    　僅わずかに気が緩ゆるんだ、その時だった。伏していた鰉亜が、ヨロヨロと身を起こしたのは。


    「な……！」


    「ただでは死なぬ……こうなれば、麗斐墮レイダの赤子を道連れにいいい！」


    　消滅しつつある体で、シズマへと迫るコイ型使徒。エルミーラはここにきて、彼の体力と執念を見くびっていたことを思い知った。


    「ま、待ちなさ、い……！」


    　力なく手を伸ばすことしかできず、蒼そう白はくの顔を歪ゆがめるエルミーラ。せめてあと一分ほど休めれば焔かん奏そうが使えるが、そんな猶ゆう予よがあろうはずもない。


    　シズマが殺される。絶望から滲にじみ出た涙でグニャリと歪んだ、その視界の中で。


    　──横合いから突進してきた黒影が、鰉亜の巨体を蹴けり飛ばした。


    「があっ！」


    「シジュマには触らせないでしゅ」


    　紙クズのごとく宙を舞い、程なく鰉亜が地面に激突する。彼はそのまま二度と動くことはなく、今度こそ融ゆう解かい・消滅していった。


    「憤ふん将しよう・鰉亜、討ち取ったでしゅ」


    「ワ、ワンコ……」


    　黒影の正体は、ワーウルフのごときモフモフの獣人──もちろん忌キ綺キだった。


    　幼女の外見を持ちながら、暴ぼう将しようという二つ名を冠する、『奈な落らくの三さん姫き』が一人であった。


    「無事でしゅか、エロビーデ」


    「……アナタって、わざと名前を間違えてませんこと……？」


    「横文字は苦手でしゅ」


    　そう言って、赤子の元へトコトコと向かう忌キ綺キ。シズマを慎重に抱き上げて確保したその様は、どう見ても弟のお守りをする幼稚園児の姉だった。


    「とりあえず……お礼を言っておきますわ……」


    「シジュマのためにやったコトでしゅ。……ただ」


    　再び戻ってきた忌綺の表情が、あからさまに曇った。ションボリと肩を落とし、どこか寂しげにシズマの寝顔を見詰めている。


    「本当は、とっくに分かってるでしゅ。キキは……シジュマのお姉さんじゃないでしゅ」


    「…………」


    「魅ミ怨オンと呪ジユ理リも言ってたでしゅ。きっとシジュマは、麗斐墮レイダと一緒にいるのが一番幸せなんでしゅ。だから、やっぱり……このままじゃいけないんでしゅ」


    「……そうね。ワタクシも本当は、とっくに分かっていましたわ……自分がシズマの母親になどなれないことを……」


    　それは小こ林ばやし一いち郎ろうからも、幾度となく言われてきたこと。けれど耳を塞ふさいできたこと。


    　きっとエルミーラは、おそらく忌綺も、家族という存在に飢えていたのだ。血族の当主としての責任、麗斐墮の上官としての義務……そんなものは単なる建前だったのだ。


    「麗斐墮を復活させる手段を、ちゃんと考えないとダメでしゅ」


    「それがシズマにしてやれる、一番のお世話なのでしょうね……仮かり初そめの母と、姉として」


    　しばし河か川せん敷じきが、しんみりとした空気に包まれる。


    　その雰囲気を吹き飛ばすように、エゾオオカミ使徒は小さな胸を大きく張ってみせた。


    「でも、それまではシジュマのお姉さんを続けるでしゅ。仮初めだろうと、シジュマが可愛いことには変わりないでしゅ」


    「気が合いますわねワンコ。ワタクシたちって、実は似た者同士──」


    　エルミーラの言葉が終わる前に。


    　いきなりズズン！　という轟ごう音おんと共に、地響きが上がった。


    「！」


    　見ると数メートル離れた場所に、何かがいた。


    　最初は鰉ヒガイ亜アが復活したのかと思った。が、空から降ってきたそれは──全長七メートルはあろうかという、体の至るところに無数の顔がついた、グロテスクな怪物であった。


    「な、何ですの？　使徒……？」


    「違いましゅ。こんなけったいな使徒は知らないでしゅ。でも……」


    　忌キ綺キの声に、強い警戒の色が帯びる。謎なぞの敵がおもむろに、鈍どん重じゆうな歩みながらこちらへ向かってきたからだ。


    　押し寄せる濃厚で不快な瘴しよう気きに、エルミーラは思わずむせ返りそうになった。


    「物凄すごく強大な邪じや気きでしゅ。ここまでの邪気の持ち主は、三さん姫きや八はつ傑けつにもいないでしゅ」


    　それはエルミーラにも分かる。この化け物は普通じゃない。


    　これほど身がすくんだのは、コントンやトウテツといった【魔神】たちと対たい峙じしたとき以来だ。ただ、彼らのような威風や猛たけ々だけしさは感じられない。


    　強大なのに、どこか卑ひ賤せんで無秩序な邪気……それがかえって不気味だった。この敵と単独で渡り合えるのは、おそらく火ひ乃の森もり龍りゆう牙がと──そして小こ林ばやし一いち郎ろうくらいのものだろう。


    　エルミーラが戦せん慄りつしていると、やにわに忌綺が目の前に膝ひざを折ってきた。


    　抱いていたシズマをエルミーラに託すと、そのまま彼女は立ち上がり、静かに歩き出す。迫りくる怪物の方向へと。


    「エロミーラは、シジュマを守るでしゅ。アレはキキが何とかするでしゅ」


    「アナタ一人で大丈夫ですのっ？　それより、シズマをつれて撤退しなさいっ。ワタクシは置いていって構いませんからっ」


    　そちらの方が、対策としては現実的だ。しばらく休んだお陰で、何とか焔かん奏そうも使用可能だろう。時間稼ぎくらいはできるはずだ。


    「ダメでしゅ。エミラーラが死ぬと、シジュマが悲しむでしゅ」


    「それはワンコも同じでしょうっ」


    「使徒は死んでも、魂こん化かするだけでしゅ」


    　そう言い捨てると、エゾオオカミ使徒が特攻した。


    　四つ足で弾丸のごとく地を駆け、敵のあらゆる急所に拳こぶしや蹴けりを叩き込んでいく。さすがは暴ぼう将しよう……その外見からは想像もできない、恐るべき膂りよ力りよくと瞬発力だ。


    　……が、怪物は無反応だった。まるで痛覚などないように、まとわりつくエゾオオカミ使徒をただ眺めていた。


    　全身に散りばめられた、人じん面めん瘡そうのごとき無数の顔。その目玉たちが、ギョロギョロと忌綺の動きを追っている。その口たちが、薄気味悪い怨えん嗟さの呻きを発している。


    「キキにガンを飛ばすなんて、いい度胸でしゅ！」


    　全く攻撃に動じない相手に、忌綺はならばと視覚を奪いにかかる。


    　目にも留まらぬ速さでチョコマカと跳ね回り、次から次へと怪物の目を潰つぶしていく。その行動の真意は、忌綺自身ではなくエルミーラとシズマを狙ねらわせないことにあった。


    「エレルーミ！　動けるなら早く逃げ──」


    　残る目玉が僅わずかとなったとき、忌綺が一度だけエルミーラを見た。その刹せつ那な。


    　怪物の胸板から──腕が飛び出してきた。


    「！」


    　あらぬ場所から唐突に生えた巨腕が、空中にいたエゾオオカミ使徒の短たん躯くを掴つかみ取る。


    　予想外の事態に加え、一瞬エルミーラたちへと注意を逸そらしてしまったことが、忌キ綺キにとって致命的な不覚となった。


    「し、しまったでしゅ……あぐっ！」


    　怪物の掌てのひらにギリギリ締め上げられ、忌綺が苦く悶もんの声を漏らす。


    　ポキポキと骨が折れる嫌な音を聞いた瞬間、エルミーラは悲鳴のように叫んでいた。


    「ワンコ！　今助けますわ！」


    「キ、キキは大丈夫でしゅ……いいから、逃げるでしゅ……！」


    「できるわけないでしょう！」


    「シジュマを、守るでしゅ……逃げるでしゅエルミーラ！」


    　気付けばエルミーラは、シズマを置いて立ち上がっていた。体内に残った全ての血液を注ぎ込み、背後に燃え盛る神鳥・【朱す雀ざく】を顕けん現げんさせていた。


    　シズマはもちろん守らねばならない。が、忌綺を見捨てるという選択肢もあり得ない。


    　……あの幼女使徒は今、エルミーラとシズマのため犠ぎ牲せいになろうとしている。それを理解しておきながら逃げられるものか。


    　シズマの「家族」をこれ以上──二度と失わせはしない！


    「忌綺。苦しいでしょうが、もう少しだけ耐えなさい」


    「や、やめるでしゅ……手助け無用でしゅ……」


    「こういうときに頼ってこその仲間でしょう。助けられてばかりじゃ、不公平ですわ」


    　そう。彼女はもう、エルミーラの仲間なのだ。色々と因いん縁ねんはあるが、衝突もしてきたが、共にシズマの面倒を見てきた……未熟な保護者同士なのだ。


    「そういえば先ほど、初めてワタクシの名をちゃんと呼びましたわね。エルミーラと」


    「そ、そっちこそでしゅ……キキのはたまたま当たっただけでしゅ……」


    　この期ごに及んで減らず口を叩いてきた忌綺に、エルミーラは苦笑した。


    　あの怪物を倒せるとは思っていない。だが、忌綺だけは必ず救出してみせる！


    「秘伝──焔かん奏そう・夢想曲トロイメライ！」


    　守護神の【朱雀】と一体化したまま、エルミーラは紅ぐ蓮れんの双翼を広げ、空高く飛ひ翔しようした。
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    　エルミーラさんを捜して、ちょうど俺が河か川せん敷じきへ来てみたところ。


    　いきなり前方の川原で、盛大な炎が打ち上がった。全長三、四メートルはあるだろう巨大な火の鳥が、螺ら旋せんを描いて夜空を切り裂いた。


    「あ、あれはまさか……！」


    （おっ、季節外れの花火っスね。た～まや～）


    （見事なモンだぜ。ありゃ結構な金がかかってんじゃねえか？）


    「馬鹿かお前ら！　エルミーラさんに決まってんだろ！」


    　呑のん気きな感想を漏らしている【魔神】どもを一いつ喝かつし、俺は即座に現場へとダッシュした。


    　薄々そんな懸け念ねんはしていたが、やはり俺が見つけてしまったか……遺い憾かんの思いを押し殺し、走りながら龍りゆう牙がにメールを送る。


    『河か川せん敷じきで蜜買った。子宮きてくれ』──急いで文字を打ったので誤字になったが、まあ意味は伝わるだろう。


    　土手の斜面を滑り降り、岸辺を三百メートルほど全力疾走すると。


    　……果たしてそこに、地面にうずくまっているエルミーラさんと、何だかよく分からない巨大なバケモノがいた。


    「エルミーラさん！　大丈夫か！」


    　とりあえずバケモノは無視して、ヴァンパイア少女の元へ駆け寄る。上体を抱き起こしたところ、何な故ぜか彼女が抱き締めていたのは、シズマちゃんではなく忌キ綺キだった。


    「キ、忌綺？」


    「小こ林ばやし、一いち郎ろう……来て、くれましたのね……」
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    　辛かろうじて意識があったエルミーラさんが、弱々しく呟つぶやいてくる。


    「ガス欠がひどいな。さっき【朱す雀ざく】っぽいものが飛んでたけど……やっぱアレってエルミーラさんだったのか？」


    「ええ……お陰でこのザマですが……何とか忌キ綺キは救出できましたわ……」


    「で、シズマちゃんは？」


    「シズマなら──」


    　言いかけた途中で、エルミーラさんが目を見開いた。


    　その視線に倣ならうと、そこに例のバケモノがいた。よく見ると全身が焼け焦げ、ボロボロに爛ただれている。奇妙にも胸から三本目の腕が生えているが、手首から先がなかった。


    　そいつがこちらを放置して、ゆっくりと歩いていく。ひときわ雑草が生い茂る、ある一点を目指して。


    「小こ林ばやし一いち郎ろう！　シズマが危険ですわ！」


    　先刻までグッタリしていたのが嘘うそのように、エルミーラさんが俺に掴つかみかかってくる。その叫びに、彼女の胸で忌綺もハッと目を開けた。


    「あの草むらにシズマがいますの！　急いで！」


    「い、一郎男爵、シジュマを……」


    　その直後には、俺はすでにエルミーラさんを忌綺ごと抱え上げて走っていた。


    　瞬またたく間にバケモノを追い越すと、草陰にいたシズマちゃんを保護して敵との距離を取る。バケモノから十メートルほど離れたところで、三人をまとめて地面に下ろす。


    「しばらく待っててくれ。ちょっと相手してくる」


    「気をつけなさい小林一郎……あの怪物、手て強ごわいですわよ」


    　無論、承知している。このヴァンパイア少女とエゾオオカミ幼女の状態を見れば、それは瞭然だ。特に忌綺の両腕が、ダランと力なく垂れているのが気になる。折れてるのか？


    「忌綺。お前、その腕……」


    「……下へ手たこいたでしゅ。でも、鰉ヒガイ亜アはちゃんと粛しゆく清せいしたでしゅ……」


    「ほとんどワタクシが倒したようなものですけど」


    「エルミーラは相討ちでしゅ。とどめはキキでしゅ」


    　減らず口を叩き合えるようなら大丈夫だろう。


    　骨折してるのに泣かないだけでも大した根性だ。俺は腕にヒビが入ったとき、涙を堪えるのに必死だった。


    （ともあれ、このバケモノには落とし前をつけてもらうぜ）


    　俺の中では今、激憤と憂慮という、相あい反はんする感情がせめぎ合っていた。


    　……激憤とは言うまでもなく、我が家の同居人たちを痛めつけられたことだ。このバケモノが何者かは知らないが、しかるべき報いを与えてやる。


    　……一方の憂慮とは、だからといって俺がこいつを倒してしまうのは非常にマズいということだ。その役目は、何としても龍りゆう牙がに譲ゆずりたい。そこは譲れない。


    （敵をボコるのは、リューガが来るまでだ。あいつが現れたタイミングで窮地に陥おちいろう。俺ではとても歯が立たないってコトで、リューガにバトンタッチ……これしかねえ）


    　ちょっと八や百お長ちよう臭いが、それは今に始まったことじゃない。


    　バトンタッチの際に「くっ、駄目だ……【魔神】を二体も宿してるせいで、それを抑えるだけで精一杯だ……」と、今後バトルに参加できない旨むねを表明しよう。そうすれば戦闘メンバーから外してもらえるはず。


    　そんな方針を固めつつ、俺は近付いてくるバケモノの前に立ちはだかった。


    　こうして改めて間近で見ると、つくづく気持ち悪い怪物だ。こいつは一体、何の生物がベースなんだろうか？　今までは一目見たら分かってたんだけど……。


    「じゃあ旦那、さっさとやっちまいやしょう」


    　俺の横に、顕けん現げんしたトウテツが並び立つ。すでに漆黒の戦闘モードになっており、指をボキボキ、首をコキコキ鳴らしている。珍しくやる気になっていた。


    「おい、そこの顔まみれ。ウチのチビが世話になったな。ぶっ殺してやるから覚悟し──」


    　膨ぼう大だいな邪じや気きを撒まき散らし、トウテツが歩き出そうとした瞬間。


    　やにわに俺の胸板からニュッと太い腕が出てきて、トウテツの頭を鷲わし掴づかみにした。


    「うおっ!?」


    （まあ待てやテッちゃん。今回は俺様にやらせろ）


    　たちまちその腕が、俺の中へトウテツを引きずり戻す。すると間もなく、代わりにコントンが現れた。俺の頭上に、まるでランプの魔人のごとく。


    　額に巨大な一本角がある、口から長大な牙きばを突き出した、四メートルほどの巨きよ躯くを誇る筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの威容……かつて第一部のラストバトルで見た、あの鬼がそこにいた。


    「坊主。早速ながら働かせてもらうぜ。なあに、二分とかからねえよ」


    「コントンのオッサン、大丈夫なのか？　力はどれくらい戻ってるんだ？」


    「まだ三割ってトコだが、アレを倒すにゃ充分だ。ただし俺様は宿主との別行動ができねえから、坊主にも近くまで付き合ってもらうぜ」


    　仕方なく了承すると、俺の中でトウテツが猛抗議してきた。ひょっとしてこいつら、同時には出てこれないのか？


    （テメェ、ふざけんなコントン！　新入りのクセにしゃしゃり出るんじゃねぇ！）


    「新入りだからこそ、役に立っとくべきだろ？　お前は屁へでもこいてろや」


    （【魔神】はアイドルと同じく、屁なんてしねぇ！）


    　嘘うそつけ。俺はすでに、トウテツの屁を六十回は聞いている。


    　まあ俺としては、トウテツでもコントンでも構わない。バカとロリコンに大差はない。


    「んじゃ……行クトスルカ、我ガ新タナル器ヨ」


    　そこでコントンの口調が変わった。龍りゆう牙がたちと戦ったときの、あのキャラだ。確かにこっちの方が【魔神】として凄すごみがある。なかなか演技派のオッサンだ。


    　いつしか空は、分厚い暗雲に覆われていた。ゴロゴロと雷鳴が轟とどろき、稲いな光びかりが閃ひらめいていた。


    「コ、コントン男爵が……一いち郎ろう男爵に……」


    「二体も【魔神】を宿して、どうして平気でいられますの……？」


    　後方から忌キ綺キとエルミーラさんの、そんな驚きよう愕がくの声が聞こえる。


    　驚くのも無理はない。俺も未いまだに信じられないし、信じたくない。


    「──ウボアアアアアア！」


    　敵との距離が三メートルを切ったとき。突然バケモノが咆ほう哮こうを上げた。全身の口による、おぞましい大合唱だった。


    　次いで振り上げられたバケモノの巨腕が、間合いへと入った【魔神】に猛然と打ち下ろされる。全体重を乗せた隕いん石せきのごとき拳げん骨こつが、地面の俺ごと叩き潰つぶさんと降ってくる。


    「ヤ、ヤベえぞオッサン！」


    「オッサント呼ブナ」


    　その凶悪無比な一撃を、コントンは──人差し指をピンと弾いて跳ね返した。冗談みたいな防ぎ方だった。


    　攻撃を押し戻された反動で、バケモノが後ろにたたらを踏む。ズシンズシンと地響きを起こしつつ、辛かろうじて体勢を立て直す。


    「我ヲ愚ぐ弄ろうスルナ。全力デコイ」


    　……今のバケモノの一撃、思いっきり全力だった気がするんだけど。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    　腐っても【魔神】というべきか、コントンの強さは圧倒的だった。


    　バケモノが繰り出す拳こぶしの乱舞を、ことごとくデコピンの要領で迎撃してみせる。エルミーラさんと忌綺ですら手に負えなかった相手を、まるで子供のようにあしらっている。


    　サイズ的には、コントンの方が一回り小さいのに……格の違いが歴然だった。


    「や、やるじゃねえかコントンのオッサン……本当に三割の力しか戻ってないのか？」


    「イカニモ。本来ナラバ、ココマデ回復スルダケデモ三十年ハカカル。マサカ眠リニツクコトナク、再ビ戦エル機会ガアロウトハナ」


    　重低音ボイスに歓喜の色を込めるコントン。それは結構なのだが、一方で宿主は大変だ。


    　何せ俺は、先ほどから彼らの足下にいるのだ。巨人どもが攻防を繰り広げる中、踏み潰されないよう必死で逃げ回り続けているのだ。


    　トウテツに比べて、何と使い勝手の悪い【魔神】だろうか。でも、今さらチェンジしたら怒るだろうし……。


    （ほら旦那、やっぱり俺の方がいいでしょ？　使いやすいでしょ？）


    　ドヤ声で語りかけてくるトウテツに、俺は思わず「う、む……」と同意しそうになる。


    （こいつは力が戻ってない上に、旦那に憑ついたばかりでさぁ。新しい器に馴な染じむには一年近くかかりやす。だから俺らは、なるべく引っ越したくないんでさぁ）


    　そうだったのか。馴染むまで時間がかかるとは、ジーパンみたいな奴やつらだ。


    （というワケで旦那、ここは俺でいきやしょう！　すでにブルペンで肩は温まってやす！　審判に交代を告げて下せぇ！）


    　誰だよ審判。というか俺の中には、ブルペンまであるのか。


    　突っ込むより先に、勝手にトウテツが同胞へ降板勧告をする。


    （おいコントン、交代だ！　リリーフは俺に任せろ！　バッチリ締めてやるから！）


    「補欠ハ引ッ込ンデイロ」


    （何だとコラ！　クローザーって言え！）


    「貴様ガ出テキテモ、炎上スルダケダ」


    （い、言わせておけば……おい、頑張れバケモン！　この【ロリコン魔神】をぶっ倒せ！　何か必殺技はねぇのか!?　ロケットパンチとか！　デンプシーロールとか！）


    　そんなトウテツの声援に応えたわけではないんだろうが。


    　バケモノの全身から、さらに腕が生えてきた。一本や二本ではなく、物凄すごい数が。


    　さながら千せん手じゆ観かん音のんのようになったバケモノが、無数の腕を一斉に唸うならせる。本当に必殺技を出しちゃったじゃねえか！


    「クダラヌ芸ダ」


    　嵐のごとき怒ど濤とうの百烈拳を、しかしコントンは片手の一振りでまとめて払い飛ばした。直後に腕の一本を掴つかみ、ヘシ折り、ブチブチと引っこ抜いて放り捨てる。


    「ソロソロ貴様ノ相手モ飽イテキタ。滅ビヨ」


    　次の瞬間。ドゴ！　という音と共に、俺の目の前にバケモノの顔が降ってきた。コントンに殴られ、その勢いで地面に叩きつけられたのだ。


    　うおっ！　ビックリした！　と、トウテツが俺の心を代弁してくれる。


    　起き上がることを許さず、コントンがさらなるパンチの連打を浴びせる。そのたびにバケモノの体が地面にめり込んでいく……もはや完全にサンドバッグ状態だった。


    「ちょ、ちょっと待てコントン！　もういい！　これ以上やると死んじまうから！　バケモノさん、もう虫の息だから！」


    「何ノ問題ガアル？　【魔神】ニ牙きばヲ剥むイタノダ。当然ノ報イデアロウ」


    「それじゃマズいんだよ！　お疲れさん！　もう下がっていいぞ！」


    　ここでバケモノを倒してしまったら目も当てられない。


    　主人公が満まんを持じして駆けつけ「そこまでだ！」と叫んだとき、もう敵が死んでいたら……本当にそこまでだったら……龍りゆう牙がが「駄目な子」みたいになってしまう。


    　そんな事態だけは避けねばならない。主人公に恥をかかせて、何が友人キャラか！


    「コントン！　頼むから下がってくれ！　マウンドを降りてくれ！」


    「降板ニハ納得デキヌ。続投サセロ」


    「聞き分けのない外国人ピッチャーみたいなこと言うんじゃねえ！　これは監督命令だ！　選手交代！　コントンに代わってテッちゃん！」


    「聞ケヌ相談ダナ。りりーふナド必要ナイ！」


    　小こ林ばやし監督の采配を無視して、バケモノをさらにボコボコにするコントン。もはや敵はすっかり動かなくなり、無数の腕もダラリとしている。このままでは消滅も時間の問題だ。


    （ヤベえ！　早く審判に、橘きつ高たかさんに交代を告げなければ！）


    　俺がアワアワと狼ろう狽ばいしていたとき。背後のエルミーラさんと忌キ綺キが、にわかに騒然とする気配がした。


    　何事かと振り返ってみると──そこに一体の使徒がいた。


    　いつの間にやら現れたトカゲ型の異い形ぎようが、彼女たちにヒタヒタと迫っていたのだ。


    「う、腕ですわ！　先ほど放り捨てられたバケモノの腕が、使徒に変わって……」


    「あ、あれは哦坐痢ガザリでしゅ！　確か鰉ヒガイ亜アの部隊にいた兵卒でしゅ！」


    「この使徒、以前にワタクシが倒した覚えが……麗斐墮レイダを襲っていた使徒の中に、このトカゲがいたような……」


    　バケモノの腕が──使徒になった？


    （一体どういうことだ？　もしやこのバケモノ、たくさんの使徒の集合体なのか？　この無数の顔や腕は……つまりそういうコトか？）


    　いずれにせよ、助けに向かわねば。エルミーラさんはガス欠、忌綺は両腕を骨折……どちらもまともに戦える状態じゃないのだから。


    「おいコントン！　あのトカゲを倒すぞ！　拒否は許さねえ！」


    　有う無むを言わさず身を翻ひるがえし、エルミーラさんたちの元へと急行しようとしたところ。


    　──不意に彼女たちの横で、淡い光が発生した。


    　闇夜の河か川せん敷じきに上がった、ぼんやりとした発光。それは間もなく消えてしまったが、同じ場所で小さな人影がユラリと起き上がり、トカゲ使徒の前に立ち塞ふさがった。


    （な、何だ？）


    　忌綺よりもさらに小柄な、俺の腰くらいまでしかないだろう背丈。そいつが短い両手を精一杯に広げている。まるでエルミーラさんと忌綺を守るかのように。


    「……母上と姉上には、指一本触れさせません」


    　小さな影から、そんな声が発せられた。玲れい瓏ろうとして気品のある、しかしながら年とし端はもいかない幼児の声だった。


    「お二人に危害を加えるというなら、僕が相手になります。『常とこ闇やみの血族』であり、『奈な落らくの使徒』でもある──この小こ林ばやしシズマが」
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    　──何てこった。それはシズマちゃんだった。


    　愛いとしい我が家の天使が、「ハイハイ」どころか「立っち」をして、さらには流りゆう暢ちような言葉を喋しやべっていた。おまけに小林姓まで名乗って。


    （シズマちゃんが……フォースを覚かく醒せいさせちまった）


    　もう本当に、何なんだ今夜は。


    　どれだけ仰ぎよう天てんイベントを詰め込んでくるんだ。
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    　いきなり急成長を遂げてしまったシズマちゃんに、俺は十秒ほど放心した。


    　いや、急成長という表現にはやや語ご弊へいがある。シズマちゃんの外見は、まだ二歳児ほどのもの……忌キ綺キよりも遥はるかに幼い姿をしている。


    　ただし、何というか、とてもしっかりしていた。


    　物凄すごく礼儀正しい、頭の良さそうなお子様だった。そこら辺の浮ついた新入社員より、よっぽど仕事ができそうだった。


    「シ、シズマ……？」


    「シジュマ、なんでしゅか？」


    　もちろん放心しているのは、エルミーラさんと忌キ綺キも同じだった。彼女たちは揃そろってポカンと口を開け、トカゲ使徒と対たい峙じしているシズマちゃんを瞠どう目もくしていた。


    「はい、シズマです。母上、姉上」


    「ワ、ワタクシを母と……！」


    「キキをお姉さんと……！」


    　息を呑のむ二人に向けて、シズマちゃんがニコリと微ほほ笑えむ。龍りゆう牙がにも引けを取らぬ爽さわやかスマイルだった。ビジュアルは二歳児だが。


    「赤あか鳥とり日ひ出で夫おと麗斐墮レイダ……それが僕の両親であることは分かっています。でも僕にとっての家族は、その二人だけじゃありません。母上、姉上、そして父上……僕には家族と呼ぶべき大好きな人たちが、たくさんいます」


    　父上と言ったとき、シズマちゃんがこちらを見てきた。思わず俺の胸に、熱いものが込み上げてくる。


    「魅ミ怨オンおば様、呪ジユ理リおば様、トウテツおじ様だってそうです。シズマは──幸せ者です」


    （うぅ、シズマ……立派になって……！）


    　俺の中で、トウテツも咽むせび泣いていた。よかったな、ペットだと思われてなくて。


    　でもシズマちゃん。魅怨と呪理に対して「おば様」はやめた方がいい。ちゃんと「姉上」と呼んでやって欲しい。絶対にヘコむだろうから。


    「シズマ、それがアナタの成体ですの……？」


    「分かりません。きっと今の僕は、母上と姉上がピンチだったことで、急いで可能な限り成長したんだと思います。最低限、お二人を守れる状態へと──」


    　まだ語っている最中にも拘かかわらず、トカゲ使徒がシズマちゃんに突進した。


    　耳まで裂けた口をいっぱいに開き、大人げなくも二歳児を食い殺そうとしている異い形ぎよう。不揃いに並んだ歯列から、毒々しい紫色の唾だ液えきが滴したたっていた。


    「危ない！」


    　俺とエルミーラさんと忌綺が、同時に叫んだ刹せつ那な。


    「やれやれ。まだお話の途中ですよ、哦坐痢ガザリ」


    　シズマちゃんが短い指をパチンと鳴らした。


    　直後、トカゲ使徒がボッ！　と発火する。噴き上がった凄すさまじい火柱が、哦坐痢の全身を呑み込んだのだ。


    （ほ、炎の能力!?）


    　すなわちそれは、実父・赤あか鳥とり日ひ出で夫おの異能力だ。


    　日出夫さんは指先に小さな火を灯せる程度だったと聞くが、シズマちゃんの炎はレベルが違う。本家たるエルミーラさんにも匹ひつ敵てきする、天を衝くような業ごう火かだった。


    　丸焦げになった哦坐痢ガザリが、地面に崩れ落ちる。


    　やがて炎が消えたときには、すでに敵は消滅していた。地面に円形の焼け跡を残して。


    「な、何だあのガキ……アレがさっき坊主が言ってた、麗斐墮レイダの倅せがれか？」


    　俺の頭上で、コントンが呆あつ気けに取られている。いつしか普段のキャラに戻っていた。


    　先ほどエルミーラさんを捜し回りつつ、俺は手短にシズマちゃんのことを【新入り魔神】に話しておいたのだ。


    　しばらくコントンを小こ林ばやし家に住まわせる以上、隠しておくわけにもいかないから……というかエルミーラさんはもう、みんなに今回の件を打ち明けるつもりだったのだから。


    「ああ。あれがウチのシズマちゃんだ。まさかこんなに早熟だとは思わなかったけど……あの子って将軍クラスどころか、もしかして関白クラス──」


    「父上！　後ろ！　気をつけて！」


    　我が子の晴れ姿に惚ほれ惚れしていたところ。突とつ如じよとしてシズマちゃんが叫んできた。


    　はたと振り返ると、バケモノが起き上がろうとしていた。おそらく最後の力を振り絞り、一いつ矢しだけでも報いる気なのだろう。


    「チッ。おとなしく寝てりゃ、そのまま逝いけたものを……そんなにとどめが欲しいなら、望み通りくれてやるぜ」


    　コントンが蓬ほう髪はつを逆立たせ、再びバケモノへと向き直る。すると。


    （隙すきありゃぁぁぁ！）


    　コントンの巨体が、あっという間に俺の中に引きずり込まれた。言うまでもなく、トウテツの仕し業わざだった。


    （ぬお！　何しやがるテッちゃん！　離しやがれ！）


    （お前の出番はもう終わりだ！　【魔神】が敵を仕留め損ねるとは、何と情けねぇ！　ファームで調整してこい！）


    （ふざけんじゃ……うおっ、臭え！　テメェ屁へこきやがったな！）


    （お前が言ったんだろ！　屁でもこいてろって！）


    （テメェこそ言ったろうが！　【魔神】は屁をこかねえって！）


    　何やら俺の中で、【魔神】が揉もみ合っている。【魔神】同士の一騎討ちとは、作中屈くつ指しの頂上決戦のはずだが……全く興味を持てないのは何な故ぜだろう。


    　こちらの事情をよそに、ようやくバケモノが「立っち」に成功する。


    　すでに動く腕は、本来の位置にある二本だけ。それでも覚束ない足取りで、ヨロヨロと迫ってくる。未いまだ戦意を失っていないのは天晴あつぱれだが、明らかに瀕ひん死しだった。


    　あの状態ではもう、とどめを刺すだけの作業になってしまうだろう。くっ、龍りゆう牙がは……龍牙はまだ来ないのか！


    「父上。差し出がましいようですが、僕が倒しましょうか」


    「いや！　大丈夫！　お父さん頑張る！」


    　遠慮がちに言ってきたシズマちゃんに、俺は慌あわてて首を横に振る。二歳児といえばワガママが増える「イヤイヤ期」のはずだが、姉上と違ってまだ反抗期じゃないようだ。


    （来いテッちゃん！　出番だ！）


    　仕方なくバケモノに接近し、俺は脳内に呼びかけた。トウテツなら相手を倒してしまうことなく、上う手まく時間を稼いでくれるはず。


    　……が、【魔神】は聞いていなかった。


    （そうじゃねぇよコントン。もっとこう、手首のスナップを利かせるんだ。こう）


    （どうもリリースポイントが安定しねえんだよなあ）


    （まずはコントロールより、フォームを固めることだな。ほれ、もう一回投げてみろ）


    （ふん！）


    （おっ、ナイスボール！　よし、もういっちょ来い！）


    「お前が早く来い！」


    　バケモノを眼前にして、俺は思いっきり【魔神】どもを叱しかりつけた。


    　こいつらは状況が分かってるのか！　いつの間に仲直りしたんだ！　やっぱり俺の中にはブルペンがあるのか！


    「本当にピッチング練習してんじゃねえ！　俺一人で相手しろってか!?　お前らまとめて戦力外通告──」


    　途中で喚わめくのをやめて、俺は横っ跳びで地面を転がった。


    　直後にバケモノの足が、俺が一秒前までいた場所をズズンと踏みつける。危なかった。お父さん死ぬトコだった！


    「父上！　やっぱり僕が！」


    「来るなシズマ！　そこで見ていろ！　戦う父の背中を、ちゃんと刮かつ目もく──」


    　そんな俺の言葉は、またしても途中で遮さえぎられることになった。


    　俺が今か今かと待ちわびていた、凛りんとした叫び声によって。


    「そこまでだ！　『奈な落らくの使徒』！」


    　俺たちの後方に広がる闇の中から、黄金色のオーラをまとった少年が疾走してくる。


    　声の主はたちまちエルミーラさんたちの横をすり抜け、俺の横をすり抜け、バケモノの土手っ腹に強烈な飛び蹴げりを見舞った。


    　もんどりうって引っくり返り、再び地に伏すバケモノ。そんな敵をよそに、少年が空中で身をひねり、俺の前へと華麗に着地する。


    　もちろんそれは──火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだった。


    　この場を締めるべき、我らが主人公だった。


    （き、来たああああ！）


    　込み上げる歓喜と安あん堵どを抑え、俺はすかさず地面に片膝ひざをつく。大おお袈げ裟さにハアハアと息を切らせ、さりげなく顔や服に泥をつける。


    「お待たせ一いち郎ろう。河か川せん敷じきしか教えてくれないから、捜すのに苦労したよ」


    「た、助かったぜリューガ……へへっ、情けないけど、もう喋しやべる元気すら残ってねえ……」


    「さっき喚わめいてなかった？　戦う父の背中がどうとかって」


    「それは幻聴だ」


    　きっぱり否定してやると、龍牙がポリポリとこめかみを掻かく。次いでその双そう眸ぼうがエルミーラさん、忌キ綺キ、シズマに向けられ、最後にまたバケモノへと戻った。


    「詳しい状況はよく分からないけど……まずはあの怪物を倒すことが先決かな。あれって『奈な落らくの使徒』でいいんだよね？」


    「あ、ああ……その解釈でオーケーだ……エルミーラさんと忌綺の活躍によって、敵はだいぶ弱ってる……それでも俺は手も足も出なかったけど……ゴホッ！　ゴホッ！」


    　手柄を二人に押しつけ、病人のように咳せき込む俺。気合いで額から、滝のような汗を流してみせる。


    「とにかく、あとは任せてくれ。一撃で終わらせる」


    　黄金のオーラを撒まき散らし、龍牙がズイと進み出た。


    　……早速ながら、アレをやるつもりだろう。自身を光弾と化した必殺の爆撃を。通称「ドラゴン・ファング（俺の命名）」を。


    　バケモノは依い然ぜんとして立ち上がれないでいる。よく見ると、全身のあちこちが融ゆう解かい・蒸発を始めていた。すでに消滅しようとしているのか。


    （頼む！　もうちょっとだけ頑張ってくれ！　ファイトだバケモノ！　お前は決して一人なんかじゃない！）


    　心でエールを送る俺をよそに、龍牙のオーラがどんどん膨ふくれ上がる。それが彼女の背中で、巨大な黄金龍のフォルムを形成していく。行ける！　ギリ間に合う！


    「神カム威イ解放！　【黄こう龍りゆう】！」


    「神威解放！　【玄げん武ぶ】！」


    　龍牙が雄お々おしく叫んだ、その刹せつ那な。


    　同じように神威解放を叫んだ者がいた。


    　驚く暇ひまもなく、バケモノの頭上に人影が躍った。夜空に舞ってクルクルと回転しているそいつは、よく見ると小柄な少女だった。


    　小柄といっても、もちろん忌綺ではない。ましてやシズマでもない。


    　果たしてそれは──今回のエピソードにほとんど絡んでこなかった、空気を全く読まないことに定評のある、『星せい壁へきの守もり人びと』こと黒くろ亀がめ里り菜なだった。


    「黒亀流アーケロン拳けん奥義！　秘拳・甲骨ナックルー！」


    　落下と回転の勢いのままに、黒亀さんがバケモノの脳天に右拳こぶしを唸うならせる。


    　その手には、やたらゴツいグローブが填はめられていた。おそらくあれは、守護神である【玄げん武ぶ】を顕けん現げんさせ、変形・装着したもの──攻守を兼ね備えた、堅固な甲羅の手甲だ。


    「り、里菜!?」


    「やめろ馬鹿！　余計なコトすんじゃ──」


    　拳けん法ぽう少女のゲンコツが打ち落とされた瞬間。バケモノが爆散した。


    　断末魔すら上げさせてもらえず、木こっ端ぱ微み塵じんとなった。


    　衝しよう撃げきで地面が揺れ、大気がビリビリと震える。川が盛大に波打ち、一気に逆流する。ナンセンスなネーミングとは裏腹に、洒しや落れにならない破壊力だった。


    「…………」


    　跡あと形かたもなくなったバケモノを、そこに穿うがたれたクレーターのような大穴を、俺は脱力して眺めていた。両手と両膝ひざを地面について、四つん這ばいになりながら。


    　──何てこった。亀かめがやらかしやがった。


    　ギリギリで間に合ったはずの主人公の見せ場を、かっさらっていきやがった。
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    「ふう、いっちょ上がり！」


    　自みずからがこさえた大穴からピョンと飛び出してくると、黒亀里菜がペカリと笑った。


    　そのまま俺たちの元へとやってきて、甲羅に覆われた手でダブルピースしてみせる亀。今になって気付いたのだが、彼女はパジャマ姿だった。履き物もサンダルだった。


    （この亀、どうしてくれようか……煮込んでスッポン鍋にしてやろうか……！）


    　未いまだ四つん這いのまま、怨念を込めて黒亀さんを見上げる俺とは対照的に。


    　出し抜かれた当の龍りゆう牙がは、肩をすくめて苦笑していた。やれやれといった感じで、お人好よしにも幼馴な染じみの頭をナデナデしている。


    「お疲れ様、里菜。返信がなかったから、てっきり寝てるんだと思ってたよ」


    「えへへ、遅くなってゴメンね龍りゆうちゃん。今日は怜れいちゃんの家に泊まってたんだっ。で、怜ちゃんと汐しおちゃんは？　とっくに来てると思ったんだけど」


    「残念だけど間に合ったのは里菜だけだよ。あの二人、ちょうど墓地の辺りをパトロールしてたらしくて……そこにも使徒の集団が現れたみたいなんだ。たまたま魅ミ怨オンと呪ジユ理リが居合わせたんで、協力して殲せん滅めつしたらしいけど」


    　なるほど。龍りゆう牙がは仲間たちにメールを送っていたのか。


    　墓地にいた使徒の集団とは、きっと俺の家を襲撃した奴やつらのことだろう。亀かめもそっちに向かってくれればよかったのに……。


    「ところで龍りゆうちゃん。私の新必殺技、どうだった？　ちゃんと見てくれた？」


    「ああ。甲骨ナックルだっけ」


    「うん！　説明しよう！　甲骨ナックルとは、顕けん現げんさせたガメ夫くんを拳こぶしにまとい、思いっきり殴る技だよ！　凄すごい威力だよ！　カナダでの武者修行で編み出したよ！」


    　知らねえ。聞きたくもねえ。


    　というか俺は今、心から痛感している。本当に倒さなければならない物語の敵は、キュウキではなく──こいつなんじゃないかと。


    「とにかく、私だけでもバトルに間に合ってよかったよ！　じゃあ眠いからもう帰るね！　おやすみ！」


    「えっ？」


    　シュタッと片手を上げてみせると、黒くろ亀がめさんが身を返して「わーい」と駆け去っていく。エルミーラさんに気付くことなく。


    　最後の最後でオイシイ部分だけを持っていって、ドヤ顔で必殺技の自慢をして、風のように退散してしまった。お前やりたい放題か。


    　……そんな黒亀さんを見送る龍牙の肩に、コミカルなチビ龍が乗っていた。もちろんそれは彼女の守護神・【黄こう龍りゆう】ことロンたんだ。


    　せっかく顕現したのに肩透かしを食らい、チビ龍がどこか所在なさげにしている。やがてロンたんは「ギュピ……」と愚ぐ痴ちるように鳴いたのち、やむなく姿を消した。


    



    　亀騒動が終幕したのち、三分間ほどかけて。


    　俺は今回の一件を、掻かい摘つまんで龍牙に説明した。


    　本来ならエルミーラさんから話してもらうのが筋なんだろうが、ここまできたら誰が語っても同じだと思う。いや、むしろ俺が説明する方が、三さん姫きやエルミーラさんとの同居を伏せて話せるので好都合だった。


    「あの子が、ヴァンパイアと使徒のハーフ……？」


    「ああ。ついさっきまで赤ん坊だったんだけどな。エルミーラさんと忌キ綺キが協力して、ずっとキュウキ陣営から守ってたんだ」


    「そうだったのか……で、一いち郎ろうはそれに巻き込まれちゃったと」


    「まあな。でも、仕方なくってワケでもない。シズマを守ろうと思ったのは他ならぬ、俺自身の意思だ」


    　会話を続けながら、俺と龍牙は当事者たちの元へと歩み寄る。


    　そこではエルミーラさんが、忌キ綺キと一緒になってシズマをひしと抱き締めていた。ちなみにシズマは、薄い上着を着ただけの姿だ。


    「シズマ、数秒見ないうちに大きくなって……」


    「母上。母上の愛情は、いつもこの身に感じていました。僕は胸を張って言えます。シズマの母は、二人いると」


    「シジュマ、ここにお姉さんもいるでしゅ」


    「姉上。両腕は大丈夫ですか？　僕がもっと早く成長できていれば……ごめんなさい」


    　そんな三人をしばし見詰めたのち、龍りゆう牙がはタイミングを見計らって声をかけた。


    「エル、貧血は大丈夫？　かなり辛つらいんだろう？」


    「龍牙……今回は、色々とごめんなさい……ワタクシの身勝手で迷惑を……」


    「話は聞いたよ。とりあえず、俺の血を吸ってエネルギー補給しなよ」


    　しゃがんで首筋を出した龍牙の厚意に甘え、エルミーラさんが血を吸わせてもらう。その直前にチラリとこちらを見てきたのは、おそらく俺の血が吸いたかったからだろう。


    　吸血された状態のまま、次いで龍牙はエゾオオカミ幼女に頭を下げる。


    「忌綺。エルを、俺の仲間を支えてくれてたんだってね。どうもありがとう」


    「べ、別にエルミーラのためじゃないでしゅ。シジュマのためでしゅ」


    「腕は痛むかい？」


    「へっちゃらでしゅ。キキは将軍でしゅ。骨折なんて怪け我がのうちに入らないでしゅ」


    「入ると思うよ。もうすぐ汐しお莉りが来るだろうから、治ち癒ゆしてもらうといい。それから……シズマくん」


    　最後に龍牙が、シズマに微ほほ笑えみかける。


    　何な故ぜか主人公と目を合わせようとせず、恥ずかしそうにモジモジしている二歳児。この子って案外、人見知りする性格だったのか。


    「怖がらなくていいよ。俺は火ひ乃の森もり龍牙、君の家族たちの仲間だ」


    「は、はじめまして、シズマといいます。父上を助けて頂き、ありがとうございます……」


    「よかったら、君も血を吸うかい？　炎のエネルギーに血液を消費するのは、シズマくんも同じなんだろう？」


    「い、いいえ！　僕は父上に吸わせて頂きますから！」


    　シズマが真っ赤になって、首と両手をブンブン振っている。クールな彼らしからぬリアクションだった。


    （もしかしてシズマ……リューガを気に入ったのか？　二歳にして恋をしたのか？）


    　だとしたら、どこまでも早熟な子だ。……いや待て。龍牙が女であることを、シズマは知っているんだろうか？　もし男だと思っているなら、その上でこの反応なら……まことに遺い憾かんながら、エルミーラさんの教育が成功したことになる。


    （やめろシズマ！　ソッチに行くんじゃない！　麗斐墮レイダが知ったら引っくり返るぞ！）


    　戦々恐々としていると、不意にシズマが気を取り直すように、コホンと咳せき払いしてから俺を見てきた。クリクリとしたつぶらな目に似合わない、やけに深刻な眼まな差ざしだった。


    「父上。少しだけ……【魔神】様のお二方とお話しさせて頂いていいですか」


    「え？　あ、ああ」


    　頷うなずくと同時に、俺の後ろにトウテツとコントンが背後霊のごとく現れる。二人とも上半身しか出てきていないところを見ると、やっぱりどちらか一体しか完全顕けん現げんできないようだ。


    「おう麗斐墮の倅せがれ。俺様に何か用か」


    「シズマ、おじちゃんに何でも言ってみろ。あっ、龍りゆう牙がたん！　こんばんは！」


    　コントンがふてぶてしく構える一方、トウテツは龍牙に手を振っていた。主人公が困り顔を浮かべつつ、仕方なく控えめに手を振り返している。


    　そんな二体の【魔神】を前にして、シズマが片膝ひざをつき、恭うやうやしく頭を垂れる。


    「コントン様、トウテツおじ様。シズマは『奈な落らくの使徒』の一人として、お二方に忠誠を誓います。二君に仕える形となってしまいますが……お許し頂けますでしょうか」


    「好きにしろや。どのみち俺様たちは器が同じだ。さして問題はねえよ」


    「シズマ、主君命令だ。遊んで欲しいときはいつでも言え」


    「……ありがとうございます。それともう一つ、伏してお願いしたきことが」


    　頭を上げないまま、シズマが続ける。【魔神】相手に全く物もの怖おじしない二歳児である。


    「どうかこのシズマに、『常とこ闇やみの血族』として生きることもお許し頂けませんか。使徒であると同時に、ヴァンパイアでもある──それが僕の誇りですから。赤あか鳥とり日ひ出で夫おと麗斐墮との間に生まれた僕の、大切なレゾンデートルですから」


    「それも好きにしろや。お前の生き方に口出しする気はねえよ」


    「シズマ。そのレゾ何とかって、どういう意味だ？」


    　トウテツが二歳児の語ご彙いを理解していない。恥ずかしい【魔神】だ、レゾ何とかも知らないとは。……あとで調べておこう。


    　コントンとトウテツに改めて謝意を示したのち。ようやく立ち上がったシズマが、そのまま俺に抱き着いてきた。


    「シ、シズマっ？」


    　咄とつ嗟さにヒョイと抱き上げると、愛息がニコリと笑いかけてくる。当然ながら、その体は驚くほど軽かった。首筋にパクリとかぶりつかれたが、血くらい好きなだけあげよう。


    「父上。ずっとお話ししたかった……」


    「そ、そうなのか？」


    「はい。伝えたい言葉がたくさんあったんです。迷惑をかけて、ごめんなさいと。いつも側そばにいてくれて、ありがとうと。そして……大好きだと」


    　俺の胸に、またぞろ熱いものが込み上げてくる。


    　やっぱりこの子は俺が引き取ろう。子持ちの友人キャラがいたっていいじゃないか。ちょっと斬ざん新しんじゃないか。


    　……一つだけ心配なのは、シズマが本当に龍りゆう牙がに惚ほれているとしたら、非常にややこしくなることだ。


    　まずトウテツとシズマが、恋のライバルになってしまう。そして龍牙本人は、俺を所望している。それを知ったとき……俺はシズマに嫌われたりしないだろうか。


    　そんな懸け念ねんをしていると。吸血を終えたシズマの顔が、キリリと引き締まった。


    　地面に降ろすよう頼んできたので言う通りにすると、シズマは一同に向かって決然と宣言した。思いもよらないセリフを。


    「皆様、聞いて下さい。僕は──異界へ行こうと思います。もちろん僕一人で」


    　俺をはじめとする全員が、ポカンと呆ほうける。異界へ……行くだって？


    「シズマ！　どうしてですの!?　どうして異界へ──」


    　悲鳴のように叫んだエルミーラさんに、シズマが辛つらそうに語る。


    「理由は三つあります。一つは、僕がキュウキ様に狙ねらわれていること。ここにいれば、必ず迷惑がかかってしまいます」


    「そんなの平気でしゅ！　シジュマはキキが守るでしゅ！　行っちゃ嫌でしゅ！」


    　忌キ綺キも金切り声を上げ、骨折した両手も構わずシズマにすがりつく。


    　そんなオカッパ幼女を優しく抱き締めつつ、シズマはなおも続けた。


    「二つ目の理由は、異界を統制することです。姉上たちに代わって」


    「と、統制？　どういうコトでしゅか？」


    「異界を取り締まる役目を担になっていた、姉上たち『奈な落らくの三さん姫き』……それが今、揃そろって人間界にいます。三姫不在となった異界は、おそらく無政府状態に近いはずです。その秩序を回復する存在が必要になります」


    「それを、シズマがするってのか？」


    　当惑したまま訊きいた俺に、シズマがコクリと頷うなずく。


    「はい。姉上たちには、人間界での使命があります。コントン様とトウテツおじ様の配下として、その戦力になるという使命が……三姫様の役目を僕が引き継ぐことで、少しでも恩返しができればと」


    「危険でしゅ！　あっちには乱暴者がたくさんいるでしゅ！　新顔のシジュマに、おとなしく従ったりしないでしゅ！」


    「大丈夫です姉上。僕は──将軍クラスですから。暴ぼう将しよう・忌綺の弟ですから」


    　力強く言い放ち、忌綺の頭を撫なでるシズマ。どっちが年上か分からない。


    「それでシズマ。三つ目の理由は……」


    　こちらも涙目になって、ヴァンパイア少女が尋ねる。エネルギー補給をしたことで顔色はよくなっていたが、表情は悲痛に歪ゆがんでいた。


    「生みの母・麗斐墮レイダの魂が──異界に送還されているかを確かめたいんです」


    「…………」


    「もし母の魂が、異界に戻っていなかったとしたら……それはキュウキ様に回収されていることを意味します。母の復活を条件に、何らかの要求をしてくるかもしれません」


    　確かにキュウキが麗斐墮の魂を回収しているか否いなかで、今後の対応は変わってくる。


    　だが、魅ミ怨オンは言っていた。使徒であることを放棄した麗斐墮を、キュウキが甦よみがえらせるかどうかは分からないと。ならば回収していない可能性も捨てきれない。


    　麗斐墮の魂の所在を確認するには、異界へ行ってみるのが一番なのだ。


    　直接キュウキに「麗斐墮の魂、回収してる？」なんて訊きくのは愚の骨頂だ。奴やつが正直に答える保証なんて、どこにもないのだから。


    「この三つ目の理由は、僕の個人的な感情に過ぎません。たとえ母の魂が、キュウキ様の手にあるとしても……皆様が戦いに躊ちゆう躇ちよすることはありません。自みずからを盾たてに取られることは、母だって望んでいないはずですから」


    　シズマが異界へ行く理由は、どれも納得ができるものだった。


    　俺たちのため、使命のため、そして己おのれのためという、反論できない理屈だった。


    （しばらくはキュウキも、シズマが異界に身を隠していることに気付かないだろう。気付いたときには、異界はシズマにシメられていると……二歳児の発想とは思えねえ）


    　だが。シズマの計画には、残念ながら大きな穴がある。


    　それは、そもそも異界へ行く方法がないということ。時空の歪みにより生じた裂け目は封印され、コントンも扉とびらを開ひらけるほど回復していない。計画は前提から破は綻たんしているのだ。


    　それを指摘しようとした矢先。コントンが先に口を開いた。


    「シズマ。まさかお前、気付いてんのか？　俺様が能力を使えるまで回復してることを」


    　一同が「えっ？」と声を裏返す中、シズマだけが小さく頷うなずく。


    「今のコントン様は、おそらく三割ほどのお力が戻られている状態……一度くらいなら、扉をお開きになることができるのでは？」


    「ご名答だ。十秒ほどなら扉を開くことが可能だろうぜ」


    　──何てこった。まさかシズマは、それを織り込み済みで計画を語っていたのか。


    　俺よりもよっぽど状況を把握し、加味した上での提案だったのか。この子はもしや、すでに知能で俺を超えているのでは……お父さん、嬉うれしいやらヘコみたいやら……。


    「コントン様、どうかお願いします。できれば今すぐにでも扉を」


    「い、今すぐだあ？　それは構わねえが……今の状態じゃ、次に扉を開けられるのはいつになるか分からねえぞ。一年後かもしれねえし、十年後かもしれねえ」


    「それでも構いません。時間を置くと、僕の決心が鈍ってしまいますから……」


    　毅然として告げるシズマを、エルミーラさんと忌キ綺キが必死に引き止めにかかる。


    「お待ちなさいシズマ！　アナタの意思は、母として尊重しますわ！　でも、そんなに急ぐことは……もう少し日を置いてからでも！　せめてお洋服を買ってからでも！」


    「行ってしまったら、次はいつ会えるか分からないでしゅ！　嫌でしゅ！　家に帰って、一緒に『スペクタクルマン』を観るでしゅ！」


    　そんな二人に、シズマは涙ぐみながらも無理やり笑顔を作ってみせる。


    「大丈夫です母上、姉上。僕は確信しています。すぐにまた会えると」


    「…………」


    「父上が器である限り、コントン様は予想以上に早く回復なされるはずです。だから──きっと大丈夫」


    「…………」


    「離れていても、心は繋つながっています。エルミーラ＝マッカートニーの子として、暴ぼう将しよう・忌綺の弟として……小こ林ばやしシズマは、必ず使命を果たしてみせます。使徒と人間の共存……赤あか鳥とり日ひ出で夫おと麗斐墮レイダの、その悲願を為し遂げるためにも」


    　……それからしばしの時間を経て。


    　エルミーラさんと忌綺は、やっとシズマから離れた。決意の固さを悟ったんだろう。


    　もはや俺も引き止めるつもりはなかった。シズマが志を持って旅立つというなら……笑って送り出してやるのが親父というものだ。


    （結局のところ、あとは俺次第だ。どれだけ早くコントンを回復させられるかってコトだ）


    　こうなったら、コントンに生命力をズンドコくれてやるしかない。


    　コントンが自由に扉とびらを開ひらけるようになれば、それだけシズマと再会できる日も早くなる。逆にこっちから異界へ乗り込むことも不可能じゃない。俺はシズマを、何としてもレギュラーキャラにしてやりたかった。


    　何よりコントンが完全回復すれば、その時点で杏きよう花かちゃんに返品することができる。待機電力を与えるだけの状態なら、彼女が衰弱することもないだろうから。


    　そんな胸むな算ざん用ようをしている間にも、三人の奇妙な家族たちは最後の挨あい拶さつをしている。


    「シズマ。『常とこ闇やみの血族』として恥じぬよう、しっかりおやりなさい」


    「心得ました、母上」


    「シジュマ。『奈な落らくの使徒』として、三さん姫きの代行として、頑張ってくるでしゅ」


    「心得ました、姉上」


    　激励の言葉を投げつつも、いつまでも名な残ごり惜しそうにシズマを見詰めるヴァンパイア少女とエゾオオカミ使徒。俺は二人の肩にポンと手を置き、促うながすように頷うなずいてみせた。


    「もう行かせてやろう。大丈夫だ、これがシズマとの今こん生じようの別れってわけじゃない」


    　必ず近いうちに再会させてやる。親父の威信にかけて。


    「母上、姉上、そして父上……次に会える日まで、どうかお達者で」


    「当たり前ですわ。まだシズマとは、話したいことが山ほどありますもの。ヴァンパイアらしく、夜通し語り合いましょう」


    「キキの方が、もっとシジュマとお話しすることがあるでしゅ」


    「ワタクシの方がありますわ」


    「キキの方があるでしゅ」


    　この期ごに及んで張り合おうとする二人に、シズマが苦笑する。


    「僕から一つお願いです。できれば喧けん嘩かは控えて下さいね。家族が仲良く帰りを待ってくれている……それが僕にとって一番嬉うれしいことですから──」
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    　やがてコントンが開いた小さな扉とびらへと、シズマは消えていった。


    　襖ふすま一つ分ほどの、思ったより質素な扉だった。本来なら校門ほどのサイズらしいが、今のコントンにはこれが限界とのこと。


    「シズマくん。エルと忌キ綺キのことは心配しないで。俺たちがついてるから」


    　別れ際、龍りゆう牙ががかけた一言に、やっぱりシズマはドギマギしていた。


    　彼がボソリと「龍牙さんって、素敵な女性だな……」と呟つぶやいたのを聞いて、俺は密ひそかに安あん堵どした。よかった。ちゃんと龍牙を女の子だと認識していたようだ。


    「シズマ……ワタクシたちは仮かり初そめではなく、本当の家族になれましたのね……」


    「これで麗斐墮レイダが甦よみがえっても、キキはずっとシジュマのお姉さんでしゅ……」


    　泣き崩れるエルミーラさんと忌キ綺キを、龍りゆう牙がが慰なぐさめている。


    　同じく泣き崩れるトウテツを、コントンが慰めている。


    　彼女たちのために、俺はトウテツを定期的に異界へ行かせるつもりだった。こいつって、十分くらいなら異界に転移できるそうだから……手紙のやり取りくらいはできるはずだ。


    　──こうして今回の「使徒の赤ちゃんエピソード」は、ひとまず幕引きとなった。


    　図らずもトウテツの「異界に匿かくまいやすか？」という提案通りのオチで。


    （そういや結局、バケモノのことは謎なぞのままだったな。倒された鰉ヒガイ亜アも復活しなかったし……キュウキの奴やつ、何を考えてやがるんだ？）


    　色々と引っかかる点が残ってしまった。キュウキとは近いうちに、秘密裏にでも接触する必要があるかもしれない。


    　ただし今夜はもう、ゆっくりと眠りたかった。心身共にマジで疲れてしまった。


    　シズマとお別れした喪失感で、眠れるかどうかは分からないが。

  


  
    エピローグ


    



    



    　シズマが異界へと旅立った、その翌週。


    　エルミーラさんは学校に復帰した。すでに住まいも小こ林ばやし家から自宅マンションへ移し、以前の独り暮らしに戻っていた。


    「気が向いたら、いつでも遊びに伺うかがいますわ。魅ミ怨オンの料理、美お味いしいですから」


    　三さん姫きと同居していることを口外しない代わりにと、ヴァンパイア少女はウチの合あい鍵かぎを返さず持っていってしまった。


    　いささか理り不ふ尽じんではあるが仕方ない。いい加減、頃合いを見て龍牙たちに同居を打ち明けないと……そんなことを思いつつも、ズルズルと引き延ばしてしまいそうな自分がいた。


    「小林一いち郎ろう。今回は本当にありがとう……このエルミーラ＝コバヤシ＝マッカートニー、アナタに惚ほれ直しましたわ。故郷へ行くという話、考えておいて下さいな」


    　家を出ていく間際、エルミーラさんはそんなことを告げてきた。彼女のフルネームに何か余計なものが追加されている気がしたが……きっと幻聴だろう。


    　──河か川せん敷じきでの顛てん末まつを事後報告で聞いた魅怨と呪ジユ理リは、シズマとのお別れに立ち会えなかったことを非常に残念がっていた。


    「シズマってば、水臭いわねえ……私たちにも成長した姿を見せてくれればよかったのに」


    「フフ、大丈夫よ魅ミ怨オン。一いち郎ろう様なら、すぐにコントン様を回復させてくれるわ。遠からず素敵なシズマに会えるはずよ」


    「そうね……では、改めましてコントン様」


    　その日の午後八時半。全員集合している茶の間にて。


    　三さん姫きが横一列に並び、俺に向かって姿勢を正してきた。


    「おう。そういや、ちゃんとした挨あい拶さつがまだだったな」


    　それを受けて、俺の背後に筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男が現れる。無精髭ひげを生やした、ワイルドかつムサいオヤジ……コントンだった。


    　俺がトウテツに続き、コントンの器にもなったと聞いたとき、当然ながら魅怨と呪ジユ理リは絶句していた。その事実を受け止めきれないらしく、挨拶が先延ばしになっていたのだ。


    「コントン様。遅慢な対応、まことに申し訳ございません。想定を遥はるかに超える事態に、恥ずかしながら動揺してしまいまして……」


    「気にすんな。一人の器に【魔神】が二体も憑つくなんざ、前ぜん代だい未み聞もんだからな。俺様も未いまだに信じられねえくらいだ」


    　俺の隣に腰を下ろし、湯飲みをズズズとすすり出すコントン。座る際に「よっこらせ」と言った辺り、やっぱりオッサンだった。


    　そんなコントンに、魅怨がかしこまったまま口上を続ける。


    　こういうときに三姫を代表するのは彼女である。長女的存在は呪理なのだが、リーダー格は魅怨なのだ。


    「我々『奈な落らくの三姫』は、トウテツ様と同様──コントン様にもお仕えすると決めました。お二方が和解された今、連合軍という形になるのではと……如何いかがでございましょうか」


    「お前らはこれまで通り、テッちゃんの配下でいろや。俺様は力が戻りゃ、杏きよう花かたんの元へ帰る予定だからな。まあ、それまでは同盟関係ってコトにしとくぜ」


    　三姫が口を揃そろえて「はっ」と答える。


    　ちなみに忌キ綺キは、すでに両腕の骨折が完治していた。あの夜、間もなく駆けつけてきた雪ゆき宮みやさんによって、負傷を治ち癒ゆしてもらったのだ。考えてみたら、俺も亀き裂れつ骨折をしたときに治してもらえばよかった。湿布で充分だと思っていた。


    　シズマが去ってからの忌綺は、しばらく寂しそうに鬱ふさぎ込んでいたのだが……昨日ようやく元気を取り戻した。


    　その理由は、海洋怪獣ザバゼバゼと、剛腕怪獣ギュオゴポン。


    　みんなで小遣いを出し合って、彼女が欲しがっていたソフビ怪獣をプレゼントしてやったのだ。頑張ったご褒ほう美びとして。


    　トウテツは最後までカンパに渋っていたが、結局は百五十円だけよこしてきた。忌綺を痛めつけたバケモノを倒す気満々だったし、意外と配下思いなのかもしれない。百五十円だが。


    「それではコントン様、よろしくお願い致します。ご要望などがあれば、何なりとお申しつけ下さい」


    「おう」


    「必ずキュウキ様を討ち果たしましょう。この魅ミ怨オン、もはやキュウキ様への反逆に何の躊躇ためらいもございません。忌キ綺キを傷つけられた以上は」


    「この呪ジユ理リめも、同じ思いにございます」


    「お、おう」


    　闘志と怒気を募つのらせる魅怨と呪理に、コントンが若じやつ干かん引いている。


    　……三女の負傷を聞いたとき、長女と次女は背筋が凍るような怖い顔をしていた。自分たちでバケモノを殺せなかったことを、シズマとの別れ以上に惜しんでいた。


    　それだけ三さん姫きの絆は強いということだろう。ある意味、最恐のＰＴＡと言える。


    「ところでコントン様。つきましては、この魅怨からお伝えしたきことが」


    　と、やにわに魅怨がコホンと咳せき払いをし、跪き座ざから正座になる。まるで配下から主婦に切り替わるように。


    「おう。何だ」


    「この家で暮らす以上、コントン様には小こ林ばやし家のルールに従って頂きたく存じます」


    「おう？」


    「まず、食べ物の好き嫌いはなりません。いかに【魔神】様とはいえ、出された料理は全てお召し上がり下さい。さっき……ニンジン残されましたよね？」


    「お、おう。すまねえ」


    「雨が降ったときは、率先して洗濯物をお取り込み下さい。テレビのチャンネル権は、基本的に日替わりのローテーションになっております。あと、毎月のお小遣いは二千円です」


    「わ、分かった……」


    「お風呂は最後に入った者が、きちんと浴槽を洗うこと。残暑が厳しいですが、なるべく冷房に頼らず扇風機をご利用下さい。それから、お出かけやお帰りの際は、ちゃんと『いってきます』と『ただいま』を──」


    　コントンが、早速ながら我が家のお母さんの洗礼を受けている。さっきまで鷹おう揚ようだった態度が、魅怨よりかしこまっていた。


    　そんなシラサギ使徒に、キングコブラ使徒とエゾオオカミ使徒も便乗する。


    「この呪理、一いち郎ろう様とイケナイ行為に及ぶことがあるかもしれません。その時は見て見ぬフリをして下さいませ」


    「毎週土曜日の夜は、みんなで怪獣ごっこをする決まりになってるでしゅ。コントン男爵といえど、不参加は認められないでしゅ」


    　いつしか正座になっているオッサンをよそに、俺は湯飲みをズズズとすすった。


    　──何だかんだで、また一つ友人キャラから遠とお退のいてしまった。もはや「端は役やくです」と言うのが、ボケだと思われるくらいに。


    　このままいけば、俺はどうなってしまうんだろうか……そんな危き惧ぐはもちろんだが、俺には今、とても心配していることがある。非常に危険視している人物がいる。


    　実はそれは、キュウキではない。黒くろ亀がめ里り菜なでもない。──雪ゆき宮みや汐しお莉りであった。


    （蒼あおヶが崎さきさんにエルミーラさん……この二人の騒動に巻き込まれておいて、雪宮さんとだけ何も起こらないなんて幸運があるはずねえ。この物語、そういうところだけはキッチリお約束を守りやがるから）


    　そして、そんな俺の懸け念ねんは──やっぱり的中することになる。


    　果たして雪宮さんは、ヒロイン三巨頭のトリを飾るに相応ふさわしい、ひときわ厄やつ介かいなメインエピソードを用意していた。今まで埋もれがちだったのを、一気に挽ばん回かいするかのごとく。


    　それくらいとんでもない爆弾を、『祝命の巫み女こ』は隠し持っていたのだ。


    



    



    　同刻。


    　自宅の私室にて、雪宮汐莉はベッドに伏していた。


    　まだ就寝時間には早いのだが、体がやけに重い。目め眩まいと頭痛、耳鳴りがひどく、とても立っていられなかった。


    　龍りゆう牙がや仲間たちには隠してきたが、この症状は数日前からのことであり……そして日増しに悪化していた。


    （どうしたのかしら……お医者様は『特に異常はない』と仰おつしやっていたのに……）


    　とりあえず水を持ってきてもらおうと、執事のセバスチャンを呼ぶことにする。


    　汐莉の枕まくら元には、彼が待機している隣室へと直通している電話があった。どんなに急な呼び出しでも、彼が推参に十秒以上を要したことはない。


    　セバスチャン＝ルニエ。国籍はフランス。全幅の信頼を置く、汐莉の専任執事。


    　学校への送迎はもとより、家庭教師にスケジュール管理……仕事に忙しい両親より、よっぽど一緒に過ごした時間は長い。汐莉にとって彼は、もはや家族も同然の存在だった。


    「セ、セバスチャ……」


    　鉛のように重い腕を伸ばし、受話器を取ったところで。


    　汐莉の意識はプツリと途絶えた。


    　だから彼女は、知らなかった。


    　自分の全身から、どす黒いオーラが湧わき出していることを。それが少しずつ、人の形になろうとしていることを。


    　……十秒後。汐しお莉りの部屋にノックの音が響き、セバスチャンがやってきた。


    　高級なスーツで長身を固めた、オールバックに口髭ひげという風貌の初老執事は──汐莉の異状に取り乱すこともなく、ベッドの側そばまで歩み寄り、静かに片膝ひざをついた。


    「……とうとうお目覚めになられましたか。【魔神】トウコツ様」


    　黒煙のようなオーラの中。


    　爛らん々らんと光る双そう眸ぼうが、セバスチャンを見詰めていた。少しずつ雪ゆき宮みや汐莉と分離しながら。


    「ご要望などがございましたら、何なりとお申しつけ下さい。『奈な落らくの八はつ傑けつ』が一人にして、最強の使徒たる、この戮りく将しよう・屡ル贄ニエめに」


    「屡、贄……」


    　その名を【魔神】が繰り返す。すでにオーラは部屋中に蔓まん延えんし、奈落のごとく深い暗黒で室内を満たしていた。


    　コントン、トウテツ、キュウキ──そしてトウコツ。


    　全ての四凶が、かくして現代に蘇よみがえった。

  


  
    あとがき


    



    　皆様、ご機嫌いかがでしょうか。伊だ達て康やすしです。


    　この度は『友人キャラは大変ですか？４』を手に取って頂きまして、まことにありがとうございます！


    　また、「本は四巻しか読まねえ！　ああそうとも！」という方にも……はじめまして、伊達康と申します。一巻から読めば、多分もっと楽しめますよ！　ああそうとも！


    　今回は小こ林ばやし一いち郎ろうとエルミーラ、そして一人の赤ちゃんによるハートフルストーリーを目指しました。


    　目指したのですが、感動作とは程遠い仕上がりとなりました。人間、背伸びをするのは良くありません。悔い改めようと思います。


    　それにつけても、赤ちゃんって可愛いですよね。自分にもあんな頃があったなんて信じられません。今の意識を持ったまま、何とか赤ちゃんに戻れないものでしょうか。


    　などと言っているうちに、当シリーズも気付けばもう四巻。こうして小林一郎たちを書き続けていられるのも、ひとえに読んで下さる皆様のお陰でございます。


    　その感謝の気持ちを忘れず、感動作もそつなく書けるよう、これからも精進致します。


    



    　さて。実は今回、紙面をお借りして告知させて頂きたいことがございます。


    　十代向けの総合紙「読売中高生新聞」にて、一月下旬より『友人キャラは大変ですか？』のスピンオフ連載が始まります！


    　こちらは本編の合間合間にある、小林一郎たちの日常を描いたショートストーリーとなっています。文庫本にすると一話につき４ページほどになりますが、そちらでも小林一郎たちがワチャワチャとやっておりますので、よろしければ是非ご覧下さい！


    



    　いつも的確にフォローして下さる担当様。及びガガガ文庫編集部の皆様。


    　今回もまた素敵なイラストを描いて下さった紅べに緒お様。


    　もちろん出版に携たずさわって頂いた、全ての皆様にも。そして当作をお手に取って頂いた、読者の皆様にも。


    　最大限の深謝を込めつつ、五巻に向けて頑張りたいと思います。


    　今後とも、どうぞ宜しくお願い致します！　


    



    
      伊達 康

    

  


  
    特典ショートストーリー


    



    　ある日の夕食後。


    　俺は【魔神】と『奈落の三姫』を茶の間に留まらせ、真ま面じ目めな顔と口調で告げた。


    「お前たちに一つ、折り入って頼みたいことがある。四巻の特典についてだ」


    　同時に小首を傾げ、「四巻の特典？」と復唱する魅み怨おん、呪じゅ理り、忌き綺き。トウテツだけは我関せずとばかりに、黙々と漫画を読み耽ふけっていた。


    「そうだ。購入してくれた読者のために、一人ずつ感謝のコメントを述べてもらいたい。それを動画で撮らせてくれ」


    　俺の要請に、三姫がますます困惑を募らせる。顔を見合わせて肩をすくめるところまで、見事にユニゾンしていた。さすがは三姉妹しまいだ。姉妹じゃないけど。


    「えっと、一いち郎ろうくん。言ってる意味がよく分からないんだけど……」


    「そもそも四巻とは何でしょうか？」


    「一郎男爵がバグったでしゅ。叩いて直すでしゅ」


    　失礼にも、心配そうな顔でこちらを見てくる三姫たち。


    　まあ、彼女たちの反応も分かる。俺も正直、「お前は何を言ってるんだ」と思う。


    　だが俺は今、猛烈にそういう気持ちになっている。ラッパーのごとく感謝を告げたい衝動が抑えられない。


    　この「火乃森龍牙の異能バトルストーリー」も、すでに第三部に突入している。


    　何となくの感覚からして、文庫本で換算すると大体「四巻」くらいは来ているような気がするのだ。そこまで物語が続いているとしたら、これはもう読者の皆様によるご声援の賜たま物ものと言うよりないだろう。これからも彼らを繋ぎ止めておきたい。媚こびてでも。


    「まあ、細かいことは気にしないでくれ。お前たちはただ、感謝を伝えてくれるだけでいいんだ。よし、じゃあ始めるぞ。誰からいく？」


    「それじゃあ、キキが一番手でしゅ。ご挨拶は得意でしゅ」


    　オカッパ幼女が挙手したので、俺は忌綺に携帯のカメラを向けた。


    「キキでしゅ。何だか分からないけど、ありがとうごじゃいましゅ。ありがとうついでに、怪獣ソフビをプレゼントしてくれたら嬉しいでしゅ」


    「おい。読者にタカるんじゃない」


    　さすがは『奈落の使徒』。強欲だ。


    　続いてブロンドお姉さんが手を挙げたので、今度は呪理に携帯を向ける。


    「読者なる皆様。私は呪理と申します。感謝をお伝えするということですが、皆様が私に何をお求めになっているかは承知しているつもりです。ええ、それはもちろん」


    「おいコラ！　何で服を脱いでるんだ！」


    「どうぞ存分にご覧下さい。部屋の鍵はちゃんとかけていますか？　もしご家族が入ってこられたら大変ですよ？　無修正ですから」


    「やめろ！　四巻だけアダルト作品として扱われるだろ！」


    　さすがは『奈落の使徒』。淫いん猥わいだ。


    　続いてサイドテール女子高生が手を挙げたので、今度は魅み怨おんに携帯を向ける。


    　残念ながらここまで、全く読者に感謝できていない。やはり敵キャラに特典を任せるのは無理だったのか……。


    「私は三姫の一人、魅怨よ。別に人間なんかに感謝する気はないわ。あんたたちなんて、私にはどうでもいいから」


    「おいっ、失礼なことを言うなっ」


    「まあ特別に、今回限りなら、ほんの少しだけ感謝してあげてもいいけど……か、勘違いしないでよね！　これからも私たちを応援して欲しいとか、そんなんじゃないから！　そりゃ応援してくれると嬉しいけど……とにかく、その、どうもありがと」


    　さすがは『奈落の使徒』。ツンデレだ。


    　さて。これで残るは、さっきから漫画に没頭している【ボンクラ魔神】だけなんだが……とりあえず、やらせるだけやらせてみるか。


    「おいテッちゃん。お前も感謝のコメントを述べろ。短くてもいいから」


    　そう言って携帯を向けると。


    　トウテツが胡座あぐらを組んだまま、体を右へと傾けた。そして──


    　ブッ


    　屁へをした。感謝とは対極のコメント（？）だった。


    「ふざけんな！　失敬にも程があるだろ！　速やかに読者へ謝罪しろ！」


    　すると今度は、トウテツが体を左へと傾けた。そして──


    　ブパンッ


    　また屁をした。巧たくみに音が調節されていた。


    「屁で『すまん』と言うな！　どんな特典だ！」


    　ブブブッブ、ブブッ、ブブップ


    「『これからも、応援、よろしく』じゃねえよ！　ちゃんと口で言え！」


    　ブゥブブゥ、ブブ、ブプププ


    「『おい魅怨、お茶、お代わり』じゃねえ！　どんだけ屁を出せるんだ！　病院行け！」


    　怒りに任せて【魔神】の首を絞めていると、三姫が感心したように拍手してくる。


    「凄いわ一いち郎ろうくん。よく解読できるわね」


    「オナラ翻訳家として食べていけますよ」


    「一郎男爵は、オナラ界の戸と田だ奈な津つ子こでしゅ！」


    　……当然ながら、俺はこの特典をお蔵入りすることにした。こんなもの、とても皆様にお見せできない。


    　ちなみにトウテツの最後の屁へは、『これからも、龍りゅう牙がたんの活躍を、どうぞお楽しみに！』だったとのこと。俺の翻訳は誤あやまりだった。


    　納得いかねえ。


    　尺が合ってなかったぞ。

  


  
    伊達　康


    Yasushi Date


    



    兵庫県出身。一人カラオケというのを試してみたいのですが、なかなか勇気が出ません。誰かついてきてくれませんかね……。
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